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１．議事日程 

   （平成１８年第１回安芸高田市議会３月定例会第２日目） 

 

平成１８年３月２日 

午 前 １ ０ 時 開 会 
於 安 芸 高 田 市 議 場 

 

日 程 第 １  会議録署名議員の指名 

日 程 第 ２ 議案第４１号 平成１７年度安芸高田市一般会計補正予算（第８号） 

日 程 第 ３ 議案第４２号 平成１７年度安芸高田市国民健康保険特別会計補正予算 

（第４号） 

日 程 第 ４ 議案第４３号 平成１７年度安芸高田市介護保険特別会計補正予算（第３号） 

日 程 第 ５ 議案第４４号 平成１７年度安芸高田市公共下水道事業特別会計補正予算 

（第４号） 

日 程 第 ６ 議案第４５号 平成１７年度安芸高田市特定環境保全公共下水道事業特別 

会計補正予算（第４号） 

日 程 第 ７ 議案第４６号 平成１７年度安芸高田市農業集落排水事業特別会計補正予 

算（第４号） 

日 程 第 ８ 議案第４７号 平成１７年度安芸高田市浄化槽整備事業特別会計補正予算 

（第４号） 

日 程 第 ９ 議案第４８号 平成１７年度安芸高田市コミュニティ・プラント整備事業 

特別会計補正予算（第２号） 

日程第１０ 議案第４９号 平成１７年度安芸高田市簡易水道事業特別会計補正予算 

（第４号） 

日程第１１ 議案第５０号 平成１７年度安芸高田市飲料水供給事業特別会計補正予算 

（第２号） 

日程第１２ 議案第５１号 平成１７年度安芸高田市水道事業会計補正予算（第１号） 

日程第１３ 議案第１号 広島県市町職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数 

の増加及び組合規約の変更について 
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日程第１４ 議案第２号 広島県市町公務災害補償組合を組織する地方公共団体の数 

の増加及び組合規約の変更について 

日程第１５  議案第６号 安芸高田市議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例 

の一部を改正する条例 

日程第１６  議案第７号 安芸高田市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁 

償等に関する条例の一部を改正する条例 

日程第１７  議案第８号 安芸高田市特別職の職員等の給与の特例に関する条例の一 

部を改正する条例 

日程第１８  議案第９号 安芸高田市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関 

                          する条例の一部を改正する条例 

日程第１９  議案第１０号 安芸高田市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

日程第２０  議案第１１号 安芸高田市職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例 

日程第２１  議案第１２号 安芸高田市特別会計条例の一部を改正する条例 

日程第２２  議案第３３号 字の区域の変更について 

日程第２３  議案第３４号 消防手数料条例の一部を改正する条例 

日程第２４  議案第３号 安芸高田市事務分掌条例の一部を改正する条例 

日程第２５  議案第４号 安芸高田市公の施設の指定管理者の指定同意について 

             【安芸高田市高宮高齢者生産活動センター設置及び管理条例 

ほか６件】 

日程第２６  議案第５号 安芸高田市個人情報保護条例の一部を改正する条例 

日程第２７  議案第１３号 安芸高田市国民保護協議会設置条例 

日程第２８  議案第１４号 安芸高田市国民保護対策本部及び緊急対処事態対策本部設 

置条例 

日程第２９  議案第１５号 地方公共団体の特定の事務の郵便局における取扱いに関す 

る規約の一部を改正する規約 

日程第３０  議案第１６号 安芸高田市人権尊重のまちづくり条例 

日程第３１  議案第１７号  安芸高田市児童館条例 

日程第３２  議案第１８号 安芸高田市放課後児童クラブ条例 
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日程第３３  議案第１９号 安芸高田市養護老人ホーム条例の一部を改正する条例 

日程第３４  議案第２０号 安芸高田市向原総合福祉センター条例の一部を改正する条例 

日程第３５  議案第２１号 安芸高田市老人デイサービスセンター条例の一部を改正する 

条例 

日程第３６  議案第２２号 安芸高田市在宅介護支援センター条例の一部を改正する条例 

日程第３７  議案第２３号 安芸高田市ふれあいセンターこうだ条例の一部を改正する条 

                          例 

日程第３８  議案第２４号 安芸高田市介護保険条例の一部を改正する条例 

日程第３９  議案第２５号 市道の認定について 

                  【県道改良により不用となった旧県道の市道認定】 

日程第４０  議案第２６号 市道の廃止について 

【県道昇格による市道の廃止】 

日程第４１  議案第２７号 安芸高田市営住宅条例の一部を改正する条例 

日程第４２  議案第２８号 安芸高田市公共下水道条例の一部を改正する条例 

日程第４３  議案第２９号 安芸高田市下水道事業受益者負担金及び分担金徴収条例の一 

部を改正する条例 

日程第４４  議案第３０号 安芸高田市農業集落排水処理施設の設置及び管理条例の一部 

を改正する条例 

日程第４５  議案第３１号 安芸高田市浄化槽整備施設の設置及び管理に関する条例の一 

部を改正する条例 

日程第４６  議案第３２号 安芸高田市コミュニティ・プラントの設置及び管理条例の一 

部を改正する条例 

日程第４７  議案第３５号 安芸高田市美土里緑の交流空間設置及び管理条例の一部を改 

正する条例 

日程第４８  議案第３６号 安芸高田市向原若者定住環境整備施設設置及び管理条例の一 

部を改正する条例 

日程第４９  議案第３７号 安芸高田市社会体育施設等設置及び管理条例の一部を改正す 

る条例 
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日程第５０  議案第３８号 安芸高田市吉田運動公園設置及び管理条例の一部を改正する 

条例 

日程第５１  議案第３９号 安芸高田市吉田サッカー公園及び吉田温水プール設置及び管 

理条例の一部を改正する条例 

日程第５２  議案第４０号 安芸高田市Ｂ＆Ｇ海洋センター設置及び管理条例の一部を改 

正する条例 

 
 

２．出席議員は次のとおりである。（２２名） 

１番    明 木 一 悦    ２番    秋 田 雅 朝 

３番    田 中 常 洋    ４番    加 藤 英 伸 

    ５番    小 野 剛 世    ６番    川 角 一 郎 

７番    塚 本  近    ８番    赤 川 三 郎 

９番    松 村 ユ キ ミ   １０番    熊 高 昌 三 

１１番    青 原 敏 治   １２番    金 行 哲 昭 

１３番    杉 原  洋   １４番    入 本 和 男 

 １５番    山 本 三 郎   １６番     今 村 義 照 

１７番    玉 川 祐 光   １８番    岡 田 正 信 

１９番    渡 辺 義 則   ２０番    亀 岡  等 

２１番    藤 井 昌 之   ２２番    松 浦 利 貞 

    
 

３．欠席議員は次のとおりである。（なし） 

 
 

４．会議録署名議員 
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   １４番    入 本 和 男   １５番   山 本 三 郎 

５．地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名（２１名） 

市     長    児 玉 更太郎     助     役    増 元 正 信 

収 入 役    藤 川 幸 典     総 務 部 長    新 川 文 雄 

自治振興部長    田 丸 孝 二     市 民 部 長    廣 政 克 行 

福祉保健部長兼福祉事務所長  福 田 美 恵 子     産業振興部長    清 水  盤  

建設部長兼公営企業部長    金 岡 英 雄     教 育 長    佐 藤  勝 

教 育 次 長    杉 山 俊 之     消 防 長    村 上  紘  

八千代支所長    岡 田 敦 男     美土里支所長    立 川 堯 彦  

高 宮 支 所 長    猪 掛 智 則     甲 田 支 所 長    武 添 吉 丸  

向 原 支 所 長    益 田 博 志     総 務 課 長    高 杉 和 義   

財 政 課 長    垣 野 内   壮           

 

 

６．職務のため議場に出席した事務局の職氏名（４名） 

事 務 局 長  増 本 義 宣    議事調査係長  児 玉 竹 丸 

書 記  国 岡 浩 祐    書 記    倉 田 英 治 
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～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前１０時 開会 

◯松 浦 議 長   それでは、おはようございます。 

時間が参りましたので、ただいまの出席議員は２２名であります。 

定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、予めお手元に配布したとおりであります。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第１  会議録署名議員の指名 

◯松 浦 議 長   日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第７９条の規定により、議長において、

１４番 入本和男君、１５番 山本三郎君を指名いたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第２ 議案第４１号 平成１７年度安芸高田市 

一般会計補正予算（第８号） 

○松 浦 議 長   日程第２、議案第４１号、平成１７年度安芸高田市一般会計補正予

算（第８号）の件を議題といたします。 

この際、議案の朗読を省略いたします。 

提出者から、提案理由の説明を求めます。 

市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   議案第４１号、平成１７年度安芸高田市一般会計補正予算、第８号

の提案理由の説明を申し上げます。 

本案は、既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ、４０

６万８千円を追加し、歳入歳出それぞれ予算の総額を２３８億２，２

０４万円とするものでございます。 

歳入につきましては、市税１千万円、地方交付税１，９１８万７千

円、市債４億２，９６０万円をそれぞれ追加し、分担金及び負担金１，

６８５万５千円、使用料及び手数料１，９２４万７千円、国庫支出金

３，０８０万７千円、県の支出金が２億４４８万７千円、繰入金１億

６千万円、諸収入２，３３２万３千円をそれぞれ減額するものでござ

います。 

歳出につきましては、総務費７，２０５万２千円、衛生費１億５，

４２７万９千円、商工費１８６万１千円、土木費１億２，７８４万円

をそれぞれ追加し、議会費２９７万円、民生費７，３２９万１千円、

農林水産業費１億２，３６０万６千円、消防費２，９０３万８千円、

教育費３，５３５万７千円、災害復旧費が６，９５９万２千円、公債

費１，８１１万円をそれぞれ減額するものでございます。 

また、債務負担行為の補正につきましては、第２庁舎・総合文化保

健福祉施設整備事業の債務負担の期間を、平成１９年度までに変更す

るものでございます。 

次に、繰越明許費の補正でございますが、地方自治法第２１３条第

１項の規定により、翌年度に繰り越して使用できる事業として、１１
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事業、総額で、１８億７，８０４万６千円の繰越明許費の追加をいた

すものでございます。 

地方債の補正につきましては、その借り入れ限度額を、４４億３，

９６０万円と定めるものでございます。 

以上、よろしくお願い申し上げます。 

○松 浦 議 長   これをもって、提案理由の説明を終わります。 

この際、担当部長から要点の説明を求めます。 

総務部長 新川文雄君。 

○新川総務部長   議案第１号、平成１７年度の安芸高田市一般会計補正予算（第８号）

につきまして、要点のご説明を申し上げます。 

初めに、このたびの補正の予算につきましては、先に皆さん方のお

手元の方にお配りさせていただいております、平成１８年安芸高田市

議会３月定例会補正予算議案説明資料に基づきまして、まず概要をご

説明させていただきたいと思っております。 

まず、１ページをお開きいただきたいと思っております。では、１

ページの方から概要をご説明していきます。このたびの３月の補正予

算につきましては、基本的には各事務事業の確定に伴いまして、事業

費の調整、また、事業執行見込みに基づきまして、予算整理、係数の

整理が主なものでございます。まず１の会計別予算の状況でございま

すが、一般会計の補正額につきましては、４０６万８千円を計上して

おります。補正後の累計額につきましては、２３８億２，２０４万円

となり、前年同期に比べますと、９０.４％で、９.６％の減となって

おります。このたび、一般会計の他に老人保健特別会計を除く９特別

会計の補正も計上いたしておりますので、よろしくお願いします。 

次に、一般会計の補正概要でございますが、２ページをお開きいた

だきたいと思っております。 

歳入の補正の概略でございますが、１款といたしましては、市税の

１千万円の増額につきましては、法人税を増額するものでございます。

続きまして、１０款の地方交付税、１，９１８万７千円の増額につき

ましては、国の補正予算に伴いまして、普通交付税の負担調整分の復

活措置というもので、当初確定いただきました数字にその調整率をか

けたもので、１，９１８万７千円の増ということになります。１２款

の分担金及び負担金、１，６８５万５千円の減額につきましては、農

林事業、また農林災害分担金の減が主なものでございます。続きまし

て、１３款の使用料及び手数料でございます。１，９２４万７千円の

減額につきましては、診療所使用料の減が主なものでございます。主

な増減の要因につきましては、理由につきましては、一番右端に掲げ

ておるとおりでございますので、ご参考にしていただきたいと思って

おります。続きまして、１４款の国庫支出金、３，０８０万７千円の

減額につきましては、民生費国庫負担金の減が主なものでございます。

１５款の県支出金、２億４，４８７千円の減額は、合併推進交付金、
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また、農林関係に伴います補助金が主なものでございます。１８款の

繰入金でございますが、１億６千万円の減額は、市民センター建設基

金、また、保健福祉事業基金を減額するもので、第２庁舎・総合文化

保健福祉施設、特別養護老人ホーム整備に充当する合併特例債の増に

よりまして、この基金の繰入金を減額するものでございます。２０款

の諸収入でございますが、２，３３２万３千円の減額につきましては、

消防団員の退職者の見込み減により、退職報奨金受入金が減になりま

す。そういうものが主たるものでございます。市債につきましては、

４億２，９６０万円の増額につきましては、当該事業本債であります

上下水道債の半額を過疎債に振り替えるかたちの中から、特別会計繰

出債の増額が主なものでございます。 

続きまして３ページでございます。（２）の歳出予算でございますが、

備考欄の方に掲げております款ごとの増減の要因を記載しております

が、補正の要点説明につきましては、後ほどの、予算書の事項別明細

書によってご説明させていただきたいと思っておりますので、どうか

よろしくお願いします。 

続きまして、４ページをお願いします。４ページにつきましては、

一般会計の歳出補正予算の性質別の経費を款、項別に掲げております。

このたびの補正につきましては、義務的経費であります人件費の合計

は、２，３８５万５千円の減額で、職員人件費分といたしまして、６

００万１千円。また、非常勤特別職が、１，７８５万４千円それぞれ

減額しております。このことにつきましては、指定統計であります国

勢調査費の確定によるものが、主な減額の理由でございます。扶助費

つきましては、６，１６７万４千円の減額でありますが、障害者医療

費、また生活保護費等の支給対象者の確定によりますものが、主なも

のでございます。公債費につきましては、１，８１１万円の減額でご

ざいますが、平成１６年度許可債の借り入れ利率の見込みの低下によ

るものが主な要因でございます。物件費につきましては９，５４５万

５千円の減額で、事業執行また、見込み等に基づきまして予算の調整

をさせていただいたとこでございます。 

続きまして５ページ、維持補修費、１，６６９万５千円の増額で、

利用者の利便性を配慮し、保育所、診療所、火葬場、農業施設、観光

施設、小中学校、体育施設、４３の施設等ございますが、維持補等、

材料を計上したものでございます。補助費でございます。９，２０６

万２千円の減額につきましては、生活交通路線の維持負担金、また中

山間地域の直接支払交付金、消防団員退職報奨金の減が主なものでご

ざいます。積立金につきましては、１億３，４３２万４千円の増額、

３つの目的基金に３，４００万１千円積み立て、事業執行見込等に基

づく予算整理による減額分、また、１億３２万３千円の財政調整基金

に積み立てをするものでございます。投資及び出資金１，６６０万円

の減額でございますが、上水道事業費の確定に伴います、上水道出資
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金の減が主なものでございます。貸付金、１億３，６６０万３千円の

減額ですが、安芸高田アグリフーズへの直接融資の減が主なものでご

ざいます。続きまして、繰出金の４億９，８６９万８千円の増額につ

きましては、歳入の項で申しましたが、上下水道特別会計の本債の半

額を、過疎債に振り替えすることができました。過疎債相当分を各特

別会計へ繰り出すことによるものが、主な増額の要因でございます。

続きまして、投資的経費の項目でございますが、災害復旧事業費、６，

９５９万２千円の減額、また、普通建設事業費１億３，１６９万８千

円の減額は、事業量の確定によります予算整理をいたしたものでござ

います。 

続きまして、６ページをお願いします。この６ページの項目につき

ましては、節別の補正予算額の総額でございます。備考欄の方に主な

増減理由を記載しております。ほとんどの費目につきましては、事業

の執行見込み等に基づきます予算の整理によりまして減額いたしてお

りますが、１１節の需用費１，５４２万９千円の増額をいたしており

ます。各施設の修繕料の追加が、主な理由でございます。その他、各

施設の備品購入費、９９３万７千円の増額につきましては、小中学校

の教育備品、体育施設の備品追加が、主な増額の理由でございます。

その他の積み立てによりまして、２５節の積立金が１億３，４３２万

４千円、各上下水道特別会計繰出金の追加として、２８節の繰出金が、

４億９，８６９万８千円増額いたしておるところでございます。 

この予算資料の中で７ページ、８ページにつきましては、款別にそ

れぞれ節の補正予算額を掲げておりますので、ご参考にしていただけ

ればと思っております。 

それでは、議案の４１号によります、一般会計の補正予算の要点の

ご説明をいたします。補正予算書の１０ページからご説明したいと思

っております。先に予算の概要という中で、ある程度歳入項目につき

ましても、ご説明をさせていただいておりますので、主たるところの

みを、ある程度ご説明させていただきたいと思っとりますんでよろし

くお願いします。 

法人の関係の１千万につきましては、法人税を増額させていただい

ております。交付税におきましても、１，９１８万７千円を増額させ

ていただいておるところでございます。１２款の分担金及び負担金で

ございますが、１項の分担金につきましては、総務費分担金、６万円

につきましては、テレビ放送の難視聴解消施設整備事業に伴います、

事業費の確定の減額でございます。２目の農林水産業費の分担金につ

きましては、９８９万６千円の減額は、農林業事業の確定によります

受益者分担金の減が主たるものでございます。４目の災害復旧費の分

担金、６７２万円につきましても、災害復旧事業費の確定、また、激

甚災害指定を受ましたことから、受益者分担金を減額いたすものでご

ざいます。 
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１１ページにまいりまして、２項の負担金でございます。３目の教

育費負担金で、１７万９千円の減額につきましては、園児数の確定に

よりまして、幼稚園の保護者負担金の減が主なものでございます。１

３款の使用料及び手数料でございます。１項の使用料、３目の衛生使

用料１，７２２万５千円の減額は、美土里歯科診療所使用料、また、

診療報酬費の減でございます。４目の労働使用料でございますが、２

２２万４千円の減額につきましては、ＪＲ向原駅の第２駐車場の供用

開始予定時期の遅れによりまして、市営駐車場の使用料の減でござい

ます。６目の土木使用料５０万円の減額は、道路占用料の減でござい

ます。７目の教育施設使用料２５万８千円の増額は、公民館及び体育

館施設使用料の増でございます。２項の手数料でございますが、２目

の衛生手数料４４万円の増額は、狂犬病予防手数料の増でございます。

４目の土木手数料４千円の増額は、証明手数料の増ということになり

ます。 

続きまして、１２ページお願いします。１４款の国庫支出金でござ

います。１項の国庫負担金の、１目の民生費の国庫負担金でございま

すが、３，２２４万２千円の減額については、児童手当、また、生活

保護費負担金の減が主なものでございます。２目の衛生費国庫負担金

１７４万３千円の減額につきましては、保健事業費の減が主なもので

ございます。３目の災害復旧費国庫負担金１，１７６万４千円の減額

は、土木施設災害復旧事業費の確定によりまして、減が主なものでご

ざいます。 

１３ページお願いいたします。２項の国庫補助金でございますが、

１目の総務費国庫補助金の２２８万５千円の増額につきましては、合

併市町村補助金の増額をするものでございます。２目の民生費国庫補

助金８２万３千円の増額につきましては、介護システム改修事業費の

補助金の増でございます。３目の衛生費国庫補助金９７万６千円の減

額につきましては、小型合併槽処理浄化整備事業費の確定によるもの

でございます。土木費の国庫補助金、１，２２７万５千円の増額につ

きましては、市営住宅の整備事業の事業追加に伴います地域住宅交付

金、また、交付金の５８４万４千円及び、このたびの除雪に伴います

補助金、６５０万円の増が主なものでございます。７目の教育費の国

庫補助金９０万１千円の減額につきましては、対象者の確定による児

童生徒援助費が２４８万３千円の減で、国の補正予算に伴いますもの

でございます。国の補正予算によるアスベスト対策費といたしまして、

公立の学校建物、大規模改造、また、事業費補助金として、１５７万

３千円を追加いたしておるところでございます。続きまして、８目の

災害復旧費国庫補助金でございますが、５９万６千円の増額につきま

しては、補助の対象となる土木災害復旧補助金の確定によるものでご

ざいます。 

１４ページをお願いします。３項の委託金でございます。１目の総
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務費の委託金の８４万円の増額につきましては、外国人登録事務費の

委託金の増でございます。１５款の県支出金、１項の県負担金でござ

います。２目の民生費負担金につきましては、１６６万円の減額につ

きましては、特別養護老人ホーム整備事業費の確定による老人福祉に

伴います、整備費の負担金の減が主なものでございます。続きまして、

３目の衛生費の県負担金１７４万３千円の減額につきましては、保健

事業費の確定によるものでございます。 

１５ページをお願いいたします。1 目の総務費県補助金、８，３８

３万１千円でございますが、主たるものにつきましては、合併推進交

付金の前年度の精算として、現年度の支出事業費の減によりまして、

補助金を減額するものでございます。２目の民生費県補助金につきま

して、７１３万２千円の減額につきまして減額、また３目の衛生費県

補助金１８８万８千円の減額は、それぞれ事務事業費の確定によるも

のでございます。４目の農林水産業費の県補助金８，２３５万６千円

の減額につきましては、農林水産事業に伴います確定によるもので、

中山間地域の直接支払事業費の補助金が、２，６２５万６千円。 

また、１６ページにまいりまして、団体営の基盤整備促進事業費補

助金が１，１４２万円、経営構造改善事業費の補助金が１，５００万

円の減額が主なものでございます。７目の災害復旧費県補助金でござ

います。１，５１２万７千円の減額は、農林関係の災害復旧費事業量

の確定によるものでございます。次に３項の委託金でございます。総

務費の委託金の１，０４６万２千円の減額につきましては、各種指定

統計調査事業費の確定によりますものでございます。 

１７ページにまいりまして、４目の土木費の委託金１８万円の減額

につきましては、河川費の委託の減、また、６目の教育費の委託金１

０万８千円の減額は、事業費確定によります調査研究事業委託金の減

が主なものでございます。１８款の繰入金につきましては、３項の基

金繰入金、５目の市民センター基金繰入金１億５千万円の減額、また、

６目の保健福祉推進事業費基金繰入金１千万円の減額は、第２庁舎、

また、総合文化福祉の保健施設の整備事業に伴いますもの、また、特

別養護老人ホームの事業費に充当します合併特例債の許可、額の増に

よりまして、このたびの基金繰入金を減額するものでございます。２

０款の諸収入でございます。３項の貸付金の元利収入でございますが、

１目の住宅資金貸付元利収入２７万５千円の増額につきましては、借

受者からの繰上げ償還でございます。 

続きまして１８ページお願いいたします。５項の雑入でございます

が、２，３５９万８千円の減額につきましては、消防団員の退職見込

みの減による、また、消防団員の退職報奨金受入金の減が主なもので

ございます。企画課関係の雑入、１２３万６千円の増額につきまして

は、新空港整備市町村負担金でございます。保健医療課の関係で、１

４４万７千円の減額は、総合検診の徴収金の減でございます。農林水
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産課関係の雑入９０万円の減額は、みどりの羽募金の減が主なもので

ございます。管理課関係の雑入１７０万円の減額につきましては、国

の樋門管理委託料の減でございます。生涯学習課関係雑入６２８万９

千円の減額につきましては、海洋センターの改修助成金、スポーツ振

興くじ助成金の減が主なものでございます。議会関係の雑入につきま

して、８８万５千円の増額につきましては、資料等のコピー代の増が

主なものでございます。続きまして、２１款の市債でございます。市

債につきましては４億２，９６０万円の増額を、それぞれ事業量の確

定に伴いまして、起債額の調整を行っておるとこでございます。 

１９ページをお願いします。下段の方になるわけですが特別会計繰

出債ということで、５億２，９５０万円の増額につきましては、先ほ

どの総括説明資料の中で申しましたように、簡易水道、また、下水道

事業の各特別会計で予算措置しておりました各上下水道事業債の半額

を、過疎債に振りかえをするものでございます。過疎債の方の有利な

起債の方の充当をいたしておるところでございます。 

２０ページをお願いいたします。１０目の教育債でございますが、

９９０万円の増額につきましては、アスベスト対策といたしまして小

学校、また、学校給食センター等の施設改修に充当する起債を計上す

るものでございます。 

続きまして、歳出の方に移らせていただきます。２１ページをお開

きください。歳出につきましては、大部分の費目が減額となっており

ます。減額いたしました事業につきましては事務事業費、また、事業

量の確定、今後の事業執行見込み等に基づきまして、このたび予算を

整理いただいております。まず１款の議会費でございますが、２９７

万円の減額におきましては旅費、また、消耗品の減が主なものでござ

います。１８節の備品購入につきましては、６万２千円の増額は、会

議録作成用のテープレコーダーの購入費でございます。２款の総務費

の関係でございますが、一般管理費の方で、２８０万円の減額につき

ましては、職員の退職手当負担金の減でございます。３目の財政管理

費の１０５万７千円の減額、また、４目の会計管理費２９万３千円の

減額につきましては、入札工事検査管理費また、会計管理費にかかり

ます係数の整理をいたしたものでございます。５目の財産管理費でご

ざいますが、１，０７３万７千円につきましては、各事業予算の係数

の整理が主なものでございまして、 

２２ページをお願いいたします。１５節の工事請負費でございます

が、１７９万１千円の増額につきましては、高宮町高宮高齢者活動セ

ンターのアスベストの除去工事８９万１千円、また、向原町の有留地

区の多目的集会所舗装工事９０万円が主なものでございます。１７節

の公有財産購入費を計上させていただいておりますが、このたび県の

吉田建設局の方の３月末日をもちまして、広島事務所の方に事務所の

統括をされ、その施設を廃止されるということによりまして、吉田維
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持管理室もなくなる状況でございます。そういう状況の中で、安芸高

田市内をエリアといたします防災拠点施設の整備を現在の本館の庁舎

前、道路を挟んだグレーダーとか、水防倉庫等ございますが、そこの

一角に防災拠点施設を整備したいという状況でございます。そういう

状況の中で、全部の底地につきましては、市有地でございますので、

県有地部分は新しい２号棟がありますけども、その底地部分と建物が

県有地でございます。そういう状況の中で、現在、県の財産管理室の

方と、そうした土地交換ということでございますが、７０万円を計上

させていただいておりますが、できるだけ安価な単位の中で交換をさ

せていただきたいというように考えております。そういう状況の中で、

市有地と県の土地の交換に伴います、その差額分に対する計上をさせ

ていただいたものでございます。続きまして、６目の基金管理費でご

ざいますが、１億３，４３２万４千円の増額につきましては、財政調

整基金に１億３２万３千円、吉田サッカー公園管理運営基金に５００

万円、美土里町神楽門前湯治村育成基金に９００万１千円、たかみや

湯の森管理基金につきましては、２千万円をそれぞれ積み立てをさせ

ていただくもんでございます。７目の企画費につきましては、１，６

５５万２千円の減額につきましては、生活交通路線の維持の負担金の

確定によるものが主な減額でございます。次に、９目の交通安全対策

につきましては、協議会委員の報酬の減が主なものでございます。１

０目の諸費でございますが、１０６万６千円の増額につきましては、

２３ページにまいりまして、２３節の償還金利子割引料、１２０万円

の法人税還付金の増額が主なものでございます。 

２３ページの、１１目の行政情報処理費でございますが、４５４万

９千円の減額、また、１２目の自治振興費、５２万２千円の減額は、

係数の整理でございます。続きまして、１３目の地籍調査の事業でご

ざいます。１，３０６万４千円の減額につきましては、地籍調査事業

の執行の状況でございますが、この減額の主たる要因につきましては、

旧吉田町におきます大峠地域の調査を実施するということになりまし

たけども、職員の方で委託業務に着手する前の、全体の調査の把握と

いうことを実施いたしました。そういう状況の中で、まず職員の全体

的なそういう状況を確認するということで、現在でもそういう委託前

の事業の調査をチェックをいたしておりますが、このことが、委託す

るという前提までにいかれないという状況がございます。そういう状

況の中で、このたび主にはそこの地籍調査事業を減額をさせていただ

いております。 

２４ページでございます。１４目の第２庁舎・総合文化保健福祉施

設整備事業につきましては、合併特例債等の充当財源に伴います、財

源の組みかえをさせていただいとるところでございます。２項の徴税

費でございますが、財源の組みかえをさせていただいております。２

目の賦課徴収費、１８０万円の減額につきましては、税の業務委託金
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の減でございます。 

２５ページにまいりまして、３項の戸籍住民基本台帳費７３万１千

円の減額につきましては、係数の整理をさせていただきます。続きま

して、５項の統計調査費でございます。１，１０９万３千円の減額は、

このたびのそれぞれの指定統計調査事業費の確定によるものでござい

ます。 

２６ページお願いいたします。３款の民生費でございますが、１項

の社会福祉費、２目の身体障害者福祉費の２３６万２千円の増額につ

きましては、身体障害者補装具の関係の委託料の３００万、また、障

害者の更正医療給付扶助費の４６万円の増によるものでございます。

４目の老人福祉費の２，６４９万２千円の減額につきましては、老人

福祉事業の係数の整理、また、増額の費目、２３節の償還金利子及び

割引料、１３万円の増額につきましては、福祉関係の国県補助金の前

年度の精算に伴います、国県に対する返納金でございます。６目の社

会福祉医療費公費負担事業費、１，４７７万１千円の減額につきまし

ては、重度心身障害者の医療費扶助費の執行見込みに基づきます、予

算の整理をするものでございます。７目の人権推進費の、４４８万２

千円の減額。 

次の２７ページにまいりまして、８目隣保館費の２９７万２千円の

減額は、それぞれ事務事業、また、施設の管理運営費の確定によりま

す計数の整理によるものでございます。１０目の社会福祉施設費でご

ざいますが、２８万円の増額は、社会福祉施設の人的業務委託の増額

でございます。 

２８ページにまいりまして、２項の児童福祉費の関係でございます

が、１目の児童福祉費総務費３万７千円の増額は、国県の前年度の補

助金の精算金を返納するものでございます。２目の保育所費７４７万

９千円の増額につきましては、保育園の運営費の事業執行見込みに基

づきます増額で、１１節の需用費につきましては、１１５万４千円に

つきましては、施設の修繕料が主なものでございます。１３節の委託

料につきましては、４５８万円につきましては、幼児の増加に伴いま

す、人的業務委託料の追加をさせていただいたものでございます。工

事請負費１３０万円につきましては、美土里町のひまわり保育所の駐

車場舗装工事費を計上いたすものでございます。３目の児童手当費４

０６万２千円の減額、また、４目の児童扶養手当費の２８３万３千円

の減額につきましては、支給対象者の確定によるものでございます。

続きまして、５目の児童福祉医療公費負担事業費、１６４万６千円の

増額につきましては、児童福祉の医療費扶助の増でございます。 

続きまして、２９ページをお願いします。３項の生活保護費でござ

います。２，８９４万３千円の減額でございますが、事務事業費の執

行経費の調整、また、支給対象者の当初見込み減によりまして、生活

保護に係る扶助費を減額するものでございます。４款の衛生費でござ
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います。保健衛生費の１目の保健衛生総務費、３１３万６千円の増額

につきましては、在宅当番医、また、救急医療情報提供事業委託料３

３９万８千円の追加が主なものでございます。 

３０ページお願いいたします。２目の精神保健費６８万円の減額、

また、母子保健費１７５万円の減額、４目の老人保健費７１８万７千

円、５目の予防費６４７万７千円の減額につきましては、それぞれ事

務事業の確定によるものでございます。 

３１ページお願いいたします。６目の保健センター費でございます

が、２４万９千円の増額につきましては、向原保健センターの修繕料

２６万１千円の追加が主なものでございます。７目の環境衛生費１億

６，５６９万１千円の増額でございますが、１３節の委託料で３３６

万４千円につきましては、甲田町の元一般廃棄物処理場の残存ごみ処

理委託料を追加するものでございます。続きまして、１９節の負担金

補助及び交付金４６６万円の減額は、小型合併槽の補助金の減でござ

います。２４節の投資及び出資金の１，６６０万円の減額は、上水道

整備事業の確定によりまして、上水道出資債の充当をしております。

上水道事業への出資金を減額するものでございます。２８節の繰出金

１億８，３５８万７千円の増は、過疎債を振り替えております。そう

いう状況の中で、簡易水道事業と浄化槽特別会計事業、４の特別会計

へそれぞれ繰出金として実施するものでございます。 

続きまして、３２ページをお願いします。８目の診療所費でござい

ます。３４万７千円の増額につきましては、美土里歯科、また、川根、

佐々部の診療所の修繕料、９９万９千円の増が主なものでございます。

９目の火葬場費１６６万９千円の増額につきましては、委託料が９万

６千円減額、また、火葬場等の修繕料１７６万５千円を追加するもの

でございます。２項の清掃費で、２目のし尿処理費７１万９千円の減

額につきましては、処理業務の執行見込みに基づきまして、燃料費等

の処理に係る需用費の３５８万１千円増額、また、汚泥処理等の委託

の４３０万円の減額をいたすものでございます。 

３３ページをお願いいたします。農林水産業費でございます。１目

の農業委員会費の８４万８千円の減額ですが、農業委員会の運営経費

に係ります経費の整理でございます。２目の農業総務費１億２，７５

７万１千円の増額は、事業費の過疎債振り替えに伴います、農業集落

排水事業の特別会計の繰出金の増が主なものでございます。３目の農

業振興費３，３１１万２千円の減額は、農業振興の執行見込みに基づ

きます予算の整理、また１１節の需用費の１７６万１千円の増額は、

積雪に伴います被害に伴います、レインボーファームの修繕料が主な

ものでございます。１９節の負担金補助及び交付金３，３５６万円の

減額につきましては、中山間地域におきます直接支払交付金の、３，

１５６万円の減が主なものでございます。 

３４ページお願いいたします。４目の畜産振興費１８７万５千円の
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減額につきましては、事業に確定によります１９節の強い農業づくり

交付金事業補助金、３０４万９千円の減が主な減額要因で、１１節の

需用費８８万４千円につきましては、美土里堆肥センターのローダー

バケット交換修繕料でございます。１５節の工事請負費２９万円につ

きましては、高宮堆肥センターにおきます看板設置の工事費を計上す

るものでございます。５目の地域営農費１億４，９１０万６千円の減

額につきましては、施設整備事業の確定に伴います安芸高田アグリフ

ーズへの施設整備費の補助金の減、また、民間金融機関からの直接融

資となったことによりまして、同社への貸付金１億３，５７７万３千

円の減が主なものでございます。６目の農村整備費３，５８５万３千

円の減額につきましては、農業関連事業費の確定によるものでござい

ます。 

３５ページお願いいたします。２項の林業費、１目の林業総務費１

７万９千円の減額、また、２目の林業振興費１０万円の減額、３目の

造林事業費７０８万８千円の減額、４目の林道整備事業費１，０９１

万円の減額、５目の治山事業費１，２１０万６千円の減額は、いずれ

にいたしましても、各林業事務事業の執行見込みに基づきます予算整

理でございます。 

３６ページをお願いいたします。７款の商工費でございますが、商

工業振興費につきましては、財源の方の組みかえをさせていただいて

おります。３目の観光費１８６万１千円の増額につきましては、郡山

公園の防犯灯の修繕費２０万円、大土山のいこいの森キャンプ場のあ

づま屋の修繕料１０４万円、ほととぎす遊園のポンプ老朽化に伴いま

す修繕料として、６２万１千円を計上するものでございます。続きま

して、８款の土木費、１項の土木管理費、１目の土木総務費の６５万

円の減額につきましては、一般職員人件費、歳入財源組みかえ及び管

理費によります、執行見込みに基づく予算調整をさせていただいてお

ります。 

３７ページお願いいたします。２項の道路橋梁費、１目の道路橋梁

の総務費２０２万５千円の減額、及び３目の道路新設改良費７，５２

４万８千円の減額は、それぞれの道路改良事業量の確定によります予

算整理でございます。３項の河川費、１目の河川総務費２９０万６千

円の減額につきましては、３８ページにまいりまして、３目の宅防費、

１５２万円の減額はそれぞれ事務事業の確定によるものでございます。

４項の都市計画費、２目の公共下水道費でございますが、１億９，３

３９万円の増額は、過疎債の振りかえによります。また、公共下水道

事業及び特定環境保全公共下水道事業特別会計の繰出金が主なもので

ございます。３目の小規模排水事業の６０万円の減額は、事業費の確

定によるものでございます。 

３９ページをお願いします。５項の住宅費、１目の住宅管理費６８

万４千円の減額は、住宅管理に係ります係数の調整でございます。１
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５節の工事請負費２１０万円によりますものは、雪害によります下川

根住宅の倉庫、また、車庫復旧工事に要する財源を計上いたしておる

ものでございます。２目の住宅建設費の１，７４８万３千円の増額は、

住宅整備の交付金の前倒し交付を受けまして、新年度に予定しており

ました、堂ノ口住宅用地の購入費を１７年度予算に計上をいたすもの

でございます。 

４０ページをお願いいたします。９款の消防費、１項の消防費、１

目の常備消防費４７１万８千円の減額につきましては、２目の非常備

消防費２，２５７万６千円の減額の、３目の消防施設費１７４万４千

円の減額は、消防関係事務事業費の確定によります予算整理でござい

ます。非常備消防費の８節の報償費１，４８４万５千円の減額につき

ましては、消防団員の退職者の見込み減によります、退職報奨金の減

が主なものでございます。 

４１ページをお願いいたします。１０款の教育費、１目の教育委員

会費でございますが、３８万１千円の減額、また、２目の事務局費７

５０万７千円の減額は、それぞれ、事務執行の確定によります予算の

調整でございます。１８節の備品購入費３８万６千円、高圧蒸気滅菌

器等の購入費用を計上しております。また、１９節の負担金補助金及

び交付金４６万円の増額につきましては、英語指導助手の招致事業に

伴います、自治体国際化協会負担金の確定によるものでございます。

２項の小学校費、１目の学校管理費の３８６万８千円の減額につきま

しては、各小学校の事務経費の確定によりますもので、４２ページを

お願いします。１１節の需用費、３７４万３千円の増額につきまして

は、小学校の施設修繕費を追加するものでございます。また、１８節

の備品購入費１９９万円の増額につきましては、小学校教育備品を追

加するものでございます。３項の中学校費１，４３３万１千円の減額

につきましては、事業の確定によります予算調整をさせていただいて

おるところでございます。 

４３ページにまいりまして、１８節の備品購入費の１００万円の増

は、中学校備品の追加するものでございます。４項の幼稚園費７６万

２千円の減額でございますが、事務の調整の確定によるものでござい

ます。 

４４ページをお願いします。５項の社会教育費の項目でございます

が、１目の社会教育総務費３０７万３千円の減額につきましては、事

務事業の確定と計数の整理、また、１５節の工事請負費１２５万円の

増額につきましては、吉田教育分室移設に伴います、書類等の収納プ

レハブ倉庫設置工事費を計上するものでございます。２目の公民館費、

１６６万９千円の減額につきましては、予算の整理によるものでより

まして、４５ページにまいりまして、１１節の需用費１４２万６千円

の増額につきましては、公民館施設等の修繕の増が主なものでござい

ます。３目の図書館費でございます。４５万８千円の増につきまして
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は、図書購入費の増が主なものでございます。４目の人権教育費１万

８千円の減額につきましては、減額、また、５目の文化財保護費９５

万円の減額、いずれも事務事業の確定によるものでございます。 

４６ページお願いいたします。６目の文化施設費の３２万９千円の

増額につきましては、施設修繕費が主なものでございます。 

４７ページにまいりまして、保健体育でございますが、２３１万３

千円の減額につきまして、予算整理によるものでございますが、１１

節の需用費４１万１千円の増額は、健康体力づくりの資料の購入、ま

た、カヌーの修繕料の増でございます。１８節の備品購入につきまし

ては、６０万２千円の計上でございますが、ハンドボール等のゴール

カバー、また、マット購入を計上いたしておるものでございます。２

目の学校給食費５３８万６千円の減につきましては、事務執行に伴い

ます、予算の整理をさせていただいておるところでございます。３目

の体育施設費は４１１万４千円の増額でございますが、次の４８ペー

ジをお願いいたします。１１節の需用費の２６１万７千円につきまし

ては、八千代中央グランドフェンスの修繕、また、甲立多目的広場の

フェンスの修繕料を計上するものでございます。１８節の備品購入費

の２７１万４千円の増額につきましては、美土里及び高宮Ｂ＆Ｇの海

洋センターの券売機の設置、また、八千代、美土里及び高宮Ｂ＆Ｇ海

洋センターに、いわゆる心臓マッサージ機の配置の費用を計上するも

のでございます。１１款の災害復旧費、農林水産施設災害復旧費５，

０８６万円の減額及び４９ページにまいりまして、２項の土木施設災

害復旧費１，８７３万２千円の減額につきましては、災害復旧事業の

執行見込みに基づきます予算の減額でございます。 

５０ページをお願いします。１２款の公債費１８１万１千円の減額

につきましては、平成１７年５月に借り入れをいたしました平成１６

年度許可債の借り入れ利率の見込みの低下等によりまして、起債の償

還費を減額するものでございます。 

５ページに戻っていただきたいと思います。債務負担行為の補正で

ございます。第２庁舎、また、総合文化保健施設の整備事業期間を、

１７年度から平成１９年度に１年間延長いたすものでございます。 

続きまして、６ページをお開きいただきたいと思います。繰越明許

費の補正でございます。総務費の方で、第２庁舎と総合文化福祉の方

で１２億３千万円、また、農業費、農畜産物処理加工施設整備費補助

金を５億３，８７７万４千円、生産総合振興対策事業、育雛鶏舎整備

助成金といたしまして、１，９９３万４千円、農道、ため池、ほ場整

備事業県負担金を７７９万円、中山間地域総合整備事業、鳥獣害対策

防護柵設置工事費１，７００万円、小規模崩壊地復旧事業費８２０万

円、土木費の宮ノ城高野線道路改良８８６万６千円、一本木小山線の

道路改良事業費９０３万７千円、中山線道路改良事業費９３万４千円、

高地長屋線の道路改良事業１４０万１千円、災害復旧費の公共土木施
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設災害復旧事業費を３，６１１万円、合計１１事業によりまして、１

８億７，８０４万６千円を限度といたしまして、繰越明許費の補正の

追加を行うものでございます。 

７ページにつきましては、地方債の補正でございますが、総務事業

債を１，０３０万円増額して１７億９，０４０万円に、民生事業債を

７６０万円増額し５億５，７５０万円に、農林水産業債を２，９１０

万円減額いたしまして１億１，０２０万円に、土木事業債２，８７０

万円を減額して４億３，２５０万円に、消防費３４０万円増額いたし

まして２，９６０万円に、特別会計の繰出債５億２，９５０万円の増

額をして５億４，３３０万円に、一般会計出資債１，６６０万円減額

いたしまして６，８３０万円に、災害復旧事業債５，６７０万円減額

いたしまして２，５００万円に、教育事業債９９０万円追加し９９０

万円として、補正後の借入限度額を４４億３，９６０万円とするもの

でございます。 

以上で、要点のご説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○松 浦 議 長   以上で、要点説明を終わります。 

          お諮りします。 

          この際、１１時１５分まで休憩をとらせていただきます。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前１１時 ２分 休憩 

午前１１時１５分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○松 浦 議 長   それでは、休憩前に続きまして会議を開きます。 

これより質疑に入ります。 

質疑ございませんか。 

○今 村 議 員   議長。 

○松 浦 議 長   １６番 今村義照君。 

○今 村 議 員   ちょっと２点ほどお伺いしたいと思います。 

予算書の１５ページでございますが、県の補助金の関係で合併推進

交付金が、８，３００万ほど減額になっております。ただいまの説明

では、この交付金の前年度の精算による減額だという説明でございま

したが、私、不勉強でわかりかねるんですが、前年度いくらのかたち

であり、いろんなかたちでの事務事業に相当するだろうというふうに

は想像するわけでございますが、そこの概略の流れを説明を願えれば

と思っております。それがまず１点でございます。 

          それと、３７ページの土木費の関係で道路新設改良費ということで、

私、説明を聞き、公有財産の関係で、そこへ３，１００万円の減額が

上っております。これは、どういったようなかたちで予算化当初され

ていったものか、そこの経緯をお伺いしたいと思います。 

以上でございます。 

○松 浦 議 長   ただいまの質疑に、答弁を求めます。 
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          まず、総務部長 新川文雄君。 

○新川総務部長   １５ページの合併推進交付金の内容について、ご説明をさせていた

だきたいと思います。 

この合併推進交付金につきましては、１５年度から１８年度までの

そうした１５億円の交付という中で、３カ年間、４年ですか、そうい

う状況の中で、５年間で受入れをするということでございますが、こ

のたびの８，３００万円減額させていただいとりますのは、当初予算

の中で４億７，０２０万円をそれぞれの各充当事業の方にさせていた

だき、今回精算をさせていただきますと、３億８，７２０万円になっ

たわけでございます。そういう状況の中で、８，３００万円の減額と

いう状況になってきます。当初のいろんな全体予算の中で、充当をさ

せていただいとったかたちをこのたびにおきましては、多少その主な

事業につきましては、第２庁舎また総合文化の方で、当初におきまし

ては、２億３，１００万程度の金額を計画させていただきましたが、

今回は２億３千万、また浄化槽の特別会計の繰り出し、また、農業集

落排水、公共下水、特定環境という、純粋なる単独的な経費の中で計

上をさせていただいとるということでございます。一応当初、４億７，

０２０万に対して、３億８，７２０万円の交付を受けましたんで、８，

３００万円の減額で精算をさせていただいたという状況でございます。 

○松 浦 議 長   引き続き、答弁を求めます。 

          建設部長 金岡英雄君。 

○金岡建設部長   ３７ページの道路新設改良費、公有財産購入費の３，１００万円の

減額についてのご質問に対してお答えいたします。 

それぞれ各路線において、用地交渉等行う中で状況がございました

ので、主な路線についてご説明をさせていただきます。 

八千代町の中山線におきまして、当初用地見込みが学校用地である

という状況の中で、予算をさせていただいておりましたが、市の名義

であったということから、それにつきまして約１，２５０万程度減額

をさせていただいております。また、甲田町の高地長屋につきまして

は、地権者の内諾を得ておるわけでござますが、いわゆる国土調査が

済んでいないということで、公図が少し混乱をしておりますので、時

間を要したということで、９７０万程度減額をさせていただいており

ます。また、八千代の勝田、根野谷地区におきまして、当初これを国

庫補助事業等での対応にしたということで、５００万円ほど減額をさ

せていただいております。それから、一本木小山線におきまして内諾

をされた地権者の方が、死亡等により相続が発生しまして、そこらの

調整で時間を要したことで、１８０万円程度減額をしております。そ

の他、桂峠大見線、宮之城高野線、高林坊線、吉田口線などで精算見

込みによりまして、調整をさせていただきまして、合わせまして３，

１００万円の減額をさせていただきたいとするものでございます。 

以上でございます。 
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○松 浦 議 長   他に質疑ございませんか。 

○明 木 議 員   議長。 

○松 浦 議 長   １番 明木一悦君。 

○明 木 議 員   １点、ご確認いたします。 

今回の２２ページなんですけども、高宮湯の森管理基金というのが

出ていますけど、これは、今基金が１億４，３００万ぐらいあるわけ

なんですけど、それに対して２千万の基金がまた繰り越しということ

で、今回の補正ということで出てきておりますけど、高宮湯の森で、

禁煙ルーム等の改修工事廊下施設にあたる改修工事とか、発注を今年

度されておりますけども、それがいくらぐらいかかってて、それの補

充にこれがなっているんじゃないかなというふうに取れるんですけど、

そのあたりどうなってるのかどうか、聞きたいんですね。で、実際に

やはり、第３セクターということで、今第３セクターの問題について

は特別委員会も設置して、これからその辺を研究、調査していこうと

いうことになっておりますけど、第３セクターのその基金のあり方ど

のようにお考えかお伺いいたします。 

その２点について。 

○松 浦 議 長   ただいまの質疑に対し、答弁を求めます。 

          総務部長 新川文雄君。 

○新川総務部長   このたびの総務管理の方で基金管理という項目で、積立金の中に全

体的に、１億３，４３２万４千円の増額をさせていただいております。

内容的に見させていただきますと、そうした３セク部分と直営部分で

ありますサッカー公園等、また財調基金の方にそれぞれ積み立てをさ

せていただいております。ちょっと内容的に高宮湯の森基金につきま

しては、基本に入湯税相当分という基本のスタンス、当然入湯税等に

おいては目的基金であり、あらゆる改修等もしていくという状況もご

ざいます。周辺のそうした湯を沸かす管理経費そういう目的的な関係

もございますので、そういう状況の中には、当然ある程度実績を今後

の施設の維持管理という基本のスタンスに立たせていただき、ある程

度積み立てをしていきたいと思っております。大体１７年度の実績、

３月末までの見込みをみさせていただき、ある程度２千万の財源的に

は予測の中で、この基金に対して積み立てをさせていただいとります。 

それと同時に、神楽門前湯治村につきましても、９００万という入湯

税相当分のものを積み立てをしておりますが、当然今後における施設

管理に十分なる基金の財源として積立をしておく必要があるんではな

かろうかと思っております。それと、サッカー公園の管理運営基金に

つきましても、一昨年また下流対策等については、基金等の繰出しを

さしていただき、事業の下流の排水整備とか、そういうものをさせて

いただいております。 

このたび５００万の基金財源がございますが、非常に天然芝の使用

の関係をある程度見させていただいたり、サンフレッチェ広島から、
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今まで３，５００万の使用料をいただいとったのを、２００万増額を

１７年度でさせていただいております。このことについては、サンフ

レッチェ側の方も将来の芝生の維持管理、当然何年かすれば更新の道

がくるという状況の中で、今後財源補填をしとく必要があるんではな

かろうかという中で、２００万の増額をいただいております。 

今後、そうした使用料、維持管理に十分勘案させていただいて、施

設に対する基金というものも積み立てをしていく必要があるんではな

かろうかと思っております。 

それともう１点、先ほど高宮湯の森の施設管理の関係ございました

けども、この点につきましては前回の補正の中で基金を取り崩しをさ

せていただいて、ある程度施設の改修の事業をさせていただいたよう

に思っております。 

現在、手持ちの明確な資料ございませんので、概要で大変申しわけ

ないんですが、以上で説明を終わります。 

○明 木 議 員   議長。 

○松 浦 議 長   １番 明木一悦君。 

○明 木 議 員   高宮と湯治村があったわけですけど、高宮の方を例に挙げて質問さ

せていただいたわけですけど、実際に第３セクターということで、基

金についてもやはりそれだけのものを捻出できるような運営状況とい

うものが必要だと考えられるようですね。それの中で、やはり市がど

こまでその基金をどんどんどんどん補填していくかということは、こ

れからの厳しい財政の中に非常に問題になってくるか考えます。こう

いうこと、これが第３セクターということが根本にありまして、例え

ば、この第３セクターということで今回アグリフーズができましたけ

ど、そこに対しての基金を積まれていくんであれば、また財政負担と

いうことが考えられるわけですね。第３セクターということで、そう

いうことがどんどんどんどん行われていくんであれば、やはり市民と

してそこのところについては、非常に第３セクターのあり方について

クレーム等も出てるのも事実なんですけど、そういうことに対してや

はり今後、第３セクター、アグリフーズを含めて基金をつくっていく

のかどのようにお考えか、そこをお尋ねします。 

○松 浦 議 長   ただいまの質疑について、答弁を求めます。 

          自治振興部長 田丸孝二君。 

○田丸自治振興部長   アグリフーズのことにつきまして、お答えをしたいと思います。 

アグリフーズにつきましては、基本協定書の方でいわゆるアグリフ

ーズが、その運営の経費の中で自己回転をしていく。それができない

場合につきましては、広島駅弁当がその運転資金を含めて手当をして

くれるという基本協定になっておりますので、市としてアグリフーズ

のそういった設備の更新のために、基金を積み立てるということはな

いと思っておりますので、ただ美土里町の神楽門前湯治村と高宮湯の

森につきましては、総務部長も申し上げましたように入湯税ございま
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すので、これは目的税ということでこのようなかたちで積み立てをさ

せていただいて、小規模、大規模等々の改修をリニューアルもしてい

かなくてはなりませんので、そういったとこに今後、充当をさせてい

ただこうというかたちになるだろうと思います。他の３セク、または

公社等ございますけども、現在の段階で利益を持ってそういった大規

模、小規模な改修に対応できる基金を積み立てていくという状況には

ございませんけども、今後そういった施設ってのは、どうしても老朽

化されますので、そういった老朽化に対してどのように対応していく

のかというのは、今後の大きな課題だろうというふうに認識をしてい

ます。 

○松 浦 議 長   いいですか。 

○岡 田 議 員   議長。 

○松 浦 議 長   １８番 岡田正信君。 

○岡 田 議 員   １０ページの地方交付税が確定するだろうということで、１，９１

８万７千円というのが入っとるわけですが、これまでもいろんな起債

を起こして地方交付税を措置するいうことが、たびたびあるわけです

が、これからもあるんですが、この１，９１８万７千円のうちにそう

いう地方交付税措置したのが含まれとる。まず１点、お伺いします。 

          それから、２２ページに関係しまして、２２ページ、２３ページに

載るんですが、諸費の総務費で諸費という欄で防犯対策費、減額され

とるわけですが、これ必要なかったから減額されてなかったって思う

んですが、いまだにこの防犯灯関係は旧６町の関係ではアンバランス

が生じておりますが、そこらをこの補正ではどうにもならんと思うん

ですが、これに対しましての基本的な考え方を示させていただいて、

いつからどのようにするのかお尋ねするところでございます。 

それから、その下にある地籍調査費の問題ですが、部長が説明しま

したように仕事がはかどらんかったから減額したという説明ですが、

この問題は、当初予算を計上するときにも大変苦労されたようですが、

この問題は、山のことですから少々のことではできんと思うんですが、

そこらの基本的な考えを示していただきたいと思います。 

以上です。 

○松 浦 議 長   ただいまの質疑に、答弁を求めます。 

          まず、総務部長 新川文雄君。 

○新川総務課長   １０ページの地方交付税の１，９１９万１千円の補正の内容につき

ましてご説明したいと思います。このたびの８月算定に一昨年の８月

算定によりまして、基本的な交付税の額につきまして確定を得たわけ

でございます。こうした今回のこの交付税の調整分といいましょうか、

調整額といいましょうか、需要額に対する調整率というものが一昨年

まで昨年度の実績でよりますと、国ベースで０．００１６３６６２４

という数字を交付基準額に対して国はかけてきております。この基準

をなしにし、いろんな財源使途ということもあるわけですが、調整率
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をなしの中で、全体の交付の基準を増額していただいたということで

ございます。当然、先ほどの議員ご指摘のようにいろんな角度の中で、

交付金というのは全体的な枠の中で全体ベースとしては下ってきとり

ますけども、こうした基準額の復元措置によって、ある程度財源確保

もみられるんではなかろうかと思っております。 

          それと防犯灯につきましては、総務課長の方からご説明させていた

だきたいと思っております。 

          それと、地籍調査の関係でございます。 

確かにご指摘いただきますように、今年度の当初予算の中でもいろ

いろな一種の方法についてもご質疑ともいただいたところでございま

す。非常に認証未利用地につきましては、相合地域で丹比地域の９３

０筆という大きな数字を見ております。年々、調査を実施いたしてお

ったわけですが、やはり土地所有者との確認というとこが、非常に問

題が出ておると認識をいたしております。部外、町内におられる方と

いうことにはいいわけですが、多少、もう他県におられるという状況

もございますし、実質、山の地形等もわからない方もいらっしゃいま

すし、そういう状況の中で、現状における今まで、旧吉田町で調査を

いたしておりましたものを、現在、国土調査の担当職員によりまして

その境界杭と、結線ミスがないかということを今調査に入っておりま

す。 

そのことができなかった理由として、そうした境界杭と結線のあま

りにもひどいというのを職員の方が見つけまして、再調査をこのたび

さしていただいておるという状況でございます。非常にこの山の、確

測というのは大変な作業になろうかと思いますけども、できるだけ職

員の対応の中で、財源をできるだけかけないという方法で、できるの

ではなかろうかと担当の方も一生懸命頑張っていてくれる現在の状況

でございます。 

今年度も１８年度につきましても、引き続いてそうした状況の中で、

現状のある資料と、現地調査の地元の対応の方も、お願いをいたして

おります。そういう状況を見ながら、国土調査の事務の執行を進めさ

せていただきたいと思っておりますので、よろしくお願いします。 

○松 浦 議 長   引き続き、答弁を求めます。 

          総務課長 高杉和義君。 

○高杉総務課長   まず最初に、防犯灯の減額でございますが、美土里町におきまして

防犯灯の管理業務を２業者に対して年間委託をして、それぞれ個別に

球の取りかえ等がございましたら、それにも費用を出していったとい

うことで、年間の管理委託をやめにした。それが、不用になったとい

うふうなことでの減額をさせていただいております。 

それと、防犯灯の基本的な考え方でございますが、基本的には防犯

灯につきましては、地域の方でその費用等を見ていただきたいという

ふうなことで、新年度から１年をかけまして、その地元の方に理解を
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していただくようにしてまいりたいと考えております。 

当然、国道、県道、市道につきましての道路照明につきましては、

市の方で管理をさせていただいております。そして、施設につきまし

ては、それぞれ施設の管理者等が管理していくものと考えております

が、その防犯灯につきまして、それ以外の防犯灯につきましては、地

元の方で負担をお願いしたいと、新年度から調整をしてまいりたいと、

地元の方へ理解をお願いしたいと、そう考えております。 

以上でございます。 

○松 浦 議 長   答弁を終わります。 

          他に質疑ありませんか。 

○岡 田 議 員   議長。 

○松 浦 議 長   １８番 岡田正信君。 

○岡 田 議 員   交付税の件ではですね、難しい数字を言われたんですが、要は、今

までの起債、うちが起こした借金をこの交付税措置ということがある

でしょ。その分は、わからんようになったんですか、基本的には。じ

ゃが、その分が含まれとるかと、こういうことをお尋ねしたんであり

ます。 

          それから、地籍調査のことが当初予算の時に大変難しい話でしたか

ら、深くはつっこみませんけども、頑張ってもらわにゃいけんのです

が、私はやり返したんがいいと思うんですよね。この職員の方が頑張

る言うても、よその山のことじゃけぇ、なかなか難しいんじゃないか

思うんですが、その点をお伺いいたします。 

○松 浦 議 長   ただいまの質問に、答弁を求めます。 

          総務部長 新川文雄君。 

○新川総務部長   交付税の積算の中には、先ほどからご説明させていただきますけど

も、今回の分は調整率に基づきまして、１，９００万ばかりの数字を

増額をさせていただいております。 

ご指摘いただきます、今まで起債の発行を交付税措置ある起債につ

きましては、約６割以上の交付税措置というのは積算をされて、需要

額の中に積算はされておるわけです。当然需用費対応の中でございま

すので、元利償還分の６割相当分につきましては、それは十分されて

おりますので、交付の基準の中には交付税相当分として算入はされて

おるという状況でございます。 

          それともう１点、確かに地籍調査の関係でご指摘いただいておるわ

けですが、いろんな角度で今までの経過もあるわけでございますが、

先ほどご指摘いただきました分も含み、そうした状況を踏まえながら、

本年度もそれに近いかたちができるかということも、十分原課の方と

協議しながら、地域の皆さんの協力ができるもんであればですね、そ

ういうことも対応と、中で検討をさせていただきたいと思っておりま

す。 

よろしくお願いします。 
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○松 浦 議 長   よろしいですか、岡田議員。 

          次、質疑。 

○秋 田 議 員   議長。 

○松 浦 議 長   ２番 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員   １点ほどお願いいたします。 

聞き間違えだったら失礼にあたりますけど、３４ページの畜産振興

費の説明の中で、負担金補助及び交付金ということで、強い農業づく

りの交付金が減額という説明があったと思うんですが、この国県の交

付金ですね、こういった交付金の減額、使われなかった分というのは、

少し私にはもったいないいう言い方はおかしいんですけども、ちょっ

としっかりした使い方があったんじゃないかなというかたちがするも

んで、そこんとこのご説明をもう一度いただければと思います。 

○松 浦 議 長   ただいまの質疑に、答弁を求めます。 

          産業振興部長 清水盤君。 

○清水産業振興部長   負担金の３０４万９千円でございますが、これは、総務部長の方の

ご説明をさせていただきましたが、いわゆる県の補助金でございます。

この３０４万９千円の減については、向原町育雛鶏舎の整備事業に係

わります県からの交付金を、事業実施を精査によります減額というこ

とになりますので、補助基本に合わせた減額ということでございます

ので、ご理解をいただきたいと思います。 

○松 浦 議 長   引き続き、１５番 山本三郎君。 

○山 本 議 員   はい。民生費の中の、２９ページですね、生活保護扶助費ですが、

説明では約３千万減のあれですけど、支給者の対象の減が大きな要因

と言われたんですが、このことは非常に景気が回復したと見込んでい

いのか、ああやって弱者の方が少なくなったと言っとるように見てい

いのか、安芸高田市として、住みよい市と申しますか、地域となって

いきよる判断でいいのか、そこらをどのように捉えておられるのか、

その要因をもうちょっと深く教えていただきたいんと、そして、対象

者が何人ぐらいおよそ減になっておるのか、そこらがわかれば参考に

ひとつ、お答え願いたいと思います。 

○松 浦 議 長   ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

          福祉保建部長 福田美恵子さん。 

○福田福祉保健部長   山本議員さんの質疑にお答えします。 

２９ページの生活保護の関係でございますけども、減額が２，９３

４万３千円、上と合わせて３千円でございますけども、これは、当初

生活保護につきましては、当初過去３年間ですね、３年くらいの実績

をもとに、まず補助申請いうかたちで、国の方へ申請するわけです。

そういうかたちの中で、それを今度、精査いたしまして、今回こうい

うかたちでの減額ということになるんですけども、入院とか、介護施

設へ入所されたとか、そういうかたちの中で、生活扶助の基準単価が

ございます。いろいろと医療扶助とか、それこそ１０種類以上くらい
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の基準単価がございます。そうした中で精査させていただいたという

ことでございます。部長の方から、対象者が減によりということでご

ざいましたけれども、現在、１８年の１月現在で、２１２世帯で３６

２名の対象者がございます。１７年の４月１日の段階で２０４世帯、

３４７人で出発したわけでございますけども、生保になったり、また、

就労ができるかたち、収入があるようになって、いう移動がございま

すので、もろもろそうしたかたちでの精査をさせていただいたという

ことで、ご理解をしていただけたらと思います。 

○松 浦 議 長   よろしいですか。 

          引き続き、ありますか。 

○川 角 議 員   議長。 

○松 浦 議 長   ６番 川角一郎君。 

○川 角 議 員   ２点についてお伺いをいたします。 

まず、ページでは１１ページになるわけですが、そこの中の使用料

及び手数料というのがございます。その中で、３目の中で、１，７２

２万５千円の補正が組まれております。これが全体の率から見ると、

約８％にわたっての減額ということで、説明の中では、横田の診療所

というふうな説明があったわけですが、これが当初考えられておった

手数料とどのようなかたちで、これが減額になったのか、１つお聞か

せをいただきたいと思います。 

          また、もう１点は１５ページでございます。１番下の農林水産関係

でございますが、ここで８，２００万の減額がされております。その

中の大きなものとして、中山間の関係で、２，６００万円余りいう減

額がされております。 

今年は、ごらんのように関係者も取り組んで、非常に推進をしてい

くというふうなことで、かなりそれを見込まれたというふうに思うん

ですが、それが予定どおりできなくて、このような数字になったのか

どうか、その実績ですね、そこらから来ているのかということをお聞

かせいただきたいということで、２点でございます。 

○松 浦 議 長   ただいまの質疑に、答弁を求めます。 

          福祉保建部長 福田美恵子さん。 

○福田福祉保健部長   はい、すいません。衛生使用料の中の、１，７２２万５千円の減額

でございますけども、これは総務部長の方からございましたように、

診療所の使用料ということで、美土里歯科診療所の診療報酬の減額に

伴うものでございます。それで、美土里におきましては、歯科診の先

生が期限がこられまして、先生が変わられたという状況がございます。

そうしたことで、診療報酬の方も減になったんではないかと思うんで

すけども、当初ですね、診療報酬としては２，５００万くらいみてお

ったんですけども、実質、８００万くらいの歳入ということで、今回、

１，７００万円を減額をさせていただいたということで、もともと歯

科診については、診療報酬で全額市の方へ入れてもらって、それを診
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療所の方へ全部出すかたちになっておりますけども、そういうかたち

での、美土里の歯科診については、一般財源の方も投入するようなか

たちになっておりますので、今回そういう診療報酬の減額に伴いまし

て、使用料として減額をさせていただいたということでございます。 

○松 浦 議 長   引き続き、質疑に答弁を求めます。 

          産業振興部長 清水盤君。 

○清水産業振興部長   １５ページの農林水産業県補助金の中の説明欄の、中山間地域直接

支払事業の補助金の減額の、２，６２５万６千円でございますが、こ

の中山間直接支払の交付金事業につきましては、第１期分が１６年度

で終了して、１７年から新たに第２期分ということで始まっておりま

す。１７年の当初予算の策定にあたりましては、先ほどご質問の中に

もありましたが、６町の中で、緩傾斜や急傾斜をすべて対象として、

第１期分で取り組みをしていなかったという地域がございます。そう

いった中で、第２期分につきましては、緩傾斜、急傾斜も含めてすべ

て対象として、事業申請をしていこうという方針をとりまして、当初

予算を編成をしたものでございます。 

おおせのように、緩傾斜を取り込んだ地域においては、当初予算の

編成時におきましては、数字的な測量等の実績基づいた数値をつかむ

ことができておりません。現在の用地の面積に対する実施をしており

ました２町の数値を参考にしながら、緩傾斜の面積の区域を決定をし

たものでございます。そういったところで、実際に事務を進めていく

なかで、最終的に協定数が１９７協定という実績が出たわけですが、

それの実績に伴いまして、今回補正減をさせていただいたということ

でございます。 

ちなみに協定数は、先ほど申し上げましたように１９７協定でござ

いますが、対象面積の方が、２，２８５ヘクタールとなっております。  

以上でございます。 

○川 角 議 員   議長。 

○松 浦 議 長   ６番 川角一郎君。 

○川 角 議 員   ただいまの、先ほどの使用料の関係でございますが、答弁をいただ

いたのには、ちょっとはっきり読みとれない面があったんですが、あ

くまで、これの使用料の算出については、診療報酬、これがもとにな

って、使用料が決まるというような、今説明されたと思うんですが、

他にも診療所があると思うんですが、そのようなかたちで全部が診療

報酬をもとにして、使用料をいうのは計算ができて、ですから、その

報酬がその年その年で、いろいろあると思うわけですが、そこらによ

って、その使用料が非常に変わってくるという要素があるんだという

ことで理解していいのか、ひとつお聞かせをいただきたいと思います。 

○松 浦 議 長   ただいまの質疑に、答弁を求めます。 

          福祉保健部長 福田美恵子さん。 

○福田福祉保健部長   ここの使用料という言葉になってございますけども、他にも診療所
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がございますよね。それで、そこそこの診療所の診療報酬、報酬ござ

いますね、医療された場合。その報酬全部市の方へ入れていただいて、

それからまた歳出の方で診療所の方へださせていただくというかたち

になってございますので、ちょうど美土里歯科診については、先生が

かわられたから減ったという意味じゃないんですけど、ちょっと昨年

の５月、６月頃で先生がかわられる、期限がこられたんで、次の方に

来ていただくというかたちがございましたり、そういうかたちでの診

療報酬の金額が予定をしておりました予算より減っておりますので、

このたび、減額をさせていただいたということでご理解をしていただ

きたいと思います。 

○松 浦 議 長   よろしいですか。 

○渡 辺 議 員   議長。 

○松 浦 議 長   １９番 渡辺義則君。 

○渡 辺 議 員   １点だけ、お尋ねしたいと思います。 

３５ページ、款６、２項の林業費について、それぞれ減額になって

おるわけですが、国県の支出金が２億２千万ばかり減になっておるん

ですが、補正減は３千万ということなんですが、大枠、３千万という

ことなんですが、この原因について、国県の支出金が減になったのが

先か、あるいは事業の実施ができなくて減になったのか、その辺をお

尋ねしてみたいと思います。 

○松 浦 議 長   ただいまの質疑に、答弁を求めます。 

          産業振興部長 清水盤君。 

○清水産業振興部長   ３５ページの林業費の関係の補正減の状況でございます。 

まず最初に、造林事業費でござますが、これは主には分収林と、流

域公益保全整備事業の方の減額でございます。事業実施計画で当初県

の方へも提出しておるわけですが、できるだけ市の方としても事業実

施していきたいということで、事業量の方も多めにさせていただいて

おります。この減額につきましては、補助事業の確定による減と、ご

理解をいただきたいと思います。 

続きまして、林道整備事業でございますが、現在、１路線の事業実

施しておりますが、これも補助事業枠の確定による減でございます。

それから、５目の治山事業でございますが、この小規模崩壊地の復旧

事業につきましては、かなり多くの要望が出てきております。できる

だけの事業実施をしていきたいということで、十数地区の要望を毎年

しておるわけですが、ご承知のように単県事業も年々縮小というよう

な状況でございます。そういった中で、割り当てをいただいた事業枠

を今回補正減をさせていただいたということでございます。 

以上でございます。 

○松 浦 議 長   よろしいですか。 

          引き続き、他に質疑ありますか。 

○熊 高 議 員   議長。 



 79

○松 浦 議 長   １０番 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員   ３点余り、ページに沿ってご説明させていただきますが、まず１点

は、２１ページの３目財政管理費の中で入札工事検査管理費というの

が、１００万余り減額になっておりますが、この内容についても少し

詳しくお聞かせ願いたいというとこが１点。 

それから、３６ページの観光費の中に郡山公園の防犯灯というよう

な設置、２０万ほど使う予定だということですが、先ほど防犯灯につ

いても岡田議員の方からもありましたが、総務委員会の方でもいろい

ろと調整をしておりますが、そこらとの関連性を含めてどういう整理

をされていくのか。新年度でそういった整理をするという課長の答弁

もありましたが、一年間かけてということですが、それはかなり以前

からの課題であったわけですから、１年かけてやるという余裕はない

というふうに思うんですが、新年度の予算の中でそういった話があろ

うと思うんですが、そこらの関連も含めて、この防犯灯というものが

どういう位置づけにされておるのかお聞きしたいというふうに思いま

す。 

３点目は、次の３７ページの土木費の道路維持費２目ですが、これ

が補正がないということですが、この時期にあって補正がこれだけの

大きな額で、しかも維持管理費という非常に変動性の高いものじゃな

いかなということから、変更がないということが不思議に思っておる

んですが、というのが維持管理というのが、市民に直接密着した部分

も多いのでいろいろ意見も寄せていただいておりますが、昨年、秋く

らいからの要望というのをきちっと把握はしておるが、してもらって

ないというのもあるようですが、そこらも含めて、ここらとの関連が

あるのかないのかお伺いしたいと思います。 

○松 浦 議 長   ただいまの質問に、答弁を求めます。 

          総務部長 新川文雄君。 

○新川総務部長   まず、２１ページの財産管理費の項目でございます。 

１０５万７千円の減額でございます。この関係につきましては、予

算現額につきましては、７０９万３千円の予算現額を持たせていただ

いておりますが、電子入札に伴いますシステム、またセットアップの

事業の業務の委託、また、入札関係の情報使用料等もですね、導入を

させていただいております。当然電子入札システムに伴います加入負

担金につきましても加入をさせていただき、全体的には当初７０９万

３千円の中で持たせていただいとったわけでございますが、６０３万

６千円の中で、この県が現在実施しております電子入札制度に準じて、

安芸高田としてもそうした事務の準備を、本年度実施させていただい

ておるところでございます。まだ、この利用ということについても市

内のエリアの中の企業の皆さんの中には、完全的なシステムが構築で

きてないという状況もあるわけですが、県等がこうしたシステムの導

入ということに伴いましては、市からもこうした市内の業者の皆さん
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に対しての研修を深めていただくということで、この電子入札に伴い

ますシステム導入については、研修も深めていただいておるという状

況でございます。こうした状況の中で、安芸高田としてのセットアッ

プも、完了も、現在しておるという状況でございます。 

以上でございます。 

○松 浦 議 長   引き続き、答弁を求めます。 

          産業振興部長 清水盤君。 

○清水産業振興部長   ３６ページの観光費の中の、郡山公園の２０万円の防犯灯修理でご

ざいます。 

防犯灯の扱いにつきましては、先ほど総務部長の方から申し上げま

したが、今回ここに計上させていただいておりますのは、郡山公園施

設内の防犯灯ということでございます。施設内の防犯灯ということで

ございますので、施設の管理をしております商工観光課の方で、維持

管理を行っております。そういった意味で、今回防犯灯の修理を計上

させていただきました。状況は、１基でございますが、支柱が老朽化

をいたしております。そういったとこで、倒壊等の危険も出てきてお

る状況でございますので、今回修繕を計上させていただきました。 

以上でございます。 

○松 浦 議 長   続いて、答弁を求めます。 

          建設部長 金岡英雄君。 

○金岡建設部長   ３７ページですけども、維持管理費の関係でございますが、基本的

に維持につきましては、市道と県道移譲分がございます。 

一般的な話でさせていただきますと、それぞれ緊急対応ということ

で市道につきましては、舗装のパッチング等、また県道につきまして

は、それぞれの旧町においての路線委託というような事業の発注をさ

せていただいております。それぞれ予算等の管理は、建設部の担当課

の方でやっておりますが、実施にあたりましては、各支所の方で現状

をよく周知をしていただいとるということで、そことの連携を下に随

時状況を把握しながら、執行をさせていただいての現状でございます。 

その中でご質問のように、地元の方からの要望についてまだ十分現

場対応ができていないじゃないか、というようなご意見もいただいて

おりますので、現在それにつきましては、支所と連携を持ちながら年

度内に対応できるよう、指示、指導をしていただいとるとこでござい

ます。 

また、全体的な予算につきましては、昨日専決処分をいただきまし

た除雪費等、いろいろ維持管理係わる費用がございまして、そういう

中での調整をしながらやらせていただいております。現在あります予

算の中で、当面の対応ということで、年度変わりましたらまた新年度

という状況のなかで、今回６５０万の予算の財源の振りかえだけとい

うことで、予算措置をさせていただいたのが現状でございます。 

以上でございます。 
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○松 浦 議 長   よろしいですか。 

○熊 高 議 員   議長。 

○松 浦 議 長   １０番 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員   それぞれお答えいただきましたが、入札関係の分につきましては、

システムを設定をしたパソコンの費用が安くついたということですが、

今、国の方は、品質管理法というのも昨年動き始めましたし、入札に

かかわっては、総合評価制度とか、そういったかなり制度自体が変わ

ってきておるんですね。そういう中で、県の方向に従ってこういうシ

ステムを構築されたということでしょうが、システムができたもとの

システムを動かす職員の管理体制というんですかね、そういったもの

が、やはり今後かなり要求されてくるんかなというような気がします

んで、そこらは特にそういった関係部署との連携というのが必要でし

ょうから、システムがしっかり動くような国、県のシステム制度と、

遅れをとらないような動きというのが、やはり市としても大事かなと

いう気がしますんで、その辺は、システム構築とともにしっかり連携

をとっていただきたいということを要望して、その辺の考えを再度お

伺いいしたいと思います。 

          それから、防犯灯は市が管理をするとこの防犯灯の老朽化に対して、

ということですが、非常に郡山公園有名で、資源的にも大切な場所な

んですね。そういったものからすると、後手後手にそういった管理を

するのがいいのか、環境整備を含めて、しっかりとした方向性を持っ

た整備が必要なんか、そこら辺の議論までなろうと思うんで、それ以

上のことはこの場では言いませんけども、そういったことの修理費も

計上されているのかどうかということもお伺いしておきたいと思いま

す。 

          最後に、建設部長の方のお答え、支所としっかり連携をとってとい

うことですが、そこができてないから、少し遠回りにお話ししたんで

すが、いろんなことがまだまだ十分じゃないということになっておろ

うと思うんですね。先ほどの入札制度ということとも関連してこよう

と思うんですが、そこらを支所の現場サイドの意見も聞きながら、や

はり、建設部自体がどういう動きをするかというのが非常に今要求さ

れておるんかなという気がしますので、そこらの体制を含めて年度末

にかかっておりますので、しっかりとした指導体制も含めて、連携を

とっていただきたいというふうに思います。 

○松 浦 議 長   ただいまの質疑に、答弁を求めます。 

          総務部長 新川文雄君。 

○新川総務部長   電子入札関係のセットアップ等の施設整備、ある程度県の準じたか

たちの中で、現在とらせていただいておるとこであります。ご指摘い

ただきますように施設は整備しても、それを利用、また使用しようと

いうのが一番大きな問題だろうと思いますし、先ほどもちょっとご説

明いたしましたように、やはり業者の方の問題も多少にあるんじゃな
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かろうかという思いがしております。 

現在、合併後初めての試みの入札制度の改革というのも、県の方か

ら来ていただきました古川さんの方から、２年間の中からある程度整

備をしていただいたとこでございます。 

今後におきましては、こういう今までのそうした総合的な取りまと

めを関係課との連携の中で、より一層充実していくという方法の中で

取り組みをさしていただきたいと思っております。 

いろいろ各関係課との職員の研修といいましても、技術センターと

の連携を深めさせていただいておりますし、情報化に見合う体制の中

を十分とらせていただきたいと思っております。 

以上でございます。 

○松 浦 議 長   引き続き、答弁を求めます。 

          産業振興部長 清水盤君。 

○清水産業振興部長   ご指摘をいただいたように、郡山公園につきましては、歴史的にも

市の大きな財産でございます。そういった中で、全体的な郡山公園の

将来的な整備を念頭に置いた、今回の補正の内容になっておるかとい

うことでございます。そういった我々も視点で、郡山公園の維持補修、

維持管理を常々させてきていただいてきております。砂防等の整備も

されておりますし、将来的にもこの郡山公園につきましては、大きな

市の財産として今後も管理をしていかなければならないというふうに

思っております。そういった視点で今回の２０万円ということの補正

を計上させていただきました。 

○松 浦 議 長   引き続き、答弁を求めます。 

          建設部長 金岡建設部長。 

○金岡建設部長   失礼をいたします。 

ただいまのご質問をいただきましまして、ご指摘のとおり、非常に

連携等、もう少しうまく密にやるようにというご指摘でございます。

ちょうど１７年度から県道の維持というのが入ってきておりまして、

少しそこらの調整、まだ必要と感じておりますので、部内に持ち帰り

まして、支所との連携を深めるべく協議をしたいと思います。 

以上でございます。 

○松 浦 議 長   よろしいですか。 

          他に質疑ありませんか。 

○入 本 議 員   議長。 

○松 浦 議 長   １４番 入本和男君。 

○入 本 議 員   １点ほど、地場産業育成のため、ちょっと伺うんですが、補正予算

の説明資料７，８ページのところにですね、工事請負費がよく１億２

千万の減額、こりゃ、工事してない分もあるから言うんですが、備品

の購入等、地場産業の時ですね、入札の残が出るということは、予定

価格は非常に甘いから、これだけの入札残が出るのか。そこらが私も

よくわからないんですが、大体今地場産業で入札されて、落札率は予
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定額の何％ぐらいでいっておるのか、その点を伺うものでございます。 

○松 浦 議 長   ただいまの質疑に、答弁を求めます。 

          総務部長 新川文雄君。 

○新川総務部長   現在ご指摘いただきました入札率の関係につきましては、手持ちに

資料がございませんので、後ほどご説明をさせていただきたいと思い

ます。 

○松 浦 議 長   よろしいですか、後ほどということで。 

○入 本 議 員   資料いただければ、大体わかるもので、説明ができんのならそれで

結構でございます。 

○松 浦 議 長   他に質疑ありませんか。 

〔質疑なし〕 

○松 浦 議 長   これをもって質疑を終結いたします。  

お諮りします。 

本件は、委員会への付託を省略いたしたいと思います。 

これに、ご異議ありませんか。 

           〔異議なし〕 

○松 浦 議 長   ご異議なしと認め、委員会への付託を省略いたします。 

          これより討論に入ります。 

          討論はありませんか。 

           〔討論なし〕 

○松 浦 議 長   討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

          お諮りします。 

          これより議案第４１号、平成１７年度安芸高田市一般会計補正予算

（第８号）の件を、起立により採決いたします。 

          本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

           〔起立多数〕 

○松 浦 議 長   起立多数であります。 

          よって本案は、原案のとおり可決をされました。 

          お諮りします。 

          この際、昼食休憩を、１３時１５分まで休憩とします。 

          再開は１時１５分から、再開します。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ０時１７分 休憩 

午後 １時１５分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第３ 議案第４２号 平成１７年度安芸高田市国民健康保険 

特別会計補正予算（第４号） 

○松 浦 議 長   それでは、定刻になりましたので、再開をいたします。 

日程第３、議案第４２号、平成１７年度安芸高田市国民健康保険特

別会計補正予算（第４号）の件を議題といたします。 

          この際、議案の朗読を省略いたします。 
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          提出者から、提案理由の説明を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   議案第４２号、議案名、平成１７年度安芸高田市国民健康保険特別

開会補正予算でございます。第４号でございます。提案理由の説明を

申し上げます。 

本案は、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ、４，４

７７万９千円を追加し、予算の総額を３６億７，５８０万２千円とす

るものでございます。 

歳入につきましては、療養給付費等交付金３４１万９千円、共同事

業交付金２，５２６万６千円、繰越金８，６０２万８千円をそれぞれ

追加し、国庫支出金６，９４１万６千円、県支出金５１万８千円をそ

れぞれ減額するものでございます。 

歳出につきましては、保険給付費３５０万円、老人保健拠出金２５

７万７千円、基金積立金４，２１５万円をそれぞれ追加し、総務費１

３８万３千円、共同事業拠出金２０６万５千円をそれぞれ減額するも

のでございます。 

以上よろしくご審議のうえ、ご決定をいただきますようお願い申し

上げます。 

○松 浦 議 長   これをもって、提案理由の説明を終わります。 

この際、担当部長から要点の説明を求めます。 

福祉保健部長 福田美恵子さん。 

○福田福祉保健部長   それでは、平成１７年度安芸高田市国民健康保険特別会計補正予算

（第４号）につきまして要点のご説明を申し上げます。 

本案は、歳入における療養給付費等負担金に係ります老人保健拠出

金、介護納付金の確定による減額及び共同事業交付金の増額と、平成

１６年度の繰越金の確定によるものが主なものでございます。歳出に

つきましては、精査によるものでございます。 

それでは、６ペ－ジをお開きいただきたいと思います。まず、歳入

の要点をご説明申し上げます。 

款３国庫支出金、項１国庫負担金の、目２の療養給付費等負担金で

ございますが、節の現年度分６，８８９万８千円の減額でございます

が、平成１７年度の療養給付費負担金のうち、老人保健拠出金及び介

護納付金分の精査によるものでございます。説明でございますように、

老人拠出金として５，１８６万３千円の減、介護納付金分といたしま

して、１，７０３万５千円の減額でございます。次に目３の高額医療

費共同事業負担金でございますが、１節の現年度分、５１万８千円の

減額でございます。これが、高額医療費共同事業負担金の精査による

ものでございます。次に、款４の県支出金、項１県負担金、目１の高

額療養費共同事業負担金の現年度分として、５１万８千円の減額でご

ざいますが、これも精査による県の負担金分でございます。次に、款

５療養給付費等交付金でございますが、目１療養給付費等交付金、現
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年度分として、３４１万９千円の追加でございますが、これは退職被

保険者等の高額療養費に係るもので８００万円の追加、それと退職被

保険者等に係る老人保健医療費拠出金の３０８万２千円、それから、

退職被保険者に係ります介護納付金分、１４９万９千円それぞれの減

額でございます。 

次のページの款７の共同事業交付金、項１の高額医療費共同事業交

付金の目１高額医療費共同事業交付金でございますが、１節で２，５

２６万６千円の追加でございますが、これは、高額医療費に係ります

共同事業医療費交付金でございます。それから次の款１０の繰越金で

ございますが、１節のその他繰越金といたしまして、これは平成１６

年度確定いたしましたので、それを補正をさせていただくものでござ

います。 

続いて、８ペ－ジをお開き下さいませ。続いて、歳出の要点でござ

いますが、款１の総務費、項１の総務管理費の一般管理費でございま

すが、７の賃金２９万６千円。これは、精査による減額でございます。

それから、目２の連合会負担金の１９節の負担金補助及び交付金の８

万 7 千円は、国保連合会負担金で精査による減額でございます。次の

項２徴税費、目２の納税奨励費、８節の報償費１００万円は、精査に

よる減額でございます。次の款２の保険給付費の項２の高額療養費、

目２の退職被保険者等高額療養費の１９節の８００万円の追加でござ

いますが、これは、退職被保険者等高額療養費でございます。それか

ら、次のページの項４の出産育児諸費の出産育児一時金でございます

が、４５０万円の減額につきましては、見込みを立てまして、１５件

分を減額をさせていただいております。それから、次の款３の老人保

健拠出金でございますが、１目の老人保健医療費拠出金といたしまし

て、２５７万７千円の追加でございますが、これも精査による拠出金

でございます。それから、款４の介護納付金でございますが、これに

つきましては、財源内訳の変更でございます。 

次のページで、款５の共同事業拠出金で、１目の高額医療費共同事

業医療費拠出金の負担金２０６万５千円の減額でございますが、これ

も精査による拠出金でございます。それから、款７の基金積立金で、

１目の財政調整基金積立金といたしまして４，２１５万円、財政調整

基金への積み立てを追加するものでございます。 

以上でございます。 

○松 浦 議 長   これで、要点の説明を終わります。 

これより質疑にあります。 

質疑はありませんか。 

  〔質疑なし〕 

○松 浦 議 長   ないようですので、これをもって質疑を終結いたします。  

          お諮りします。 

          本件は、委員会への付託を省略いたしたいと思います。 
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          これにご異議ありませんか。 

           〔異議なし〕 

○松 浦 議 長   ご異議なしと認め、委員会への付託を省略いたします。 

          これより討論に入ります。 

          討論はありませんか。 

           〔討論なし〕 

○松 浦 議 長   討論なしと認めます。 

          お諮りします。 

          これより議案第４２号、平成１７年度安芸高田市国民健康保険特別

会計補正予算（第４号）の件を、起立により採決いたします。 

          本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

           〔起立多数〕 

○松 浦 議 長   起立多数であります。 

          よって本件は、原案のとおり可決されました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第４ 議案第４３号 平成１７年度安芸高田市介護保険特別 

会計補正予算（第３号） 

○松 浦 議 長   日程第４、議案第４３号、平成１７年度安芸高田市介護保険特別会

計補正予算（第３号）の件を議題といたします。 

          この際、議案の朗読を省略いたします。 

          提出者から、提案理由の説明を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   議案第４３号、議案名が、平成１７年度安芸高田市介護保険特別会

計補正予算（第３号）でございます。 

本案は、既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ、４，

６７０万円を減額し、予算の総額を３１億２，２１３万円とするもの

でございます。 

歳入につきましては保険料１，０５８万円、国庫支出金９２０万円、

支払基金交付金１，４７２万円、県支出金５７５万円、繰入金６４５

万円をそれぞれ減額するものでございます。歳出につきましては、総

務費７０万円、保険給付費４，６００万円をそれぞれ減額するもので

ございます。 

よろしく審議を賜りたいと思います。 

○松 浦 議 長   これをもって、提案理由の説明を終わります。 

この際、担当部長から要点の説明を求めます。 

福祉保健部長 福田美恵子さん。 

○福田福祉保建部長   それでは、平成１７年度安芸高田市介護保険特別会計補正予算（第

３号）についての、要点のご説明を申し上げます。この案件につきま

しても、執行見込みを精査しまして、補正予算を提案させていただき

ました。 

まず、６ページをお開きくださいませ。 
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款１保険料、項１の介護保険料、目１の第１号被保険者保険料でご

ざいますが、１の現年度分特別徴収保険料の方が６４７万５千円、そ

れから２節の現年度分普通徴収保険料といたしまして、４１０万５千

円の減額で、計１，０５８万円で減額でございます。これは、平成１

７年度の介護保険料賦課の状況に伴います、歳入減するものでござい

ます。次に款３の国庫支出金、項１の国庫負担金、目１の介護給付費

負担金でございますが、９２０万円の減額するものでございます。こ

れは、介護給付費の減額見込によります、歳入の減額をいたすもので

ございます。 

次に、款４の支払基金交付金、項１支払基金交付金で１目の介護給

付費交付金でございますが、１，４７２万円減額するものでございま

す。内訳といたしましては、介護給付費の減額見込によります歳入の

減額をいたすものでございます。 

７ページでございますが、次に款５の県支出金、県負担金の、目１

の介護給付費負担金でございますが、５７５万円の減額補正するもの

でございます。これもやはり、介護給付費の減額見込によりまして、

減額をするものでございます。次に、款８の繰入金、項２の一般会計

からの繰入金でございまして、１目の介護給付費繰入金、５７５万円

の減額でございます。これもやはり、介護給付費の減額見込によるも

のでございます。同じく目２の事務費繰入金でございますが、これも

７０万減額させていただくものでございまして、介護認定審査会に係

ります予算減額によるものでございます。 

次のページお願いします。 

款１総務費、項３介護認定審査会費で、目１の介護認定審査会費で

ございますが、７００万円減額し、６６１万７千円とするものでござ

います。主なものは、節１の認定審査会委員報酬の減額でございます。

これは、認定審査会の開催回数等、議員さんの欠席等もございまして、

それを精査いたしたものによる減額でございます。それから次に、目

２の認定調査費でございますが、これにつきましては、節内において

予算の減額増額をさしていただいとるものでございます。それで、主

なものといたしましては、需用費を減額いたしまして、医師の意見書

料等の委託料を増額させていただいております。次に、款２の保険給

付費、項１介護サービス等諸費でございますが、これは要介護１から

要介護５と認定された方に対する介護給付に要する費用でございまし

て、目３の施設介護サービス給付費でございますが、３千万円の減額

補正をお願いしとるものでございます。これは、昨年１０月制度改正

によりまして、施設介護サービス費の給付費見込みを減額するもので

ございます。それから、目６の居宅介護住宅改修費でございますが、

８００万円の減額補正をお願いをしとります。これは、住宅改修に係

る給付費の見込みを減額するものでございます。 

次に９ページでございますが、項２の支援サービス等給付費でござ
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います。これは、要支援と認定された方に対する介護給付に要する経

費でございまして、目１の居宅支援サービス給付費でございますが、

３００万円減額させていただいております。これは、ホームヘルプサ

ービスやデイサービスなど、居宅支援に係る給付費の見込みを減額す

るものでございます。次に、項の５で特定入所者介護サービス等費で、

１目の特定入所者介護サービス費でございますが、５００万円減額補

正をお願いしております。これは、低所得者の方に対しまして、施設

利用、また、ショートステイ利用をされたとき、居住費や食費の負担

が高額にならないよう軽減するものでございまが、当初の給付見込み

より認定対象者が少ない状況でございましたので、給付費の見込みを

減額さしていただくものでございます。 

以上でございます。よろしくお願いいたします。  

○松 浦 議 長   以上で、要点説明を終わります。 

これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

○明 木 議 員   議長。 

○松 浦 議 長   １番 明木一悦君。 

○明 木 議 員   説明資料の８ページなんですけど、介護認定審査会費というとこで、

参考までにお伺いしたいんですけど、委員の欠席等による減額という

ことだったんですけど、委員さんがどのような理由で欠席されている

のかということをお伺いしたいのと、それがどのくらいあったのかと

いうことです。お伺いします。 

○松 浦 議 長   ただいまの質疑の答弁を求めます。 

          福祉保健部長 福田美恵子さん。 

○福田福祉保健部長   報酬にいたしまして、今の介護認定審査会の委員さんには、１回あ

たり１万４千円報酬ださせていただいております。それで、月に２回

で４合議体といいまして、４グループに分かれていただいとるんです

けど、全部で積算的には４０名分あると思うんですけど、欠席６３万

円を１万４千円で、４５人分が減額に。理由といいますか、やはり全

員がそろっていただくのが一番いいんですけど、どうしても先生の都

合によりまして、欠席等がございます。いうかたちで、この２月まで

の回数を見込みまして、６３万円ほど減額をさせていただきました。

ということでございます。 

○松 浦 議 長   よろしいですか。 

          他に質疑ありませんか。 

○青 原 議 員   議長。 

○松 浦 議 長   １１番 青原敏治君。 

○青 原 議 員   ちょっと、今関連しておるかと思うんですが、審査するにあたって

ですね、審査員の方が病院の方もおられるんでしょうが、手心を加え

て４のところを５にするとかいうようなことをちらっと噂に聞いとる

んですが、そのようなことがあるかないか。 
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まあ、厳正にやられとると思うんですが、そういう噂を聞くという

ことは火のないところに煙はたたんということで、実際にそういうの

が調査できるんかどうか。もしあった時には、どういうような対処を

するのかということをちょっとお聞きしたいと思います。 

○松 浦 議 長   ただいまの質疑に、答弁を求めます。 

          福祉保健部長 福田美恵子さん。 

○福田福祉保健部長   今まで、的確に公平に、厳正にされております。 

以上です。 

○松 浦 議 長   他に質疑ありませんか。 

          １番 明木一悦君。 

○明 木 議 員   先ほどの件なんですけど、先生の都合ということなんですけど、こ

れはやはり、介護認定を受ける上で同僚議員の質問にも係わると思う

んですけど、４５人分の欠席があってですね、本当に確実な認定がで

きているのかどうかというのが、反対に不安になるところなんですけ

ど、やはり都合が悪いようであれば調整するなりなんなりして、何と

か、やはり、市長の方から委嘱されてるわけですから、その辺しっか

りした体制をしていくことが大切だと思うんですけど、どのようにお

考えでしょうか。 

○松 浦 議 長   ただいまの質疑に、答弁を求めます。 

          福祉保健部長 福田美恵子さん。 

○福田福祉保健部長   本当に、都合で欠席をされる委員さんもいらっしゃるんですけど、

そこらは十分に理解をしていただきながら、そういうかたちで対応を

とっていきたいと思っております。 

厳正に審査をしていただくという観点から、先生方にはそれぞれそ

ういう認識を持っていただいて、やっていただいておりますけども、

どうしても都合で出席できないということもございますが、それは、

その合議体の中でひとつのグループでございまして、合議体の中でき

ちっとしたかたちで対応をしていかれるものと思っております。 

○松 浦 議 長   他に質疑ありませんか。 

          ９番 松村ユキミさん。 

○松 村 議 員   ８ページの款２の保険給付費なんですが、３目の３千万円の減でご

ざいますよね。それは、部長の説明にありましたように、１７年１０

月、昨年１０月、居宅費とか食事費の自己負担ということで３千万円。

また、かと思うんですが、９ページにもございますように、特定入所

者介護サービスは５００万。これは、居宅費と食事代で５００万の減

というふうに伺ったんですが、これは、同じ去年の法の改正によって

の内容的には同じようなシステムで、そういう３千万と５００万の減

と理解すればいいんか、ちょっとお伺いします。 

○松 浦 議 長   ただいまの質問に、答弁を求めます。 

          福祉保健部長 福田美恵子さん。 

○福田福祉保健部長   施設介護サービス給付費の方の減額ですね。制度改正によりまして、
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そういうことでの利用サービスの見込みですね。そこらが制度改正に

よりまして、それだけの減額をさせていただくということと、後ろの

ところの特定入所介護サービスの方は対象者が、当初６，６００万円

見込みをさせていただいたんですが、実際に認定をされた方は、人数

は増えておるんですけども、２月の２４日現在で、それだけ利用する

対象者が少なかったということで、減額をさしてもらうということで

す。 

認定はあるんですけど、実質それを使っておられる方が少なくって

それを減額になるということです。 

○松 浦 議 長   他にございませんか。 

  〔質疑なし〕 

○松 浦 議 長   ないようですので、これをもって質疑を終結いたします。  

         お諮りします。 

         本件は、委員会への付託を省略いたしたいと思います。 

         これにご異議ありませんか。 

          〔異議なし〕 

○松 浦 議 長   ご異議なしと認め、これより討論に入ります。 

          討論はありませんか。 

           〔討論なし〕 

○松 浦 議 長   討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

          お諮りします。 

         これより議案第４３号、平成１７年度安芸高田市介護保険特別会計

補正予算（第３号）の件を、起立により採決いたします。 

          本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

           〔起立多数〕 

○松 浦 議 長   起立多数であります。 

          よって本件は、原案のとおり可決されました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第５ 議案第４４号 平成１７年度安芸高田市公共下水道事 

業特別会計補正予算（第４号） 

○松 浦 議 長   日程第５、議案第４４号、平成１７年度安芸高田市公共下水道事業

特別会計補正予算（第４号）の件を議題といたします。 

          この際、議案の朗読を省略いたします。 

          提出者から、提案理由の説明を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   議案第４４号、平成１７年度安芸高田市公共下水道事業特別会計補

正予算（第４号）でございます。 

本案は、既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ３，２

５１万円を減額し、予算の総額を４億１，６６８万５千円とするもの

でございます。 

歳入につきましては、繰入金５，０３８万８千円を追加し、分担金
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及び負担金１，０９５万円、使用料及び手数料１９４万８千円、県支

出金１５０万円、市債６，８５０万円をそれぞれ減額するものでござ

います。歳出につきましては、総務費が３２０万円、施設費２，８３

８万円、公債費９３万円をそれぞれ減額するものでございます。次に、

繰越明許費の変更でありますが、地方自治法第２１３条第１項の規定

により、翌年度に繰り越して使用できる事業費として、８，９００万

円を繰越明許費とするものでございます。また、地方債の補正につき

ましては、その借り入れ限度額を、８，７２０万円と定めるものでご

ざいます。 

よろしく審議を賜りたいと思います。 

○松 浦 議 長   これをもって、提案理由の説明を終わります。 

この際、担当部長から要点の説明を求めます。 

建設部長 金岡英雄君。 

○金岡建設部長   失礼をいたします。議案第４４号、平成１７年度安芸高田市公共下

水道事業特別会計補正予算、第４号について要点の説明を行います。

歳入の方からご説明させていただきますので、８ページをお願いしま

す。 

１款分担金及び負担金、１項分担金でございますが、当初見込んで

おりました工事の遅れに伴い、供用開始が遅れた関係で加入者負担金、

１，０９５万円減額をさせていただいております。２款使用料及び手

数料の下水道使用料につきましても、精算見込み等に伴いまして、１

９４万８千円を減額させていただいております。４款県支出金、１項

県補助金ですが、事業の清算見込みに伴い、１５０万円の減額をさせ

ていただいております。５款繰入金、１項他会計の繰入金でございま

すが、一般会計でも話がございましたように、一部過疎債の振りかえ

がございましたので、５，０３８万８千円を追加させていただいてお

ります。８款市債では、これも下水道債から一部過疎債に借りかえが

あったことに伴い、７，１４０万円を減額し、資本費平準化債としま

しては、２９０万円がさせていただき、合わせて６，８５０万円の減

額をさせていただいております。 

次に、歳出でございますが、１０ページをお願いいたします。１款

総務費の総務管理費では、事業の清算見込によりまして、下水道加入

補助金３２０万円を減額。２款施設費、１項施設管理費では、役務費

や業務管理委託料など４５８万円など減額。２項の施設建設費では、

工事請負費など２，３８０万円を減額。３款公債費では、利子９３万

円を減額していただいております。 

４ページにお戻りをいただきたいと思います。第２表、繰越明許費

でございますが、国道等の埋設のための国道管理者等と占用協議、あ

るいは、水道管移設等の調整のために不測の日数を用意したため、補

正前の額に４，９００万円を追加し、補正後の限度額を８，９００万

円とさせていただきたいとするものでございます。 
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５ページをお願いします。第３表、地方債補正でございますが、起

債の限度額を補正前の額を限度額から２，８５０万円減額し、補正後

の限度額を８，７２０万円とさせていただきたいとするものでござい

ます。 

以上でございます。 

○松 浦 議 長   以上で、要点説明を終わります。 

これより質疑に入ります。 

質疑は、ありませんか。 

１１番 青原敏治君。 

○青 原 議 員   ８ページの分担金なんですが、当初見込みが１，５００万余り、実

際には４１１万６千円ですか、しかなかったと。 

ここの原因について、少しお聞かせ願えればと思います。 

○松 浦 議 長   ただいまの質疑に、答弁を求めます。 

          建設部長 金岡英雄君。 

○金岡建設部長   ただいまのご質問に、お答えさせていただきます。 

いわゆる管路工事等で当初予定をしておりました区間の工事が、水

道管移設などで遅れたため、いわゆる供用開始区間の工事ができなか

ったという原因が主なものでございます。当初５９戸見込んでおりま

したが、最終的に２２戸ということで、当初見込みがちょっと多かっ

たというのがひとつの原因です。 

以上でございます。 

○松 浦 議 長   他にありませんか。 

〔質疑なし〕 

○松 浦 議 長   ないようですので、これをもって質疑を終結いたします。  

お諮りします。 

本件は、委員会への付託を省略いたしたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

   〔異議なし〕 

○松 浦 議 長   ご異議なしと認め、これより討論に入ります。 

          討論はありませんか。 

           〔討論なし〕 

○松 浦 議 長   討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

          お諮りいたします。 

          これより議案第４４号、平成１７年度安芸高田市公共下水道事業特

別会計補正予算（第４号）の件を、起立により採決いたします。 

          本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

           〔起立多数〕 

○松 浦 議 長   起立多数であります。 

          よって本件は、原案のとおり可決をされました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第６ 議案第４５号 平成１７年度安芸高田市特定環境保全 
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公共下水道事業特別会計補正予算（第４号） 

○松 浦 議 長   日程第６、議案第４５号、平成１７年度安芸高田市特定環境保全公

共下水道事業特別会計補正予算（第４号）の件を議題といたします。 

          この際、議案の朗読を省略いたします。 

          提出者から、提案理由の説明を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   議案第４５号、平成１７年度安芸高田市特定環境保全公共下水道事

業特別会計補正予算（第４号）でございます。 

本案は、既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ、３，

９２３万８千円を減額し、予算の総額を９億８，３９８万４千円とす

るものでございます。 

歳入につきましては、繰入金１億４，３６０万２千円を追加し、分

担金及び負担金６６３万円、国庫支出金１９１万円、市債１億７，４

３０万円をそれぞれ減額するものでございます。歳出につきましては、

施設費３，８２６万 8 千円、公債費９７万円をそれぞれ減額するもの

でございます。次に、繰越明許費の追加及び変更でございますが、地

方自治法第２１３条第１項の規定により、翌年度に繰り越して使用で

きる事業費として、２億１００万円を繰越明許費とするものでありま

す。また、地方債の補正につきましては、その借り入れ限度額を、２

億７３０万円と定めるものであります。 

よろしくご審議を賜りたいと思います。 

○松 浦 議 長   これをもって、提案理由の説明を終わります。 

この際、担当部長から要点の説明を求めます。 

建設部長 金岡英雄君。 

○金岡建設部長   議案第４５号の要点のご説明を行います。歳入からご説明させてい

ただきますので、８ページをお願いします。 

１款分担金及び負担金、１項分担金でございますが、これも、先ほ

ど公共下水で申し上げましたのと同じような内容で、一部供用開始が

できなかったことに伴いまして、６６３万円の減額をさせていただい

ております。戸数としましては、３０戸程度でございます。３款国庫

支出金、１項国庫補助金でございますが、事業の精算見込により１９

１万円を減額しております。６款繰入金の一般会計繰入金でございま

すが、下水道債から一部過疎債などへの借り換えなどに伴いまして、

１億４，３６０万２千円を追加させていただいております。９款市債

でございますが、同様の理由に伴いまして１億７，９４０万円の減額

をさせていただいております。資本費平準化債としましては、５１０

万円を追加しており、合わせまして１億７，４３０万円の減額となっ

ております。 

次に、歳出でございますが、１０ページをお願いいたします。 

２款施設費の１項施設管理費でございますが、甲田処理区、向原処

理区での精算見込により需用費など１４９万８千円を減額し、２項施
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設建設費では、八千代町、甲田町、向原町にあります各処理区の設計

業務、工事請負費、水道管移設に伴う補償費など、事業精算見込によ

りまして３，６７７万円を減額させていただいております。次に、３

款公債費でございますが、元金では財源の振りかえを、利子では９７

万円の減額をさせていただいております。 

４ページにお戻りをいただきたいと思います。 

４ページの第２表繰越明許費の補正でございますが、八千代処理区

につきましては、建設処理場におきまして、湧水がかなり出たという

ことで、その処理に時間を要したということと、管路整備におきまし

て、岩の露出や水道管及び農業水路管等の地下埋設物の調査にかなり

の日数を要したため、翌年度への繰り越し限度額といたしまして、１

億１００万円を追加計上させていただきたいとするものでございます。

また、甲田処理区におきましては、既に繰り越し予算として、６千万

円を計上させていただいておりますが、この地区より他の工区におき

まして、管路整備に地元との調整等行いましたが、それに時間を要し

たため、４千万円を追加さしていただき、補正後の限度額を１億円と

させていただきたいとするものでございます。合わせまして、２億１

００万円ということでお願いをするものでございます。 

５ページの第３表、地方債の補正でございますが、起債の借換えな

どにより、補正前の額から１億７，４３０万円を減額し、補正後の限

度額を２億７３０万円とさせていただきたいとするものでございます。 

以上でございます。 

○松 浦 議 長   以上で、要点説明を終わります。 

これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

〔質疑なし〕 

○松 浦 議 長   質疑なしと認めます。 

          これをもって、質疑を終結いたします。  

 お諮りします。 

         本件は、委員会への付託を省略いたしたいと思います。 

         これにご異議ありませんか。 

          〔異議なし〕 

○松 浦 議 長   ご異議なしと認め、これより討論に入ります。 

          討論はありませんか。 

           〔討論なし〕 

○松 浦 議 長   討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

          お諮りいたします。 

          これより議案第４５号、平成１７年度安芸高田市特定環境保全公共

下水道事業特別会計補正予算（第４号）の件を、起立により採決いた

します。 

          本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 
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           〔起立多数〕 

○松 浦 議 長   起立多数であります。 

          よって本案は、原案のとおり可決されました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第７ 議案第４６号 平成１７年度安芸高田市農業集落排 

水事業特別会計補正予算（第４号） 

○松 浦 議 長   日程第７、議案第４６号、平成１７年度安芸高田市農業集落排水事

業特別会計補正予算（第４号）の件を議題といたします。 

          この際、議案の朗読を省略いたします。 

          提出者から、提案理由の説明を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   議案第４６号、平成１７年度安芸高田市農業集落排水事業特別会計

補正予算（第４号）の提案理由の説明を申し上げます。 

本案は、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ、８３７

万１千円を追加し、予算の総額を１０億８，２２５万９千円とするも

のでございます。 

歳入につきましては、繰入金１億２，７５７万１千円を追加し、分

担金及び負担金２７０万円、市債１億１，６５０万円をそれぞれ減額

するものでございます。歳出につきましては、施設費８５２万１千円

を追加し、公債費１５万円を減額するものでございます。 

次に、繰越明許費の変更でございますが、地方自治法第２１３条第

１項の規定により、翌年度に繰り越して使用できる事業費として、１

億５，２７０万円を繰越明許費とするものでございます。また、地方

債の補正につきましては、その借り入れ限度額を、１億７，７９０万

円と定めるものでございます。 

よろしく審議をいただきたいと思います。 

○松 浦 議 長   これをもって、提案理由の説明を終わります。 

この際、担当部長から要点の説明を求めます。 

建設部長 金岡英雄君。 

○金岡建設部長   失礼をいたします。議案第４６号の要点のご説明をさせていただき

ます。 

８ページをお願いします。歳入でございますが、１款分担金及び負

担金、１項分担金でございますが、精算見込みにより加入者負担金を

２７０万減額させていただいております。５款繰入金の一般会計から

の繰入金ですが、これも下水道債から一部過疎債借りかえ等に伴いま

して、１億２，７５７万１千円を追加させていただいております。８

款市債では、起債の借りかえ等によりまして１億１，９１０万円の減

額、また資本費平準化債としましては、２６０万を追加させていただ

きまして、合わせて１億１，６５０万円の減額とさせていただいてお

ります。 

次に、歳出でございますが、９ページをお願いいたします。 
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２款施設費、１項施設管理費でございますが、各６処理区の精算見

込みに伴いまして、光熱水費や汚泥処理処分手数料、保守点検委託料

等におきまして１８９万円の減額させていただいております。２項施

設建設費では、吉田処理区におきまして事業精算見込みに伴いまして、

変更設計業務委託料や工事請負費の追加、あるいは水道施設の移転補

償費の減額など、合わせまして１，２６８万２千円を追加させていた

だいております。向原処理区では、同じく精算見込みに伴いまして、

業務委託や事務機器料など合わせまして、２２７万１千円を減額させ

ていただいております。 

１０ページをお願いいたします。１０ページの３款公課費の、１項

公債費でございますが、元金につきましては予算の組みかえでござい

ます。利子につきましては、１５万円の減額をさせていただいており

ます。 

４ページにお戻りをいただきたいと思います。４ページの第２表繰

越明許費でございますが、入江地区農業集落排水事業につきましては、

既存の限度額として２億１２７万９千円を計上をさせておりましたが、

工事の一部を平成１８年度で発注するように見込んでおりましたが、

設計等の準備が整い、年度内の工事発注が可能になりましたことから、

それらの前渡金等にあたりますが、それにつきまして、限度額の減額

をお願いするものでありまして、補正前の額から４，８５７万９千円

減額し、補正後の限度額を１億５，２７０万円とさせていただきたい

とするものでございます。 

 ５ページの第３表地方債補正でございますが、起債の借りかえなど

によりまして、補正前の額から１億１，６５０万円を減額し、補正後

の限度額を１億７，７９０万円とさせていただきたいとするものでざ

います。 

以上でございます。 

○松 浦 議 長   以上で、要点説明を終わります。 

これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

 〔質疑なし〕 

○松 浦 議 長   質疑なしと認めます。 

          これをもって、質疑を終結いたします。  

お諮りします。 

本件は、委員会への付託を省略いたしたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

 〔異議なし〕 

○松 浦 議 長   ご異議なしと認め、委員会への付託を省略いたします。 

          これより討論に入ります。 

          討論はありませんか。 

           〔討論なし〕 
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○松 浦 議 長   討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

          お諮りします。 

          これより議案第４６号、平成１７年度安芸高田市農業集落排水事業

特別会計補正予算（第４号）の件を、起立により採決いたします。 

          本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

           〔起立多数〕 

○松 浦 議 長   起立多数であります。 

          よって本件は、原案のとおり可決されました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第８ 議案第４７号 平成１７年度安芸高田市浄化槽整備事 

業特別会計補正予算（第４号） 

○松 浦 議 長   日程第８、議案第４７号、平成１７年度安芸高田市浄化槽整備事業

特別会計補正予算（第４号）の件を議題といたします。 

          この際、議案の朗読を省略いたします。 

          提出者から、提案理由の説明を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   議案第４７号、平成１７年度安芸高田市浄化槽整備事業特別会計補

正予算（第４号）でございます。提案理由の説明を申し上げます。 

本案は、既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ、１億

５５万円を減額し、予算の総額を２億３，６４１万９千円とするもの

でございます。 

歳入につきましては、財産収入１千円、繰入金４，４２９万３千円

をそれぞれ追加し、分担金及び負担金１，６５０万円、使用料及び手

数料６６０万３千円、国庫支出金３，２９４万１千円、市債８，８８

０万円をそれぞれ減額するものでございます。歳出につきましては、

総務費１千円を追加し、施設費１億１２万１千円、公債費４３万円を

それぞれ減額するものでございます。 

次に、地方債の補正につきましては、その借り入れ限度額を、３，

２９０万円と定めるものでございます。 

以上、よろしく審議を賜りたいと思います。 

○松 浦 議 長   これをもって、提案理由の説明を終わります。 

この際、担当部長から要点の説明を求めます。 

建設部長 金岡英雄君。 

○金岡建設部長   失礼いたします。議案第４７号の要点のご説明をさせていただきま

す。８ページをお願いします。 

まず、歳入でございますが、当初見込んでおりました、加入戸数２

００戸は、１２５戸程度に減少したということに伴いまして、加入者

分担金１，６５０万円の減額、２款の使用料及び手数料の浄化槽使用

料も６６０万３千円の減額、国庫補助金におきましても、３，２９４

万１千円のそれぞれ減額をさせていただいております。４款財産収入

では、利子及び配当金で 1 千円追加、５款繰入金、一般会計繰入金と
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しましては、事業の清算、あるいは過疎債等の借りかえに伴いまして、

４，４２９万３千円を追加させていただいております。８款、市債に

おきましても事業の精算見込みと起債の借りかえ等に伴いまして、８，

８８０万円の減額をさせていただいております。 

次に歳出でございますが、１０ページをお願いします。 

1 款総務費の総務管理費では 1 千円を追加、２款施設費の 1 項施設

管理費では、修繕費の減額、あるいは清掃委託料の追加等合わせまし

て１５０万円を減額させていただいております。２項施設建設費では、

当初全体総数を先ほど申しました２００基と見込んでおりましたが、

１２５基の見込みとなりましたので、それぞれ各処理区において減額

をさせていただいておるところでございます。吉田処理区では６９５

万７千円の減額、八千代処理区では２，７５３万２千円の減額、美土

里処理区では１，７９５万５千円の減額、高宮処理区では２，２０１

万１千円の減額、甲田処理区では２，３１４万円減額、向原処理区で

は１０２万６千円の減額で、合わせて９，８６２万１千円の減額をさ

せていただいておるところでございます。 

特に、戸数が減った要因としましては、それぞれ支所等を通じて、

啓発等も行ったところでございますが、内装等費用、あるいは水源確

保の問題なども伴いまして、十分普及ができていないという状況がご

ざいますので、新年度におきましては、今年度よりもう少し普及に力

を入れていきたいというふうに考えておるところでございます。 

１１ページの３款公課費で、利子につきまして、４３万円の減額を

させていただいております。 

それから、４ページの第２表、地方債補正でございますが、起債の

借りかえ等によりまして、補正前の額から８，８８０万円を減額し、

補正後の限度額を３，２９０万円とさせていただきたいとするもので

ざいます。 

以上でございます。 

○松 浦 議 長   以上で、要点説明を終わります。 

これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

 〔質疑なし〕 

○松 浦 議 長   質疑なしと認めます。 

          これをもって質疑を終結いたします。  

お諮りします。 

本件は、委員会への付託を省略いたしたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

    〔異議なし〕 

○松 浦 議 長   ご異議なしと認め、委員会への付託を省略いたします。 

          これより討論に入ります。 

          討論はありませんか。 



 99

           〔討論なし〕 

○松 浦 議 長   討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

          お諮りします。 

          これより議案第４７号、平成１７年度安芸高田市浄化槽整備事業特

別会計補正予算（第４号）の件を、起立により採決いたします。 

          本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

           〔起立多数〕 

○松 浦 議 長   起立多数であります。 

          よって本件は、原案のとおり可決されました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第９ 議案第４８号 平成１７年度安芸高田市コミュニティ 

・プラント整備事業特別会計補正予算（第２号） 

○松 浦 議 長   日程第９、議案第４８号、平成１７年度安芸高田市コミュニティ・

プラント整備事業特別会計補正予算（第２号）の件を議題といたしま

す。 

          この際、議案の朗読を省略いたします。 

          提出者から、提案理由の説明を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   議案第４８号、平成１７年度安芸高田市コミュニティ・プラント整

備事業特別会計補正予算（第２号）でございます。提案理由の説明を

申し上げます。 

本案は、既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ３７４

万円を減額し、予算の総額を６，０１８万１千円とするものでござい

ます。歳入につきましては、繰入金８８６万円を追加し、市債１，２

６０万円を減額するものでございます。歳出につきましては、施設費

２８３万円、公債費９１万円をそれぞれ減額するものでございます。

また、地方債の補正につきましては、その借り入れ限度額を、１，８

４０万円と定めるものでございます。 

以上、よろしく審議を賜りたいと思います。 

○松 浦 議 長   これをもって、提案理由の説明を終わります。 

この際、担当部長から要点の説明を求めます。 

建設部長 金岡英雄君。 

○金岡建設部長   失礼いたします。議案第４８号の要点の説明をさせていただきます。

８ページをお願いします。 

まず、歳入でございますが、２款繰入金、１項他会計繰入金、一般

会計繰入金といたしましては、事業の精算あるいは、過疎債への借り

かえに伴いまして、８８６万円を追加させていただいております。５

款市債におきましても、同様の状況で１，２６０万円を減額させてい

ただいております。 

次に歳出でございますが、９ページをお願いいたします。 

２款施設費、２項の施設建設費では，事業の精算見込みに伴いまし



 100

て、工事請負費など合わせまして２８３万円を減額させていただいて

おります。３款の公債費では、利子で９１万円の減額をさせていただ

いております。 

４ページにお戻りをいただきたいと思います。 

第２表地方債補正でございますが、事業の精算見込み並びに起債の

借りかえ等に伴い、補正前の額から１，２６０万円を減額し、補正後

の限度額を１，８４０万円とさせていただきたいとするものでござい

ます。 

以上でございます。 

○松 浦 議 長   以上で、要点の説明を終わります。 

これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

○金 行 議 員   議長。 

○松 浦 議 長   １２番 金行哲昭君。 

○金 行 議 員   この分は、コミュニティ・プラント、工事は１００％終わっておる

と私は思っているんですが、道路の問題等はございますが、これは供

用開始は４月１日で、試運転はいつされるのか、今されているのか、

１点。 

○松 浦 議 長   ただいまの質問に、答弁を求めます。 

          建設部長 金岡英雄君。 

○金岡建設部長   ただいまのご質問にお答えいたします。 

工事の方は終わりまして、現在試運転等を行っており、４月１日の

供用開始に向けて準備をさしていただいておるところでございます。 

○金 行 議 員   議長。 

○松 浦 議 長   １２番 金行哲昭君。 

○金 行 議 員   ちょっと素人で。試運転は、物は、その汚物いうんですかね、あれ

は入っておるん。ただ機械だけのあれですか。それを１点。 

○松 浦 議 長   ただいまの質問に答弁を求めます。 

          建設部長 金岡英雄君。 

○金岡建設部長   今私が聞いておるんでは、そういう等の中の、嫌気等についても準

備をしておるというふうに聞いておりますので。 

○松 浦 議 長   他に質疑ありませんか。 

  〔質疑なし〕 

○松 浦 議 長   質疑なしと認めます。 

          これをもって、質疑を終結いたします。  

 お諮りします。 

 本件は、委員会への付託を省略いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

  〔異議なし〕 

○松 浦 議 長   ご異議なしと認め、委員会への付託を省略いたします。 

          これより討論に入ります。 
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          討論はありませんか。 

           〔討論なし〕 

○松 浦 議 長   討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

          お諮りします。 

          これより議案第４８号、平成１７年度安芸高田市コミュニティ・プ

ラント整備事業特別会計補正予算（第２号）の件を、起立により採決

いたします。 

          本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

           〔起立多数〕 

○松 浦 議 長   起立多数であります。 

          よって本件は、原案のとおり可決されました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第１０ 議案第４９号 平成１７年度安芸高田市簡易水道事 

業特別会計補正予算（第４号） 

○松 浦 議 長   日程第１０、議案第４９号、平成１７年度安芸高田市簡易水道事業

特別会計補正予算（第４号）の件を議題といたします。 

          この際、議案の朗読を省略いたします。 

          提出者から、提案理由の説明を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   議案第４９号、平成１７年度安芸高田市簡易水道事業特別会計補正

予算（第４号）でございます。提案理由の説明を申し上げます。 

本案は、既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ、１億

８３万円を減額し、予算の総額を１０億９５７万４千円とするもので

ございます。 

歳入につきましては、使用料及び手数料５４５万１千円、繰入金１

億３，０５３万４千円をそれぞれ追加し、分担金及び負担金７１万５

千円、諸収入１，５００万円、市債２億２，１１０万円をそれぞれ減

額するものでございます。歳出につきましては、総務費６２万２千円、

施設費９，８８１万８千円、公債費１３９万円をそれぞれ減額するも

のでございます。 

次に、繰越明許費の補正でございますが、地方自治法第２１３条第

１項の規定により、翌年度に繰り越して使用できる事業費として、３，

３３６万８千円を繰越明許費とするものであります。また、地方債の

補正につきましては、その借り入れ限度額を、１億７，０２０万円と

定めるものであります。 

よろしく審議を賜りたいと思います。 

○松 浦 議 長   これをもって、提案理由の説明を終わります。 

この際、担当部長から要点の説明を求めます。 

建設部長 金岡英雄君。 

○金岡建設部長   失礼いたします。議案第４９号の要点のご説明をさせていただきま

す。８ページをお願いします。 
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歳入でございますが、１款分担金負担金、１項分担金でございます

が、精算見込みにより、１７５万６千円を減額させていただいており

ます。２項負担金につきましては、吉田給水区の消火栓新設工事や、

八千代給水区の県の砂防河川工事に伴います水道管移設について、そ

の工事負担金として、１０４万１千円を計上させていただいておりま

す。２款使用料及び手数料では、精算見込みにより使用料におきまし

て、５０８万３千円を追加し、２項手数料では、検査手数料等３５万

２千円を減額しております。６款繰入金、１項他会計繰入金の一般会

計からの繰入金につきましては、精算見込み及び簡易水道債から、一

部過疎債への借りかえ等によりまして、１億３，０５３万４千円を追

加させていただいております。８款諸収入、２項雑入の減額１，５０

０万円ございますが、八千代給水区におきまして、当初下水道工事に

より水道移転補償を見込んでおりましたが、ルート変更等もございま

して、移転が、補償物件がなくなったということで減額をさせていた

だいておるもんでございます。９款の市債でございますが、起債の借

りかえ等に伴いまして、２億２，１１０万円を減額させていただいて

おります。 

次に、１１ページでございますが、歳出の方、お願いします。 

１款総務費、１項総務管理費の一般管理費でございますが、事務費

や各給水区の精算見込みに伴いまして、６２万２千円の減額をしてお

ります。２款施設費の１項施設管理費では、それぞれの給水見込みに

よりまして、管理運営費におきましては、水質検査等委託料１９３万

２千円の減額。吉田、八千代、美土里、甲田、向原の各給水区の施設

管理費につきましても、精算見込みによりまして、合わせて３１５万

２千円を減額させていただいております。２項の施設建設費でござい

ますが、吉田給水区におきまして、中馬の調整地の施設工事を行う予

定としておりました用地につきまして、山林部ということで地籍の境

界確定がなかなかできないということで、それらに伴いまして調整池

ができないという状況の中で、給水工事等合わせて、６，４２９万５

千円減額させていただいております。なお、これにつきましては、調

整池ができしだい、１８年度で給水工事を行う予定としております。

八千代給水区におきましては、下水道工事に伴う水道管移設が必要で

なくなったということで、その他工事精算見込みなど合わせまして、

２，６１５万８千円を減額させていただいております。この他、事業

の精算見込みに伴いまして、高宮給水区では５４万円、甲田給水区で

は３３２万３千円を、向原給水区では１３５万円をそれぞれ減額させ

ていただき、合わせまして９，５６６万６千円を減額させていただき

たいとするものでございます。 

４ページをお願いいたします。 

４ページの第２表、繰越明許費でございますが、先ほどご説明をさ

せていただきましたように、中馬の施設用地の取得に時間を要したた
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め、翌年度の繰越額としまして、３，３３６万８千円を追加させてい

ただきたいとするものでございます。 

５ページの第３表、地方債の補正でございますが、精算見込み、あ

るいは起債の借りかえなどにより、補正前の額から２億２，１１０万

円を減額し、補正後の限度額を１億７，０２０万円とさせていただき

たいものでございます。 

以上でございます。 

○松 浦 議 長   以上で、要点説明を終わります。 

これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

 〔質疑なし〕 

○松 浦 議 長   質疑なしと認めます。 

          これをもって質疑を終結いたします。  

        お諮りします。 

        本件は、委員会への付託を省略いたしたいと思います。 

        これにご異議ありませんか。 

         〔異議なし〕 

○松 浦 議 長   ご異議なしと認め、これより討論に入ります。 

          討論はありませんか。 

           〔討論なし〕 

○松 浦 議 長   討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

          お諮りいたします。 

          これより議案第４９号、平成１７年度安芸高田市簡易水道事業特別

会計補正予算（第４号）の件を、起立により採決いたします。 

          本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

           〔起立多数〕 

○松 浦 議 長   起立多数であります。 

          よって本件は、原案のとおり可決されました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第１１ 議案第５０号 平成１７年度安芸高田市飲料水供給 

事業特別会計補正予算（第２号） 

○松 浦 議 長   日程第１１、議案第５０号、平成１７年度安芸高田市飲料水供給事

業特別会計補正予算（第２号）の件を議題といたします。 

          この際、議案の朗読を省略いたします。 

          提出者から、提案理由の説明を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   議案第５０号、平成１７年度安芸高田市飲料水供給事業特別会計補

正予算（第２号）でございます。提案理由の説明を申します。 

本案は、既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ、３３

０万円を減額し、予算の総額を２，２７２万５千円とするものでござ

います。 
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歳入につきましては、分担金及び負担金５万１千円を追加し、使用

料及び手数料５万１千円、繰入金１０万円、市債３２０万円をそれぞ

れ減額するものでございます。歳出につきましては、施設費３３０万

円を減額するものでございます。また、地方債の補正につきましては、

その借り入れ限度額を、１，３００万円と定めるものでございます。 

以上、よろしく審議を賜りたいと思います。 

○松 浦 議 長   これをもって、提案理由の説明を終わります。 

この際、担当部長から要点の説明を求めます。 

建設部長 金岡英雄君。 

○金岡建設部長   失礼いたします。議案第５０号の要点の説明をさせていただきます。

８ページをお願いします。 

まず、歳入でございますが、１款分担金及び負担金でございますが、

精算見込みによりまして、５万１千円を追加、また２款使用料及び手

数料では、同様に精算見込みで、５万１千円の追加をさせていただい

ております。３款繰入金の一般会計からの繰入金につきましては、１

０万円の減額でございます。６款市債でございますが、３２０万円の

減額をさせていただいております。 

          次に、歳出でございますが、１０ページをお願いします。 

２款施設費、１項施設管理費では、精算見込み等に伴いまして、工

事請負費３３０万円の減額をさせていただいております。 

４ページにお戻りいただきたいと思います。第２表、地方債の補正

でございますが、補正前の額から３２０万円を減額し、補正後の限度

額を１，３００万円とさせていただきたいとするものでございます。 

以上でございます。 

○松 浦 議 長   以上で、要点の説明を終わります。 

これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

  〔質疑なし〕 

○松 浦 議 長   質疑なしと認めます。 

          これをもって、質疑を終結いたします。 

お諮りします。 

         本件は、委員会への付託を省略いたしたいと思います。 

         これにご異議ありませんか。 

          〔異議なし〕 

○松 浦 議 長   ご異議なしと認め、これより討論に入ります。 

          討論はありませんか。 

           〔討論なし〕 

○松 浦 議 長   討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

          お諮りします。 

          これより議案第５０号、平成１７年度安芸高田市飲料水供給事業特

別会計補正予算（第２号）の件を、起立により採決いたします。 
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          本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

           〔起立多数〕 

○松 浦 議 長   起立多数であります。 

          よって本件は、原案のとおり可決されました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第１２ 議案第５１号 平成１７年度安芸高田市水道事業会 

計補正予算（第１号） 

○松 浦 議 長   日程第１２、議案第５１号、平成１７年度安芸高田市水道事業会計

補正予算（第１号）の件を議題といたします。 

          この際、議案の朗読を省略いたします。 

          提出者から、提案理由の説明を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   議案第５１号、平成１７年度安芸高田市水道事業会計補正予算（第

１号）でございます。提案理由の説明を申し上げます。 

本案は、予算第３条の収益的収入及び既決の予定額３億６７万円へ、

補正予定額６１８万円を減額し、予定総額をそれぞれ２億９，４４９

万円とするものでございます。次に、予算第４条に定めた資本的収入

及び資本的支出につきましては、収入の既決予定額４億９，２９２万

円に補正予定額１億４，７５６万７千円を減額し、予定総額を３億４，

５３５万３千円とし、支出の既決予定額６億５１８万５千円に補正予

定額１億５，１５６万３千円を減額し、予定総額を４億５，３６２万

２千円とするものでございます。資本的収入額が、資本的支出額に対

して不足する額１億８２６万９千円は、当年度分消費税及び地方消費

税資本的収支調整額１，１４４万７千円、過年度分の損益勘定留保資

金５８５万９千円、当年度分損益勘定留保資金６，７７３万８千円、

建設改良積立金２，３２２万５千円で補填するものでございます。ま

た、一時借入金の補正につきましては、その借入限度額を５千万円か

ら２億円に改めるものでございます。 

以上、よろしく審議賜りたいと思います。 

○松 浦 議 長   これをもって、提案理由の説明を終わります。 

この際、担当部長から要点の説明を求めます。 

公営企業部長 金岡英雄君。 

○金岡公営企業部長   それでは、議案第５１号の要点についてご説明させていただきます。 

水道事業の経営等にかかる第３条予算でございますが、収益的収入

及び支出について、予算説明資料によりご説明を申し上げますので、

９ページをお願いします。 

収益的収入及び支出、双方との既決予定額３億６７万円から６１８

万円を減額し、予定総額を２億９，４４９万円とするものでございま

す。収入の主なものでございますが、それぞれの決算見込みに伴いま

して、１款事業収益、１項営業収益、１目の給水収益では、１２月ま

での水道使用料、量水器使用料等の実績に基づきまして、２８３万６
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千円の減額、２目の受託工事収益では、２０万２千円を減額、３項で

はその他の営業収益では、検査手数料等２万４千円を増額しておりま

す。２項１目の営業外収益では、受取利息及び配当金で、預金利息３

千円の減額、３目消費税還付金では、４４７万７千円の減額。４目雑

収益では、建物災害共済給付金１１３万５千円の増額。３項特別利益

では、過年度損益修正益としまして、千円の増額をしております。 

続きまして、支出の主なものでございますが、それぞれ決算等の見

込みに伴いまして、１款事業費、１項営業費では、１，６９９万２千

円を減額しておりますが、そのうち１目の原水及び浄水費は、光熱水

費や業務委託料など、４０８万６千円の減額でございます。２目配水

及び給水費では、材料費４７万９千円の増額。３目受託工事費では、

４７万５千円の減額。４目総係費では、職員の給与関係及び業務委託

料など合わせまして、９１０万円の減額。５目減価償却費では、３３

９万４千円の減額。６目資産減耗費では、固定資産除却費４１万６千

円の減額。２項営業外費用では、１目支払利息及び企業債取扱諸費で

企業利息など１１７万４千円の減額。３項特別損失では過年度損益修

正損で１０万円の増額。４項予備費では、１，１８８万６千円の増額

をさせていただいております。 

続きまして、建設改良にかかります第４条予算でございますが、資

本的収入及び支出についてご説明申し上げますので、１２ページお願

いします。 

収入でございますが、１款資本的収入の既決予定額４億９，２９２

万円から、補正予定額１億４，７５６万７千円を減額し、予定総額を

３億４，５３５万３千円とするものでございます。その主なものは、

それぞれ精算見込みに伴いまして、１款資本的収入、１項分担金では

４７６万７千円の増額、２項下水道工事に伴う水道管移設負担金では、

２，０７９万４千円の減額、３項出資金では一般会計からの出資金と

しまして、１，６６０万円の減額。４項補助金では、１，９９４万円

を減額、５項企業債では、９，５００万円を減額するものでございま

す。 

次に、支出でございますが、１項の資本的支出の既決予定額６億５

１８万５千円から、補正予定額１億５，１５６万３千円を減額し、予

定総額を４億５，３６２万２千円とするものでございます。１項の施

設改良費では１億５，１５６万３千円を減額し、予定総額を３億９，

２８８万４千円とするものでございます。主なものは、それぞれ清算

見込みに伴うものでございますが、１目の配水改良費で、施設の業務

委託料や工事請負費など合わせまして、４，１７９万４千円の減額。

２目営業設備費では、量水器の購入費１０６万９千円の減額。３目で

は、固定資産取得費で業務委託料１９５万円の減額。４目小山地区拡

張事業では、工事量の減少等に伴いまして４，５２８万円の減額。５

目、横山地区拡張事業におきましても工事量の減少なりに伴いまして、
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６，１３０万７千円の減額でございます。６目甲立浄水場移転事業費

では、１６万３千円の減額を行っております。 

続きまして、予算にかかります予定損益についてご説明申しますの

で、６ページにお戻りをください。 

営業利益では１の事業収益、２億７，７０５万２，８７８円から２

の営業費用２億１，５８６万１６０円の差引額、６，１１９万２，７

１８円となっております。経常利益では、営業利益額から４の営業外

費用３，６１９万５，７７５円の差引額、２，４９９万６，９４３円

となっております。したがいまして、当年度純利益としましては、こ

の経常利益額から５の特別利益６６６円、６の特別損失１０万４０３

円の関係から２，４８９万７，２０６円を予定をしております。 

なお、この額に前年度繰越利益剰余金２，７６８万６，８９７円を

加えた、当年度未処分利益剰余金の予定額といたしましては、５，２

５８万４，１０３円となっております。 

続きまして７ページをお願いします。予算にかかります、貸借対照

についてご説明を申し上げます。 

まず、資産の部でございますが、１の固定資産の合計額が２７億３，

９９１万６，２４４円を２の流動資産の合計額、２億４，２７７万７，

６５３円を予定をしております。したがいまして、資産合計の予定額

は２９億８，２６９万３，８９７円となっております。 

８ページをお願いします。負債の部でございますが、３の流動負債

の合計額が１億５千万円でございます。 

次に、資本の部でございますが、４の資本金の合計額が１２億４，

３０５万３，０８２円。５の剰余金の合計額は、１５億８，９６４万

８１５円で、資本金合計額と剰余金合計額を合わせた資本合計額は、

２８億３，２６９万３，８９７円となっております。したがいまして、

負債資本の合計の予定額としましては、２９億８，２６９万３，８９

７円でございます。 

予算書の２ページにお戻りをいただきたいと思います。 

補正予算書の第４条の一時借入金でございますが、その限度額につ

きましては、５千万円から２億円とさしていただきたいものでござい

ます。 

第５条の議会の議決がなければ流用することができない経費としま

しては、職員給与費の既決予定額５，８８５万８千円から、５２５万

１千円を減額し、予定総額を５，３６０万７千円とさせていただきた

いとするものでございます。 

以上でございます。 

○松 浦 議 長   以上で、要点説明を終わります。 

これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

  〔質疑なし〕 
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○松 浦 議 長   質疑なしと認めます。 

          これをもって、質疑を終結いたします。  

 お諮りします。 

         本件は、委員会への付託を省略いたしたいと思います。 

         これにご異議ありませんか。 

          〔異議なし〕 

○松 浦 議 長   ご異議なしと認め、これより討論に入ります。 

          討論はありませんか。 

           〔討論なし〕 

○松 浦 議 長   討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

          お諮りします。 

          これより議案第５１号、平成１７年度安芸高田市水道事業会計補正

予算（第１号）の件を、起立により採決いたします。 

          本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

           〔起立多数〕 

○松 浦 議 長   起立多数であります。 

          よって本件は、原案のとおり可決をされました。 

          お諮りします。１４時５５分まで１５分間休憩をします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ２時３８分 休憩 

午後 ２時５５分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第１３ 議案第１号 広島県市町職員退職手当組合を組織す 

る地方公共団体の数の増加及び組合規約の変更につ 

いて 

○松 浦 議 長   それでは、時間が参りましたので、再開をいたします。 

日程第１３、議案第１号、広島県市町職員退職手当組合を組織する

地方公共団体の数の増加及び組合規約の変更についての件を議題とい

たします。 

          この際、議案の朗読を省略いたします。 

          提出者から、提案理由の説明を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   議案第１号、広島県市町退職手当組合を組織する地方公共団体の数

の増加及び組合規約の変更についてでございます。提案理由の説明を

申し上げます。 

本案は、広域合併に伴い、平成１８年４月１日から大竹市、竹原市、

及び宮島競艇施行組合が新たに広島県市町職員退職手当組合に加入い

たしますことから、同組合の規約を変更することについて、議会の議

決を求めるものです。 

よろしく審議を賜りたいと思います。 

○松 浦 議 長   これをもって、提案理由の説明を終わります。 
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この際、担当部長から要点の説明を求めます。 

総務部長 新川文雄君。 

○新川総務部長   議案第１号、広島県市町職員退職手当組合を組織する地方公共団体

の数の増加及び組合規約の変更についての要点のご説明を申し上げま

す。 

本組合規約の変更につきましては、お手元の方に配布させていただ

いております、平成１８年第１回定例会議案説明資料の関係資料部分

についてのみご説明をさせていただきたいと思っております。 

          まず、１ページをお開きいただきたいと思います。今回の規約の改

正でございますが、合併に伴いまして１８年４月１日から大竹市、竹

原市及び宮島競艇施行組合が、新たに職員退職手当組合の方に加入を

いたすものでございます。まず、一番左側に掲げておりますのが改正

後、その中ほどが改正前。改正の説明欄を掲げておるところでござい

ます。改正前の第２条関係でございますが、別表第１というのがある

わけですが、改正後におきましては第２条中別表に改めるものでござ

います。 

続きまして別表の２条関係で、そこに改正前に掲げております、市

の中におきましては三原市の次に大竹市、竹原市を加入するものでご

ざいます。それと、佐伯郡の宮島町、大野町を削除し、瀬戸田町、大

崎上島を大崎上島町、因島市の中学校組合、廿日市、大野衛生組合は、

逆に加入しないという状況で削除するわけでございます。また、広島

中部台地土地改良施設管理組合を広島中部台地土地改良施設管理組合、

また、宮島競艇施行組合に改めるものであります。 

このことによりまして、退職手当組合のそうした加入団体におきま

しても、改正後におきましては８市、８町、１４の一部施行組合の３

０団体に改正後においてはなります。また改正前におきましては、６

町、１１町、１５の一部事務組合の３２団体が施行してきたものを３

０団体に改めるものでございます。 

附則といたしまして、この規約につきましては、平成１７年の４月

１日から施行するものでございます。 

以上でございます。 

○松 浦 議 長   以上もって要点説明を終わります。 

これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

  〔質疑なし〕 

○松 浦 議 長   質疑なしと認めます。 

          これをもって、質疑を終結いたします。 

 お諮りします。 

 本件は、委員会への付託を省略いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

  〔異議なし〕 
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○松 浦 議 長   ご異議なしと認め、これより討論に入ります。 

          討論はありませんか。 

           〔討論なし〕 

○松 浦 議 長   討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

          お諮りいたします。 

          これより議案第１号、広島県市町職員退職手当組合を組織する地方

公共団体の数の増加及び組合規約の変更についての件を、起立により

採決いたします。 

本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

  〔起立多数〕 

○松 浦 議 長   起立多数であります。 

          よって本件は、原案のとおり可決されました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第１４ 議案第２号 広島県市町公務災害補償組合を組織す 

る地方公共団体の数の増加及び組合規約の変更につ 

いて 

○松 浦 議 長   日程第１４、議案第２号、広島県市町公務災害補償組合を組織する

地方公共団体の数の増加及び組合規約の変更についての件を議題とい

たします。 

          この際、議案の朗読を省略いたします。 

          提出者から、提案理由の説明を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   議案第２号、広島県市町公務災害補償組合を組織する地方公共団体

の数の増加及び組合規約の変更についてでございます。提案理由の説

明を申し上げます。 

          本案は、広域合併に伴いまして、平成１８年４月１日から大竹市が

新たに広島県市町公務災害補償組合に加入しますことから、同組合の

規約を変更することについて議会の議決を求めるものでございます。 

よろしく審議を賜りたいと思います。 

○松 浦 議 長   これをもって、提案理由の説明を終わります。 

この際、担当部長から要点の説明を求めます。 

総務部長 新川文雄君。 

○新川総務部長   議案第２号の要点のご説明をいたします。２ページの議案第２号関

係におきます、広島県の市町公務災害補償組合規約の変更の新旧対称

表に基づきましてご説明をさせていただきます。 

改正前におきましては、別表中因島市を削り、三原市を三原市、大

竹市に改めて同表の佐伯郡の項を削りまして、同表豊田郡の「瀬戸田

町、大崎上島町」を大崎上島町に改めるものでございます。また同表、

深安郡の項を削りまして同表中の瀬戸田町因島市中学校組合、深品環

境衛生組合及び廿日市大野衛生組合を削るものでございます。 

この規約につきましては、１８年の４月１日から施行をいたすもの
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でございます。改正前の加入町村におきましては、７市１３町、１７

の一部事務組合で設立をされており、３７団体の組織であったものが

改正後におきましては、７市９町１４の一部事務組合の組織で３０団

体として、組織をされるものでございます。 

以上で、要点の説明を終わります。よろしくお願いします。 

○松 浦 議 長   以上で要点説明を終わります。 

これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

  〔質疑なし〕 

○松 浦 議 長   質疑なしと認めます。 

          これをもって、質疑を終結いたします。  

 お諮りします。 

 本件は、委員会への付託を省略いたしたいと思います。 

         これにご異議ございませんか。 

          〔異議なし〕 

○松 浦 議 長   ご異議なしと認め、委員会への付託を省略いたします。 

          これより討論に入ります。 

          討論はありませんか。 

           〔討論なし〕 

○松 浦 議 長   討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

          お諮りします。 

          これより議案第２号、広島県市町公務災害補償組合を組織する地方

公共団体の数の増加及び組合規約の変更についての件を、起立により

採決いたします。 

         本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

          〔起立多数〕 

○松 浦 議 長   起立多数であります。 

          よって本件は、原案のとおり可決されました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第１５ 議案第６号 安芸高田市議会の議員の報酬及び費用 

弁償等に関する条例の一部を改正する条例 

○松 浦 議 長   日程第１５、議案第６号、安芸高田市議会の議員の報酬及び費用弁

償等に関する条例の一部を改正する条例の件を議題といたします。 

          この際、議案の朗読を省略いたします。 

          提出者から、提案理由の説明を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   議案第６号、安芸高田市議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する

条例の一部を改正する条例でございます。提案理由の説明を申し上げ

ます。 

本案は、人事院勧告に基づきまして、平成１７年度１２月期に期末

手当を０．０５月引き上げましたものを、平成１８年度からは６月期
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及び１２月期にそれぞれ０．０２５月を割り振るよう条例の一部を改

正するものでございます。 

以上、よろしく審議を賜りたいと思います。 

○松 浦 議 長   これをもって、提案理由の説明を終わります。 

この際、担当部長から要点の説明を求めます。 

総務部長 新川文雄君。 

○新川総務部長   議案説明資料の５ページをお願いします。議案第６号安芸高田市議

会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例に

つきまして、新旧対照表に基づきまして、ご説明をいたします。 

今回の改正の内容でございますが、人事院勧告に基づきまして、平

成１７年の１２月期で、期末手当を０．０５カ月上げたものでござい

ます。今回、１８年度からにおきましては、平成１８年度から６月期

と１２月期に、それぞれ０．０５カ月分あったものを、６月と１２月

にそれぞれ割り振るという状況でございます。 

第５条の期末手当の額でございますが、２項の中で、６月に支給す

る場合においては１００分の２１０とありますのを、改正後におきま

しては１００分の２１２．５、１２月に支給するものにあっては、１

００分の２３５を、改正後におきましては、１００分の２３２．５を

乗じて得た額にするというものでございます。それぞれ、０．０５ヵ

月の％を６月と１２月に合わせまして、全体の支給額につきましては、

４．４５％に変動はございません。 

そういう状況でございますんで、この条例につきましては附則とい

たしまして、平成１８年４月１日から施行するものでございます。 

よろしくお願いします。 

○松 浦 議 長   以上で、要点説明を終わります。 

これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

  〔質疑なし〕 

○松 浦 議 長   質疑なしと認めます。 

          これをもって、質疑を終結いたします。 

          お諮りします。 

          本件は、委員会への付託を省略いたしたいと思います。 

          これにご異議ございませんか。 

           〔異議なし〕 

○松 浦 議 長   ご異議なしと認め、委員会への付託を省略いたします。 

          これより討論に入ります。 

          討論はありませんか。 

           〔討論なし〕 

○松 浦 議 長   討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

          お諮りいたします。 

          これより議案第６号、安芸高田市議会議員の報酬及び費用弁償等に
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関する条例の一部を改正する条例の件を、起立により採決いたします。 

          本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

           〔起立多数〕 

○松 浦 議 長   起立多数であります。 

          よって本件は、原案のとおり可決されました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第１６ 議案第７号 安芸高田市特別職の職員で非常勤のも 

のの報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正 

する条例 

○松 浦 議 長   日程第１６、議案第７号、安芸高田市特別職の職員で非常勤のもの

の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の件を議題

といたします。 

          この際、議案の朗読を省略いたします。 

          提出者から、提案理由の説明を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   議案第７号、安芸高田市の特別職の職員で非常勤のものの報酬及び

費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例でございます。提案理

由の説明を申し上げます。 

本案は、法の改正等に基づく新たな制度の導入などに伴いまして、

国民保護協議会委員ほか５件の非常勤特別職員を設置するものでござ

います。 

なお、これと併せてプランの策定が完了いたしましたことから、男

女共同参画プラン策定委員会委員を廃止するよう条例の一部を改正す

るものでございます。 

よろしく審議を賜りたいと思います。 

○松 浦 議 長   これをもって、提案理由の説明を終わります。 

この際、担当部長から要点の説明を求めます。 

総務部長 新川文雄君。 

○新川総務部長   議案の説明資料の６ページからお願いいたします。 

議案第７号に伴います、非常勤のものの報酬及び費用弁償等に関す

る条例の新旧対照表でございます。 

まず、非常勤等の条例の一部改正する条例内容ですが、改正前の別

表、また改正後の別表ということでございますけども、男女共同参画

プラン策定委員会の委員の項を削りまして、適応指導教室指導員の項

の次に国民保護協議会委員学識経験者で、日額１万３千円、また一般

委員で７千円。青少年育成プラン策定委員会委員、日額７千円、地域

保健対策委員、日額７千円、地域包括支援センター運営協議会委員、

日額７千円、農業技術指導員、月額１９万円、子どもの体力向上実践

事業安芸高田市実行委員会委員、日額１万３千円等、それぞれ定める

ものでございます。 

附則につきましては、この条例につきまして、平成１８年４月１日
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から施行するものでございます。 

以上でございます。よろしくお願いします。 

○松 浦 議 長   以上で、要点の説明を終わります。 

これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

○明 木 議 員   議長。 

○松 浦 議 長   １番 明木一悦君。 

○明 木 議 員   以前にもお聞きしてるんですけど、このたび、またここで学識経験

者と出てきてますけども、この定義について前回その辺ははっきりさ

せていくというような答弁をいただいたと思うんですけど、今回この

学識経験者というのは、どういう位置づけになるのかお伺いします。 

それから、これに伴って他のところも見直す必要が出てきてるんじ

ゃないかなというふうに感じるんですけど、実は、ホームページの方

で教育委員会の方が教育介助員、また、非常勤講師を募集しとるわけ

ですけど、これについての報酬が月額１７万８千円ということで、両

方なっておるわけですけども、非常勤に対しては、これは小学校、中

学校の教員免状を要することで募集されとるものです。しかし、教育

介助員の方は、その必要がないわけですよね。それなりのやっぱり資

格を持って、これは必要だということで公募されておるわけですけど、

しかしながら教育介助員と非常勤講師についてはですね、同額で１７

万８千円ということで、両方ともこちらの報酬の方へ載ってるわけな

んです。やはりその辺、全体的にこの条例については見直す必要があ

りまして、その辺、やはり学識経験者という位置づけがはっきりして

ないというのは、やっぱりどなたでも学識経験者に持ってきて報酬の

高い方につけれるんじゃないかなという感がありますんで、そのあた

りについてお伺いします。 

○松 浦 議 長   ただいまの質疑に、答弁を求めます。 

          暫時休憩をとります。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ３時１５分 休憩 

午後 ３時１６分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○松 浦 議 長   休憩前に続き、再開いたします。 

先ほどの質疑に、答弁を求めます。 

総務部長 新川文雄君。 

○新川総務部長   確かに非常勤特別職の委員の報酬の額等につきましては、それぞれ

分野の中での活躍なり、業務を実施していただいておるわけですが、

ここでいう学識経験という条項項目の中には、いろんな角度の中で専

門性の知識を有しておられる大学教授、いろんなそういう専門的なも

のを想定をさせていただいて、１万３千円の額ということで、定めを

させていただいております。ただ、先ほどのホームページの１７万８
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千円というのは、内容的に統制をさせていただく必要があるんではな

かろうかと思っておりますが、今回のこうした農業技術指導員、また

７千円の額については、以前の定めをさせていただいておる面とそう

いう専門的な額ということで、月額なり日額ということで定めをさせ

ていただいておるとこでございます。 

○明 木 議 員   議長。 

○松 浦 議 長   １番 明木一悦君。 

○明 木 議 員   ひとつ確認させていただきます。 

実際にやはりここら辺で、教育委員の方のこれを例に挙げさせてい

ただきましたが、何のために教員の資格を取ったんかなということで

すよね。それなりに自分に投資をして、そういう資格を取って、そう

いう立場になっていくわけなんですね。それについて、資格がなくて

できるものと、資格があってやらないといけないものというのは、や

はり報酬の格差をつけていくことが必要じゃないかなと感じます。ま

た、全体的に見てもそれらについて、今後見直していかれることを考

えられているのかどうかについてですね、それについて答弁いただき

たいと思います。 

○松 浦 議 長   ただいまの質疑に、答弁を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   ただいまのご質問でございます。 

合併時にそれぞれ協議を重ねて決定した事項もございますので、た

だいまのご意見に対してどのようにするかというのは、今後、検討課

題として検討をさしていただきたいと思います。 

○松 浦 議 長   他に質疑ありませんか。 

○入 本 議 員   議長。 

○松 浦 議 長   １４番 入本和男君。 

○入 本 議 員   現在、財政難というかたちでですね、補助金とかいろんな面でカッ

トというかたちが出ておりまして、この数字を見ると全く市長自らも

カット、職員もカットできておる。我々の日当が３千円。そして、審

議がどの程度内容されるんかわからんですが、その先ほどの福祉の方

で、６３万円も残っておる状況の中でね、あまりにもこの数字を見る

と、例えばこれが６，８００円ですとかね、そういうふうな見直しと

いう財源がないから広く浅くというかたちならば、もう少し数字が出

るのがそういうかたちでは慎重に出していただきたいという気がする

んですが、市長さんが合併という言葉が出ましたけども、合併は忘れ

てある面では今の財政面を見て、基本的には思わにゃいけんですが、

やっぱり現在こういう全体、町をあげて、市をあげて財政難に取り組

んでおる中で、やはり少し数字が、こういう出される数字がちょっと

安易じゃないかと思うんですが、そういう過程についての説明をお願

いします。 

○松 浦 議 長   ただいまの質疑に、答弁を求めます。 
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          総務部長 新川文雄君。 

○新川総務部長   本議案につきましては、確かに前合併の時に、いろんな各委員さん

の方の統制を、６町の中で調整をさせていただき、この費用弁償に関

する条例の中で定めをさせていただいとるとこでございます。 

確かにご指摘いただくように、今日の状況につきましては、非常に

財政的なかたちの中にも重要視の問題も出てくるわけですが、ただ１

時間、２時間という状況はないように思っております。どちらにして

も、その各委員さんにおかれましても、やはり１日職務等のかたちに

おきましては、休日を取っていただかなくてはならないというような

状況等もございますので、そういう状況の緩和につきましては、現状

の７千円の額というものを採択をさせていただいたところでございま

す。以前のそうした額につきましても、やはり専門性が高い大学の教

授等の額を参考し、このたび、今の専門の国民保護の委員さんが学識

経験ですか、そういうところからもそういう金額に対して、数字とい

うものを与えさせていただいたという状況でございますのでよろしく

お願いします。 

○松 浦 議 長   他に質疑ありませんか。 

○青 原 議 員   議長。 

○松 浦 議 長   １１番 青原敏治君。 

○青 原 議 員   先ほどの明木議員の関連になろうかと思いますけど、教育介助員、

非常勤講師の募集のことで、教育委員会はどういうふうな考えを持っ

ておられるのかちょっとお聞きをしたいと思います。 

○松 浦 議 長   答弁を求めます。 

          教育長 佐藤勝君。 

○佐藤教育長   まず、募集をホームページでしたということについては、いつの議

会でございましたか、いろんな委員を選ぶときには、公募したらどう

かというご意見がございました。直接そういうことについて人員を確

保するということは、非常に難しい今の実態にあるわけで、広く人材

を確保して、その中から応募していただいた中から、私たちも選ばせ

ていただいて、選考させていただいて適任者をそれぞれの学校に配置

したいということでございます。非常勤特別職の中で、まず、非常勤

講師の場合でございますが、これは直接に子どもの教科に対する授業

をする先生でございます。したがって、教員免許がないとその人は授

業に直接参画することができませんから、これは教員免許がいります

よと。今度は、教育介助員というのは教員の教科の指導をするわけで

はないんです。しかしながら、足が不自由であったり、下の世話をし

なければならない。なかなか人の確保が難しい。ただ単にそれを力で

できるからするというんではなしに、やはり心が伴わなっていないと

その子どもの、障害を持っている子どもを世話することができないと

いうことがありまして、確保することが難しい。広く公募もしたいと

いうこともあって、ホームページに出して、あるいはその違いについ
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ては、先ほど言いましたように授業をするのか、あるいはその子ども

の世話をして授業に参画させるようにするようにするのかというよう

なことで、そういうふうにしているとご理解いただきたいと思います。 

以上です。 

○青 原 議 員   議長。 

○松 浦 議 長   １１番 青原敏治君。 

○青 原 議 員   教育委員会の考え方は大方わかったんですが、学級介助員について

は、先般も話をさせていただいた中で、やはりこれは資格がないとい

けないよというような話まで出て、今度は資格いう資格者の人にそう

いうところで、公募をして、ホームページで公募されるのもいいんで

すが、やはり市内全域にいきわたるような公募の仕方をしていただけ

ればと。皆さんがパソコン持っておればいいんですけど、全部が全部

持っておるわけじゃないんで、そういう意味合いで、私は知らんかっ

たよとか、全然そういうのは聞いてないよというんではなしに、やは

り行政嘱託員さんもおられますので、回覧で回すとかそういう方法も

とれると思いますので、そこらあたりのことも加えて、お願いをして

みたいと思うんですが、その考えがあるかないか、お答えをいただき

たいと思います。 

○松 浦 議 長   質疑に答弁を求めます。 

          教育長 佐藤勝君。 

○佐藤教育長   ただいまのご質問に、お答えしたいと思います。 

当初はそのことも想定をして、ハローワークの方へお願いをしよう

かということも考えたわけでございますけども、ほとんどの今までの

他の事例を見ますと、ホームページで募集をしておられるということ

が、多くあったということもありまして、今の段階初めての試みでご

ざいますので、ホームページで募集をさせてもらうということと同時

に、安芸高田市の教育についても、そのなかで一部知ってもらうこと

もできる内容もありますので、そこも知ってもらいながら来ていただ

きたいということもあって、ただ単に人を募集するということでなし

に、安芸高田の教育も知っていただきたいということから、このよう

にしていただきました。今後については、先ほどの意見も頭に入れな

がら、検討もさせていただきたいと思います。 

以上です。 

○松 浦 議 長   他に質疑ありませんか。 

○明 木 議 員   議長。 

○松 浦 議 長   １番 明木一悦君。 

○明 木 議 員   市長の答弁あったんですが、合併当初に決めたという話なんですが、

やはりここを見ていくと、例えば非常勤講師について言わせていただ

ければですね、要件として１日６時間拘束されて、週５日の拘束なん

ですよ。そうすれば、日額で７千円切っとるんですよね。専門性を持

った、職種になるわけですよね。それであれば、学識経験者というこ
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とになるんではないかと感じるわけですよ。先ほどの説明でもありま

した学識経験者は、専門性を持ったものだよということがありました。

であれば、それを見直す必要があるんではないかと感じるんですけど、

再度答弁をいただきたいと思いますけど、やはりこれを見直していく。

全体にですよ。今のは一部例ですから。全体的に見直していく必要が

あると思われるんですけど、そのあたりをどのようにお考えでしょう

か。 

○松 浦 議 長   ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

          総務部長 新川文雄君。 

○新川総務部長   こうした非常勤の特別職の費用弁償等につきましては、一部的には

業務委託の範囲の中で、整理もさせていただいた行革の一環の中でさ

せていただいておる分野もございます。そういうのが、ここの中にも

項目の中として、条例の中でも生きております。 

今後におきましては、もう少し他市の事例とかですね、先ほどから

出ております教育委員会の所管におけるそうした教育のあり方の問題、

そういうとこも勘案さしていただいて、今後の課題として捉まえさせ

ていただきたいんで、よろしくお願いします。 

○松 浦 議 長   他にありませんか。 

○熊 高 議 員   議長。 

○松 浦 議 長   １０番 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員   改正後の中身に出てくる物は、１８年度の予算の中でいろいろ審議

をする部分もあろうかと思いますが、その前提としてこの条例が出て

きておるわけなんで、一部その内容についてお聞きしたいと思うんで

すが、特に農業技術指導員というのが新たに入ってきておりますが、

この役割、位置づけ、そういったもの、先ほど言いましたように予算

の中で、いろんな議論はあろうと思いますが、今考えておられる内容

というものをお聞きした上で、判断をしたいという思いがしておりま

すし、その下の子どもの体力向上云々という委員、こういったものに

ついても、もう少し内容をお知らせいただきたいというふうに思いま

す。 

○松 浦 議 長   ただいまの質疑に、答弁を求めます。 

          産業振興部長 清水盤君。 

○清水産業振興部長   最初に農業技術指導員の設置の状況でございます。 

市長の施政方針の方で述べておりますが、一番大きな設置の目的に

なりますのは、特に県等の農業指導普及部分の業務縮小というような

状況が年々続いております。当然、ＪＡの指導員が配備をしておるわ

けでございますが、その陣容だけで市内全体をカバーするいうような

状況にはございません。そういった中で、これまでもＪＡさんと協議

を重ねておったわけですが、このたび農業普及びあるいは技術指導の

できる人材を確保して、市とＪＡでそういったところをカバーしてい

く人材を確保するということで、このたび指導員の設置を提案をさし



 119

ていただいておるところでございます。主には、技術指導になってい

ただくわけでございますが、身分といたしましては、非常勤の特別職

ということで、先ほどから出ておりましたが、週３０時間の勤務体系

をとっていただくということでございます。そこの３０時間の具体的

な勤務の形態につきましては、これは技術指導にあたっていただきま

す本人も含めながら、ＪＡと三者で具体的なところにつきましては、

協議を今さしていただいておるところでございます。効率的な活動を

していただくためにも、柔軟な勤務体系を取るべきだろうと考えてお

るところでございます。 

特に農畜産物処理加工施設の今年度秋の稼働、それから近年の産直

市への野菜等の出荷量の減といったような傾向が続いておる中で、特

にそういった部分の指導、普及に携わっていただきたいということで、

このたび、指導員の設置を提案をさせていただいておるところでござ

います。 

以上です。 

○松 浦 議 長   引き続き、答弁を求めます。 

          教育長 佐藤勝君。 

○佐藤教育長   子どもの体力向上実践事業という事業は、国の委嘱事業でございま

して、３カ年の指定を受けながらこの事業を進めております。 

それで、この事業を進めるにあたっては、実行委員会を設けてやり

なさいという指導もあるわけでございまして、大学の先生を初めとし

まして、年に数回会議を開きまして、そこで具体的な取り組みについ

て審議をし、そしてでてきたデーターを、体力テストをやったり、あ

るいは生活の実態調査を行います。その実態調査の分析をもとにして、

さらに次なるステップを考えていくということを取り組んでおるわけ

でございます。筋肉マンをつくるわけではございませんので、体力を

ということは、やはり子どもにとって活力につながるということもご

ざいますし、体力づくりを通しながら、生活のリズムづくりをしてい

くと。そのことが学力に結びつくという大きなひとつの目標も掲げな

がら、この事業がなされておるなかでありまして、体力と生活習慣、

あるいは学力との関係、３つについて調査をしたことを発表するとい

う事業であります。そのための衣食住を安芸高田市が受けて、やって

おると。今すべての学校で縄跳びをやっております。冬の間でも縄跳

びをやっておると思いますが、これは子どもの体力向上実践事業の中

で、一番のメインになる活動のひとつとして、そういうのを取り上げ

てやっておるということでございます。 

先ほど言いましたように、その会議そのものはたびたび開かれると

いうことはございませんけども、年に数回は開き、その費用について

は、国の方の委嘱事業でございますから、国の方からあとからの補填

があるというようにご理解をしていただきたいとこのように思います。 

以上です。 
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○熊 高 議 員   議長。 

○松 浦 議 長   １０番 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員   二つの案件、大体内容はわかったんですが、特に農業技術指導員に

関しては、ＪＡとタイアップしてやるというふうな考えの中で、技術

指導員を置くんだというわけですが、以前から、振興センターですか

ね、正式な名前はちょっと忘れましたが、そういったようなものが１

７年度の当初には出てきたが、今年度は出てきてないという状況の中

で、新たに市長の施政方針の中でこういった体制を組むというふうな

方向転換というんですかね、そういった部分のひとつだろうと思うん

ですが、安芸高田市の産業振興部の中で、組織的な位置づけというん

ですかね、そこらの連携をどんなふうに図れるような組織の中での権

限とか、そういったものを与えていくんかと。これは、また後の審議

の中になろうかと思いますけども、こういった費用が適切なんかどう

かといったことも含めてですね、判断するためには、その役割という

ものが非常に大きなウエイトを占めてくると思うんですね。この１９

万というのが、高いか、安いかの判断になろうかと思うので、産業振

興部の中での組織の位置づけ。そういったものをどんなふうに考えて

いかれるのか。あるいは人員の数、これは、１名なのか、２名なのか、

３名なのか。そういったことも含めて再度確認しておきたいというふ

うに思います。 

もう１点の子どもの体力向上の委員というのは、３カ年ということ

で、要は学識経験者的な人だというふうに認識させていただきました

が、この方もどういった範囲でやられるのかわかりませんが、特に、

近年全国的にも体力が低下し、県内は全国平均よりもさらにまた低下

しておるというような情報もあるようですが、そういったことの取り

組みの事業だと思いますが、やはりこの範囲の中で、1 人そういった

学識経験者をお願いして、委員の方を募ってやるというなかでのまと

め役になるということですね。お伺いします。 

○松 浦 議 長   ただいまの質疑に、答弁を求めます。 

          産業振興部長 清水盤君。 

○清水産業振興部長   農業技術指導員の位置づけでございますが、この設置につきまして

は、ＪＡさんの方とも２年前から協議をさせていただいてきたところ

でございますが、内容からいいますと、やはりそれなりの技術なり、

知識を持った人ということになろうと思います。そういった意味では、

人選等のこともありまして、２年前の年度当初からというような状況

にはなり得なかったわけです。 

１８年度当初からの設置ということで、現在協議を進めさせていた

だいております。設置の人員につきましては、当面、１名の方の設置

を考えさせていただいております。この設置の経費につきましては、

農協と市が２分の１ずつを負担にして、設置をするということでござ

います。先ほども申し上げましたが、特に担っていただくことにつき
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ましては、県の地域営農課がございますが、これの市への指導普及の

担っていただくところは、非常に大がかりな事業の部分への指導・助

言ということに限って支援をいただくというような状況になっており

ますので、これまできめ細かな普及指導をしていただいとったところ

が、手薄になるいうことになる状況になってまいります。特にそうい

ったところをこの技術指導員でカバーしていくということになろうと

思います。 

現在、協議中でございますが、時間的な３０時間というような制限

の中での業務でございますので、その時間を有効的に活用するという

意味においても、身分的には市の方の非常勤職員ということでござい

ますが、業務の場所につきましては、市の産業振興部の地域営農課内

と、それからＪＡの営農センターの営農指導課の２カ所を勤務場所と

して、有効に動いていただくというようなことも、現在ＪＡさんと協

議をさせていただいておるところでございます。 

以上でございます。 

○松 浦 議 長   続きまして、答弁を求めます。 

          教育長 佐藤勝君。 

○佐藤教育長   ただいまの質問にお答えしたいと思います。 

実行委員会の委員長は、具体的な実務をするということがございま

して、美土里小学校の校長が該当しとりますから、この人に対して日

当を払うということはございません。私が話をしましたのは、委員の

中に具体的に申し上げますと安田大学の徳永いう先生にもおいでいた

だいて、資料の分析とか、あるいは具体的な取り組みの内容とかいう

こともやっていただいたり、あるいは市内の体育協会の役員の方にも

その委員になっていただいて、スポーツ少年団、あるいは体協として

の視点から、その問題について検討をしていただくというような会を

もちながら、ただ単に学校だけでやるんでなしに、スポーツ少年団も

上げてこういう子どもの体力についての実践について、あるいは実践

に基づいた結果に基づいて、いろいろとアドバイスしたり、意見をい

ただくというような役目をしていただいとるということが実情でござ

います。 

○熊 高 議 員   議長。 

○松 浦 議 長   １０番 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員   １点だけ、農業技術指導員に対して、農協と折半だという話だった

んですが、本人がいただくのは３８万いただくという理解でよろしい

んでしょうか。 

○松 浦 議 長   答弁を求めます。 

          産業振興部長 清水盤君。 

○清水産業振興部長   金額的には１９万円月額が支払われる報酬でございます。で、支出

の方は市の予算を通しまして、歳入として２分の１相当分をＪＡさん

より歳入を受けております。ということで、処理をさせていただく計
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画でございます。 

○岡 田 議 員   議長。 

○松 浦 議 長   １８番 岡田正信君。 

○岡 田 議 員   おもしろい話を聞いたけぇ、私も聞いてみたくなったんですが、こ

の農業指導員というのは、そういうことで、財政的にはそうですが、

じゃあその人は市の非常勤となるんですが、ＪＡにも勤めながら、こ

っちにも行く、あっちにも行く。籍はＪＡに置いとくんですか。どう

なんですか。 

○松 浦 議 長   答弁を求めます。 

          産業振興部長 清水盤君。 

○清水産業振興部長   身分は市の非常勤職員ということで、市が雇用をさせていただく予

定でございます。勤務場所と申し上げましたのは、かなりの新市全体

のカバーしていただくように計画しておりますので、勤務の時間が３

０時間という、単純に月曜日から金曜日までで割っていきますと、６

時間が１日あたりの時間になるわけですが、そうしますと、当然地域

営農課、吉田の方に勤務していただいて、そっから業務に動いていた

だくというかたちになりますと、そういった往復の時間等もございま

す。そういったところをできるだけ有効に時間活用したいということ

で、出勤をしていただく場所が地域営農課であったり、ＪＡの営農セ

ンターということで、デスクが２つ、２カ所にあるというかたちがと

れないだろうかということの協議を現在させていただいておるという

ことでございます。 

以上でございます。 

○松 浦 議 長   他に質疑ありませんか。 

○藤 井 議 員   議長。 

○松 浦 議 長   ２１番 藤井昌之君。 

○藤 井 議 員   私も関連して１点お伺いしたいと思います。 

この非常勤特別職ですが、今も産業振興部の方へ出勤してというこ

とでございますが、その他の非常勤特別職で指導員的立場、こういっ

たものにつきましては、週３０時間、それぞれ出勤もとへきちっと出

勤されて、この３０時間についてどういう報告をなされてしておるの

か。ここらあたりにもついて、お伺いしたいと思います。 

○松 浦 議 長   ただいまの質疑に対し、答弁を求めます。 

          産業振興部長 清水盤君。 

          暫時休憩とします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ３時４７分 休憩 

午後 ３時４９分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○松 浦 議 長   休憩前に続き、再開いたします。 

          ただいま、藤井議員の質疑に対し、答弁を求めます。 
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          総務部長 新川文雄君。 

○新川総務部長   当然、非常勤の報酬及び費用弁償に係わる条例の中で設置された非

常勤特別職でございます。各市、行政の中には、それぞれの部署にお

ける施設、またそこの中で事務をとっておるということでございます

が、週３０時間の管理体制というものが明確になりうる出勤簿なり、

そういう状況の中で把握をし、総括的な管理というものはそこの所属

長である所属長がですね、総括管理をしておるという判断で現在も実

施をしておるところでございます。 

○藤 井 議 員   議長。 

○松 浦 議 長   ２１番 藤井昌之君。 

○藤 井 議 員   今農業技術指導員で、産業部長の方からいわゆるこの指導員につい

ては、産業部へ出勤をして、それから指導にあたる。または、農協の

方へ行って業務をするということを言われましたので、総体的に他の

指導員であるとか特別職の職員、一定の部署の位置へきちっと出勤さ

れて、それから業務を行っているかどうかということをお伺いさして

いただいております。 

○松 浦 議 長   ただいまの質疑に、答弁を求めます。 

          総務部長 新川文雄君。 

○新川総務部長   基本的に施設の長でありますとか、そうした指導員的な相談員であ

りますとか、そういう状況につきましては、当然、本所に来ていただ

いて、わざわざ本所から支所に帰るとかそういう状況ございますが、

いろんな角度の中では、そういう総合的な判断の中では現場の方へ先

に行って、そうした事務を執行する。そういう状況もあろうかと思い

ます。 

どちらにしましても、そうした勤務体制の明らかな状況というのは、

そこの現場の所属長が把握をしておるという状況でございますので、

多少のケースバイケースというものは出てこようと思いますが、ある

施設だけでおる責任者であれば、そこへ行って毎日の行動起こると思

いますが、相談員さんとかそういう指導員というのはやはり、ケース

バイケースの問題点は出てくるんだろうかと思っております。それは

やはり、その日その日の日常の管理に基づくものではないかと思って

おります。 

以上です。 

○松 浦 議 長   他にありませんか。 

○明 木 議 員   委員会付託をお願いしたいんですけど。 

○松 浦 議 長   暫時、休憩します。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ３時５３分 休憩 

午後 ３時５７分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○松 浦 議 長   それでは再開いたします。 
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再開しましたので、動議の説明をもう一度お願いします。 

○明 木 議 員   今、大変いろいろな角度で議論されておりますこの非常勤職に対す

る報酬の問題ですね、これについてをもう少し中身、内容について、

もんでいく必要があると考えられますんで、ここで委員会付託につい

ての動議をいたします。 

○松 浦 議 長   ただいま、動議が出ました。 

          これについて、この動議を賛成の方いらっしゃいますか。 

           〔賛成動議なし〕 

○松 浦 議 長   賛成がないようですので、審議続行いたします。 

          他に質疑ありませんか。 

  〔質疑なし〕 

○松 浦 議 長   質疑なしと認めます。 

          これをもって、質疑を終結いたします。 

          お諮りします。 

          本件は、委員会への付託を省略いたしたいと思います。 

          これにご異議ありませんか。 

           〔異議なし〕 

○松 浦 議 長   ご異議なしと認め、これより討論に入ります。 

          討論はありませんか。 

○明 木 議 員   討論があります。 

○松 浦 議 長   討論がありますので、まず本件に対する反対討論の発言を許します。 

           〔反対討論なし〕 

○松 浦 議 長   ないようですので、本件に対する賛成討論の発言を許します。 

○明 木 議 員   議長。 

○松 浦 議 長   １番 明木一悦君。 

○明 木 議 員   先ほど、いろいろな質問をさせていただきました。その中で、執行

部の方の説明によりますと、今後これについては、いろんな角度にお

いて見直していくような検討をこれからされていくというようなこと

がありました。ぜひ、その辺を要望しまして、私は賛成討論とさせて

いただきます。 

○松 浦 議 長   これをもって、討論を終結いたします。 

          お諮りします。 

          これより議案第７号、安芸高田市特別職の職員で非常勤のものの報

酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の件を、起立に

より採決いたします。 

          本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

           〔起立多数〕 

○松 浦 議 長   起立多数であります。 

          よって本件は、原案のとおり可決されました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第１７ 議案第８号 安芸高田市特別職の職員等の給与の特 
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例に関する条例の一部を改正する条例 

○松 浦 議 長   日程第１７、議案第８号、安芸高田市特別職の職員等の給与の特例

に関する条例の一部を改正する条例の件を議題といたします。 

          この際、議案の朗読を省略いたします。 

          提出者から、提案理由の説明を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   議案第８号、議案名、安芸高田市特別職の職員等の給与の特例に関

する条例の一部を改正する条例でございます。提案理由の説明を申し

上げます。 

本案は、市長、助役、収入役及び教育長の給料月額にかかる減額措

置について、その期間を１年間延長し、平成１８年度も引き続き実施

いたしますことから、特例期間を平成１９年３月３１日までとするよ

う、条例の一部を改正するものでございます。 

よろしく審議賜りたいと思います。 

○松 浦 議 長   これをもって、提案理由の説明を終わります。 

この際、担当部長から要点の説明を求めます。 

総務部長 新川文雄君。 

○新川総務部長   議案第８号におきます要点の説明をいたします。 

議案説明資料に基づきまして、ページ数７ページでございます。 

改正前、改正後、改正に伴います説明欄を設けさせていただいてお

ります。第１条の市長等の給料の特例ということで、特例期間を１年

間延長するものでございます。改正前におきましては、平成１７年の

４月１日から平成１８年の３月３１日までの間ということでございま

したが、改正後におきましては、１９年の３月３１日までの間とする

ものでございます。同条の規定によりまして、給料の月額から改正前

におきましては、市長にあっては、その額の１００分の１５。助役に

あっては、その額の１００分の１０。収入役にあっては、その額の１

００分の７に相当する額を減じた額とするものでございます。改正後

におきましても、同額の額の減じた額になるわけでございます。 

第２条の関係で、教育長の給料の特例ということで、このことにつ

きましても、特例期間において教育長の給与を同条の規定の給料月額

から、１００分の７に相当する額から減じた額とする項目でございま

す。改正後におきましても、同額の金額を減ずるというものでござい

ます。 

附則といたしまして、この条例におきましては、１８年の４月１日

から執行するものでございます。 

よろしくお願いいたします。 

○松 浦 議 長   以上で、要点説明を終わります。 

これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

○熊 高 議 員   議長。 
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○松 浦 議 長   １０番 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員   昨年に引き続いて、特別職の給与カットということで、市民に痛み

を伴う立場で、そういった給与カットを１８年度も続けていくという

ことで、ある意味評価をされる部分があるかもわかりませんが、先般

の報酬審議会の答申見ますと、現行の状況がどうとかいうことはない

けども、昨年に引き続いてこういった減額をする方が、市民感情にと

ってよかろうというような答申も出ておりましたんで、そういった流

れでこういったことをやられたんだと思いますが、あっさり任期中は

このカットをするんだというふうなかたちでした方が、すっきりとす

るんじゃないかなという気がするんですが、財政状況がよくなる方向

での部分が考えられれば、１年で次の年度は財政状況を改革して、ま

た元に戻すんだという見通しがあるんなら、こうやって１年ずつの区

切りでもいいと思いますけども、そういった見通しは既にないに等し

いという状況の中で、この１年ごとの特別職のカットというのをどん

なふうに考えておられるのか、お伺いしたいと思います。 

○松 浦 議 長   ただいまの質疑に対し、答弁を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   仰せのように、いろいろ考え方はあると思います。 

当初１年ということでやったわけでございますが、我々としてはや

はり１年様子を見ながらどうなるかということが最初の年はあったわ

けですが、２年目にやはり状況が厳しい状況であるとこういうことか

ら、もう 1 年ということになったわけでございまして、これを長期に

続けていくことが本当にいいことかどうかという問題もあるわけであ

ります。やるんなら、報酬そのものを引き下げるということもあるわ

けでございますんで、そこらは、報酬特別委員会等のご意見も賜りな

がら、今後検討させていただきたいと思います。 

○松 浦 議 長   他に質疑ありませんか。 

  〔質疑なし〕 

○松 浦 議 長   質疑なしと認めます。 

          これをもって、質疑を終結いたします。  

 お諮りします。 

 本件は、委員会への付託を省略いたしたいと思います。 

   これにご異議ありませんか。 

     〔異議なし〕 

○松 浦 議 長   ご異議なしと認め、これより討論に入ります。 

          討論はありませんか。 

           〔討論なし〕 

○松 浦 議 長   討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

          お諮りします。 

          これより議案第８号、安芸高田市特別職の職員等の給与の特例に関

する条例の一部を改正する条例の件を、起立により採決いたします。 
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          本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

           〔起立多数〕 

○松 浦 議 長   起立多数であります。 

          よって本件は、原案のとおり可決されました。 

          お諮りします。 

ここで、休憩をとらせていただきます。 

１６時２０分まで。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ４時 ７分 休憩 

午後 ４時２０分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第１８ 議案第９号 安芸高田市特別職の職員で常勤のもの 

の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例 

○松 浦 議 長   時間が参りましたので、再開いたします。 

日程第１８、議案第９号、安芸高田市特別職の職員で常勤のものの

給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の件を議題といたし

ます。 

          この際、議案の朗読を省略いたします。 

          提出者から、提案理由の説明を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   議案第９号 安芸高田市特別職の職員で常勤のものの、給与及び旅

費の一部を改正する条例でございます。提案理由の説明を申し上げま

す。 

本案は、議案第６号と同様に人事院勧告に基づき、平成１７年度１

２月期に期末手当を０．０５月引き上げましたものを、平成１８年度

からは６月期、及び１２月期にそれぞれ０．０２５月を割り振るよう

条例の一部を改正するものでございます。 

よろしく審議賜りたいと思います。 

○松 浦 議 長   これをもって、提案理由の説明を終わります。 

この際、担当部長から要点の説明を求めます。 

総務部長 新川文雄君。 

○新川総務部長   議案第９号関係に関します、議案説明資料８ページに基づきまして、

ご説明をさせていただきます。 

特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改

正する条例の新旧対照表でございます。改正前と改正後を定めており

ますけども、改正の主旨につきましては、平成１７年の１２月期で期

末手当を０．０５カ月上げたものを、今人事院勧告の平成１８年度か

らにおきましては、６月期と１２月期にそれぞれ０．０２５割り振る

ものでございます。通勤手当等の第４条関係の改正前がありますが、

給与条例第２６条の第２項中に掲げております改正前におきましては、

現在１００分の２１０と１００分の２３５に定めをさせていただいて
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おるわけですが、今回改正後におきましては、第４条関係におきまし

ては、１００分の２１２．５と、１００分の２３２．５に改めるもの

でございます。基本的に改正前におきましても、４．４５％、改正後

におきましても、４．４５％でありまして、０．０２５をそれぞれ、

割り振りをさせていただいておるところでございます。 

附則といたしましては、この条例につきましては、平成１８年４月

１日から施行するものでございます。 

よろしくお願いします。 

○松 浦 議 長   以上で、要点説明を終わります。 

これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

  〔質疑なし〕 

○松 浦 議 長   質疑なしと認めます。 

          これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りします。 

 本件は、委員会への付託を省略いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

    〔異議なし〕 

○松 浦 議 長   ご異議なしと認め、これより討論に入ります。 

          討論はありませんか。 

           〔討論なし〕 

○松 浦 議 長   討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

          お諮りいたします。 

          これより議案第９号、安芸高田市特別職の職員で常勤のものの給与

及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の件を、起立により採決

いたします。 

          本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

           〔起立多数〕 

○松 浦 議 長   起立多数であります。 

          よって本件は、原案のとおり可決されました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第１９ 議案第１０号 安芸高田市職員の給与に関する条例 

の一部を改正する条例 

○松 浦 議 長   日程第１９、議案第１０号、安芸高田市職員の給与に関する条例の

一部を改正する条例の件を議題といたします。 

          この際、議案の朗読を省略いたします。 

          提出者から、提案理由の説明を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   議案第１０号、安芸高田市職員の給与に関する条例の一部を改正す

る条例でございます。提案理由の説明を申し上げます。 

本案は、人事院の給与勧告に伴い、職員の給与を一般職の国家公務
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員の給与改定に準じて改定するよう条例の一部を改正するものでござ

います。 

よろしく審議賜りたいと思います。 

○松 浦 議 長   これをもって、提案理由の説明を終わります。 

この際、担当部長から要点の説明を求めます。 

総務部長 新川文雄君。 

○新川総務部長   議案第１０号関係につきまして、要点のご説明を申し上げます。 

改正前、改正後におきましては、資料に基づきましては、９ページ

からでございます。本市職員の給与に関する条例の一部の改正につき

ましては、一昨年８月１５日に人事院におきまして国家公務員、また

一般職の職員に関する法律に基づきまして、公告が出たとおりでござ

います。そういう構造の中で、このたびの人事院勧告におきましては、

給与構造改革ということによりまして、人事院勧告の概要が出たわけ

でございます。 

その中で本概要の中でも、構造改革に値する主たるものにつきまし

ては、まず１点、給与制度等の改定が主なるものでございます。まず、

給料表の見直しにつきましては、行政職の給与表の見直し、給料表の

水準をですね、平均の４．８％に引き下げるという状況でございます。

そういう状況の中で、主な改正内容といたしましては、若手の係員層

については、引き下げを行わず、中高年層についての引き下げが主た

る要因になっております。そうした率の中でも平均４．８％で中高年

層におきましては、７％台の引き下げにある予定になるわけでござい

ます。このことは、給与カットをカーブをフラット化するという基本

の考え方に立っておる状況でございます。また、今日のそうした給与

状況、経済情勢の中で職務、職責の同質化が進みまして人事管理上の

職務の級として、存続させる必要性の少なくなった現行の３級、また

４級を統合して、現在一般職におきましては８級制で行っております

が、それが７級制に移行することになっていきます。そういう状況で、

現行の１号級あたりの昇級額が非常にきめ細かな勤務成績等も反映し

て行うというとこで、現行の号級を４分割するような、非常に今回の

勧告につきましては、ある程度国に準じて実施していかないと、今後

の市の給与体系というものの確立ができないという状況にあるんでは

なかろうかと思っております。そういう状況で、昇級時期におきまし

ては、年１回 1 月１日に昇級するという状況でございます。今までは

１月、４月、１０月、７月ということで、４回の昇級時期でございま

したが、１月１日を基準として１回になるという状況でございます。

そういう状況で、今回の実施時期につきましては、平成１８年４月１

日から適応する状況にもございますので、新たな給与表への組みかえ

につきましては、国家公務員の取り扱いに準じて、職員の給料月額を

新給料表に切りかえるものとするものでございます。 

なお、今回のこうした給料表の経過措置といたしましては、新たな
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給料表の給料月額が１８年の３月３１日に受けた給料月額に達しない

職員に対しては、その達するまでの間の給料月額は昇級しないという

状況になります。当然、大体今そうした状況の中で、６割ぐらいが新

給料表にすぐ組みかえができないという状況になるんではなかろうか

と思っております。そのことは、４．８％なり、７％の給料カット、

下がっとるわけですから、減給の給料月額を３月３１日の支給額を保

証として、その間５年ないし６年は、新給料に切りかえるまでの同額

の給料表までは、給料が上がらないという状況が出てくるのではなか

ろうかと思っております。 

それと、地域手当という状況で調整手当という項目は、地域手当と

なっておりますので、その内容についてご説明をさせていただきたい

と思っております。 

          まず、先ほどご説明をしたのは、今回の構造改革の大きな給与改正

に伴います、大きなポイントでございます。議案の方でもございます

ように、第２条中につきましては、調整手当を地域手当に改めるいう

ことでございます。 

第７条で、昇級の基準ということがあるわけですが、９ページの説

明事項の中でも掲げておりますように、昇級基準におきましては、そ

れぞれの号級の中で、今までは定めをされておりましたが、昇級基準

におきましては、第７条の方で職員の昇級は規則で定め、同一１年間

におけるそのものの勤務成績に応じて行うものとする、という項目が

うたわれております。２項目の２項におきましては、勤務成績なりそ

うした職員の号級の幅といいますか、基準をうたっておるということ

でございます。それと、５５歳になりますと今後は昇級をしないとい

うことでございますが、段階的に管理職手当の支給を受けておる者に

ついては、３号級とあるものについては２号級とするということでご

ざいます。そういうことで、管理職等の幅については非常に上がらな

いという号俸になるではなかろうかと思っております。 

まず、次の５項でございますが、職員の昇級は予算の範囲以内で行

なわなければならないということがうたわれております。６項といた

しまして、職員の必要に関することは、規則を定めるということでご

ざいます。１０ページを参考にしてみていただきたいと思いますが、

復職時における給料月額の調整も項目の中で行っておりますが、調整

手当の支給における１６条関係については、地域手当として変更をし

ていただきたいと思っております。 

          次の期末手当の第２６条関係の４項の調整手当の額が合計額とする

ということですが、地域手当の月額の合計額とするということでござ

います。 

１１ページの方では、勤勉手当の額を定めておりますが、変更にお

きましては、調整手当に変えて地域手当を支給することとなるために、

この手当の額を任命権者の市長の定めということでありましたが、改
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正では、任命権者の規則で定めることになっております。 

          次の３項といたしましては、一番角の欄に、調整手当とありますの

が、地域手当に改正をされるという項目でございます。この議案の中

の３ページを見ていただきたいと思いますが、現在、行政職の別表第

１でございますが、行政職給料表、変更後の８級制から７級制に改正

をさせていただいたものを添付させていただいております。 

４ページ、５ページ、６ページにおきましては、別表２といたしま

して、消防職の給料表でございますが、現在、９級制を採用しており

ますけども、このたびの人勧で８級制に変更になるものでございます。 

１０ページからにおきましては、附則といたしまして、この条例は

平成１８年４月１日から施行するということでございます。施行の次

の附則におきましては、職務の級の切りかえとか、号級の切りかえ、

それの細部にわたっての項目をそこの中でうたわせていただいておる

ところでございます。 

１２ページから、１３ページ、号級に伴います号級の切りかえ表、

また、１７ページからにおきましては、消防職の給料の適用における

新職員に新給与表に伴います、切りかえ等の処置を行うものでござい

ます。 

以上、１０議案に伴います、このたびの人事院勧告に伴います要点

の説明を終わります。よろしくお願いします。 

○松 浦 議 長   以上で、要点説明を終わります。 

これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

  〔質疑なし〕 

○松 浦 議 長   質疑なしと認めます。 

          これをもって、質疑を終結いたします。  

 お諮りします。 

 本件は、委員会への付託を省略いたしたいと思います。 

  これにご異議ありませんか。 

   〔異議なし〕 

○松 浦 議 長   ご異議なしと認め、これより討論に入ります。 

          討論はありませんか。 

           〔討論なし〕 

○松 浦 議 長   討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

          お諮りします。 

          これより議案第１０号、安芸高田市職員の給与に関する条例の一部

を改正する条例の件を、起立により採決いたします。 

          本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

           〔起立多数〕 

○松 浦 議 長   起立多数であります。 

          よって本件は、原案のとおり可決されました。 
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～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第２０ 議案第１１号 安芸高田市職員の旅費に関する条例 

の一部を改正する条例 

○松 浦 議 長   日程第２０、議案第１１号、安芸高田市職員の旅費に関する条例の

一部を改正する条例の件を議題といたします。 

          この際、議案の朗読を省略いたします。 

          提出者から、提案理由の説明を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   議案第１１号、安芸高田市職員の旅費に関する条例の一部を改正す

る条例でございます。提案理由の説明を申し上げます。 

本案は、行財政改革推進の一環といたしまして、職員の旅費の支給

にかかる日当の支給地域及び支給額の見直しを実施いたしますことか

ら、条例の一部を改正するものでございます。 

よろしく審議を賜りたいと思います。 

○松 浦 議 長   これをもって、提案理由の説明を終わります。 

この際、担当部長から要点の説明を求めます。 

総務部長 新川文雄君。 

○新川総務部長   議案第１１号、職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例につ

きまして、要点の説明をさせていただきます。要点説明の資料につき

ましては、説明資料の１４ページでございます。 

改正前、改正後、日当に伴います１６条関係におきましては、日当

を支給しない地域を規定に定めておるわけでございます。 

まず、改正前におきましては、そこに掲げておりますように、１６

条の２項の中に棒線に掲げておるとおりでございますが、本変更につ

きましては、２項の中に掲げております広島市の安佐北区（白木町、

可部）、三次市（旧三次、作木、三和町）、東広島市で豊栄町、福富町、

山県郡北広島町で旧千代田町、旧大朝町、島根県邑南町で旧瑞穂町と

旧羽須美村への地域への旅行の場合には、前項の規定にかかわらず日

当は支給しないということにうたっております。今までにつきまして

は、そうした規定の中である程度の支給をやっておりましたが、日当

を安芸高田市内の隣接地におきましては、支給しないという項目でご

ざいます。 

          次に、別表の１の日当また、宿泊料、食卓料の関係でございますが、

この分野につきましては、日当の額の改正をさせていただきたいと思

っております。改正前におきましては、１日の日当につきまして２，

２００円でございますが、１，１００円の日当にさせていただきたい

と。２分の１に日当分を改正をさせていただきたいと思うものでござ

います。 

この附則といたしまして、これは１８年の４月１日から施行するも

のでございます。 

よろしくお願いします。 
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○松 浦 議 長   以上で、要点説明を終わります。 

これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

  〔質疑なし〕 

○松 浦 議 長   質疑なしと認めます。 

          これをもって質疑を終結いたします。  

 お諮りします。 

 本件は、委員会への付託を省略いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

  〔異議なし〕 

○松 浦 議 長   ご異議なしと認め、これより討論に入ります。 

          討論はありませんか。 

           〔討論なし〕 

○松 浦 議 長   討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

          お諮りします。 

          これより議案第１１号、安芸高田市職員の旅費に関する条例の一部

を改正する条例の件を、起立により採決いたします。 

          本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

           〔起立多数〕 

○松 浦 議 長   起立多数であります。 

          よって本件は、原案のとおり可決されました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第２１ 議案第１２号 安芸高田市特別会計条例の一部を改 

正する条例 

○松 浦 議 長   日程第２１、議案第１２号、安芸高田市特別会計条例の一部を改正

する条例の件を議題といたします。 

          この際、議案の朗読を省略いたします。 

          提出者から、提案理由の説明を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   議案第１２号、安芸高田市特別会計条例の一部を改正する条例でご

ざいます。提案理由の説明を申し上げます。 

本案は、介護保険法の対応に伴い、新予防給付のケアマネージメン

トを実施するため、介護サービス特別会計を設置する必要が生じたこ

とから、条例の一部を改正するものでございます。 

よろしく審議をお願いしたいと思います。 

○松 浦 議 長   これをもって、提案理由の説明を終わります。 

この際、担当部長から要点の説明を求めます。 

総務部長 新川文雄君。 

○新川総務部長   議案第１２号、安芸高田市の特別会計条例の一部を改正する条例に

つきまして、要点の説明を申し上げます。議案説明資料につきまして

は、１５ページの方に付記をさしていただいとるものでございます。 
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この本案につきましては、現在１０の特別会計を設置いたしており

ますが、平成１８年度から介護サービス特別会計を加えるものでござ

います。この介護保険制度につきましては、介護保険法の一部改正に

伴いまして、同法の基本理念であります自立支援をより徹底する観点

から、軽度者に対する保険給付につきまして、現況の予防給付からを

対象の範囲、また、サービス対象、マネージメント体制などを見直し

て新たな予防給付へと再編されることになりました。そういう状況の

中で、介護サービス特別会計は介護保険の特別会計において設置しま

す、地域包括支援センターの機能の一部であります介護予防支援事業

所の運営を行い、新たな予防給付として要支援１、要支援２と認定さ

れた方の予防給付のマネージメントを実施いたすものでございます。 

なお、介護サービス特別会計の平成１８年度の当初予算案につきま

しては、当該事業にかかります経費といたしまして、１，７９６万４

千円を計上いたしております。 

そういう状況の中で、具体的な内容につきましては、予算審査特別

委員会の方で、所管の方の担当部局からご説明をさせていただきます

ので、どうかよろしくお願いいたします。 

以上で、要点の説明を終わります。 

○松 浦 議 長   以上で、要点説明を終わります。 

これより質疑に入ります。 

 〔質疑なし〕 

○松 浦 議 長   質疑なしと認めます。 

          これをもって、質疑を終結いたします。  

お諮りします。 

本件は、委員会への付託を省略いたしたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

 〔異議なし〕 

○松 浦 議 長   ご異議なしと認め、これより討論に入ります。 

          討論はありませんか。 

           〔討論なし〕 

○松 浦 議 長   討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

          お諮りします。 

          これより議案第１２号、安芸高田市特別会計条例の一部を改正する

条例の件を、起立により採決いたします。 

          本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

           〔起立多数〕 

○松 浦 議 長   起立多数であります。 

          よって本件は、原案のとおり可決されました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第２２ 議案第３３号 字の区域の変更について 

○松 浦 議 長   日程第２２、議案第３３号、字の区域の変更についての件を議題と
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いたします。 

          この際、議案の朗読を省略いたします。 

          提出者から、提案理由の説明を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   日程第３３号、字の区域の変更についてでございます。提案理由の

説明を申し上げます。 

本案は、安芸高田市甲田町において、平成１４年度から団体営事業

の基盤整備促進事業として実施してまいりましたほ場整備が、平成１

８年度に完了いたしますことから、報恩地工区の換地計画書を作成す

ることに伴いまして、字界を変更するものでございます。 

よろしく審議をお願いします。 

○松 浦 議 長   これをもって、提案理由の説明を終わります。 

この際、担当部長から要点の説明を求めます。 

          産業振興部長 清水盤君。 

○清水産業振興部長   それでは、議案第３３号の要点についてご説明申し上げます。 

先ほど、市長の方が提案理由を申しましたように、基盤整備促進事

業で実施しております、報恩地井才田地区のほ場整備事業による字界

の変更でございます。 

議案書の２ページをお開き下さい。左欄、右欄と掲げておりますが、

左欄、現行の大字下小原、字原田の所在の土地から、４ページの権現

谷の土地までを右欄のそれぞれの字の地域に変更をするものでござい

ます。 

なお、位置図につきましては、議案説明資料の５９ページに地図を

添付をさせていただいております。着色が薄いために非常に見にくい

と思いますが、申しわけございません。変更後が赤の波線で示してお

ります。変更後が、赤の波線で示したものに新しく変更するものでご

ざいます。 

以上でございます。 

○松 浦 議 長   以上で、要点説明を終わります。 

これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

           〔質疑なし〕 

○松 浦 議 長   質疑なしと認めます。 

          これをもって、質疑を終結いたします。  

          お諮りします。 

          本件は、委員会への付託を省略いたしたいと思います。 

          これにご異議ございませんか。 

           〔異議なし〕 

○松 浦 議 長   ご異議なしと認め、これより討論に入ります。 

          討論はありませんか。 

           〔討論なし〕 
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○松 浦 議 長   討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

          お諮りします。 

          これより議案第３３号、字の区域の変更についての件を、起立によ

り採決いたします。 

         本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

           〔起立多数〕 

○松 浦 議 長   起立多数であります。 

          よって本件は、原案のとおり可決されました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第２３ 議案第３４号 消防手数料条例の一部を改正する条 

      例 

○松 浦 議 長   日程第２３、議案第３４号、消防手数料条例の一部を改正する条例

の件を議題といたします。 

          この際、議案の朗読を省略いたします。 

          提出者から、提案理由の説明を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   議案第３４号、消防手数料条例の一部を改正する条例でございます。

提案理由の説明を申し上げます。 

本案は、地方公共団体の手数料の標準に関する政令の改正に伴いま

して、所要の改正をするものでございます。 

よろしく審議を賜りたいと思います。 

○松 浦 議 長   これをもって、提案理由の説明を終わります。 

この際、担当部長から要点の説明を求めます。 

          消防長 村上紘君。 

○村上消防長   それでは、議案３４号の要点のご説明を申し上げます。議案説明資

料の６０ページを参考にしていただきたいと思います。 

本案は、危険物の規制に関する政令が改正をされまして、船舶の燃

料タンクに直接給油をいたします移動タンク貯蔵所の基準が、新たに

制定をされたものに伴いまして、これにかかる手数料を地方公共団体

の標準に関する政令に合わせまして、条例の改正をさせていただくも

のでございます。 

よろしくお願いを申し上げます。 

○松 浦 議 長   以上で、要点説明を終わります。 

これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

  〔質疑なし〕 

○松 浦 議 長   質疑なしと認めます。 

          これをもって、質疑を終結いたします。  

          お諮りします。 

          本件は、委員会への付託を省略いたしたいと思います。 

          これにご異議ありませんか。 
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           〔異議なし〕 

○松 浦 議 長   ご異議なしと認め、これより討論に入ります。 

          討論はありませんか。 

           〔討論なし〕 

○松 浦 議 長   討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

          お諮りします。 

          これより議案第３４号、消防手数料条例の一部を改正する条例の件

を、起立により採決いたします。 

          本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

           〔起立多数〕 

○松 浦 議 長   起立多数であります。 

          よって本件は、原案のとおり可決されました。 

          お諮りします。 

          本日の会議時間は都合により、延長したいと思いますが、ご異議ご

ざいませんでしょうか。 

           〔異議なし〕 

○松 浦 議 長   ご異議なしと認め、本日の会議時間は延長をいたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第２４ 議案第３号 安芸高田市事務分掌条例の一部を改正 

する条例 

日程第２５ 議案第４号 安芸高田市公の施設の指定管理者の指 

定同意について【安芸高田市高宮高齢者生産活動セン 

ター設置及び管理条例ほか６件】 

日程第２６ 議案第５号 安芸高田市個人情報保護条例の一部を 

改正する条例 

日程第２７ 議案第１３号 安芸高田市国民保護協議会設置条例 

日程第２８ 議案第１４号 安芸高田市国民保護対策本部及び緊 

急対処事態対策本部設置条例 

日程第２９ 議案第１５号 地方公共団体の特定の事務の郵便局 

における取扱いに関する規約の一部を改正する条例 

日程第３０ 議案第１６号 安芸高田市人権尊重のまちづくり条 

      例 

日程第３１ 議案第１７号 安芸高田市児童館条例 

日程第３２ 議案第１８号 安芸高田市放課後児童クラブ条例 

日程第３３ 議案第１９号 安芸高田市養護老人ホーム条例の一 

部を改正する条例 

日程第３４ 議案第２０号 安芸高田市向原総合福祉センター条 

例の一部を改正する条例 

日程第３５ 議案第２１号 安芸高田市老人デイサービスセンタ 

ー条例の一部を改正する条例 
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日程第３６ 議案第２２号 安芸高田市在宅介護支援センター条 

例の一部を改正する条例 

日程第３７ 議案第２３号 安芸高田市ふれあいセンターこうだ 

条例の一部を改正する条例 

日程第３８ 議案第２４号 安芸高田市介護保険条例の一部を改 

正する条例 

日程第３９ 議案第２５号 市道の認定について【県道改良によ 

り不用となった旧県道の市道認定】 

      日程第４０ 議案第２６号 市道の廃止について【県道昇格によ 

る市道の廃止】 

      日程第４１ 議案第２７号 安芸高田市営住宅条例の一部を改正 

する条例 

      日程第４２ 議案第２８号 安芸高田市公共下水道条例の一部を 

改正する条例 

日程第４３ 議案第２９号 安芸高田市下水道事業受益者負担金 

及び分担金徴収条例の一部を一部を改正する条例 

日程第４４ 議案第３０号 安芸高田市農業集落排水処理施設の 

設置及び管理条例の一部を改正する条例 

日程第４５ 議案第３１号 安芸高田市浄化槽整備施設の設置及 

び管理の関する条例の一部を改正する条例 

日程第４６ 議案第３２号 安芸高田市コミュニティ・プラント 

の設置及び管理条例の一部を改正する条例 

日程第４７ 議案第３５号 安芸高田市美土里緑の交流空間設置 

及び管理条例の一部を改正する条例 

日程第４８ 議案第３６号 安芸高田市向原若者定住環境整備施 

設設置及び管理条例の一部を改正する条例 

日程第４９ 議案第３７号 安芸高田市社会体育施設等設置及び 

管理条例の一部を改正する条例 

日程第５０ 議案第３８号 安芸高田市吉田運動公園設置及び管 

理条例の一部を改正する条例 

日程第５１ 議案第３９号 安芸高田市吉田サッカー公園及び吉 

田温水プール設置及び管理条例の一部を改正する条 

例 

日程第５２ 議案第４０号 安芸高田市Ｂ＆Ｇ海洋センター設置 

及び管理条例の一部を改正する条例 

○松 浦 議 長   続いて、日程第２４、議案第３号、安芸高田市事務分掌条例の一部

を改正する条例の件から、日程第５２、議案第４０号、安芸高田市Ｂ

＆Ｇ海洋センター設置及び管理条例の一部を改正する条例の件まで２

９件を一括議題といたします。 

          この際、議案の朗読を省略いたします。 

          提出者から、提案理由の説明を求めます。 
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          市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   議案第３号、安芸高田市事務分掌条例の一部を改正する条例でござ

います。提案理由の説明を申し上げます。 

本案は、平成１８年４月１日から、地域高規格道路対策室を建設部

内に新設いたしますこと、また、現行の建設部の事務分掌に地域高規

格道路の整備促進に関することを追加することに伴い、条例の一部を

改正するものでございます。 

          続きまして、議案第４号でございます。安芸高田市公の施設の指定

管理者の指定同意について、安芸高田市高齢者生産活動センター他の

議案でございます。提案理由の説明を申し上げます。 

本案は、地方自治法第２４４条の２、また、安芸高田市公の施設に

おける指定管理者の指定手続きに関する条例の規定に基づき、公の施

設の管理について、指定管理者の候補の選定をしましたので、議会の

同意を求めるものでございます。 

今回新たに同意を求める公の施設といたしましては、高宮町高齢者

生産活動センター他、１０件の施設に関するものでございます。 

議案第５号でございます。安芸高田市個人情報保護条例の一部を改

正する条例でございます。提案理由の説明を申し上げます。 

本案は、行政職員をはじめ、行政が委託する業務の受託者並びにそ

の従事者等に対して、市の保有する個人情報の漏えい等による個人の

権利、利益の侵害への予防措置を講ずるとともに、職員等に対し、個

人情報保護義務の履行を担保するため、条例の一部を改正し、罰則規

定をもうけるものでございます。 

議案第１３号、議案名が安芸高田市国民保護協議会設置条例でござ

います。提案理由の説明を申し上げます。 

本案は、国民保護法第３９条第１項の規定に基づき、安芸高田市に

おける国民保護計画を策定するため、その諮問機関となる協議会の設

置及び組織運営に関する事項を定めるものでございます。 

この計画は、国が定める基本指針に基づいて、住民の保護のための

措置の実施体制、住民の避難や救援に関する事項、平素において備え

ておくべき物資や訓練等定める事項であります。 

安芸高田市国民保護協議会は、国民保護法第４０条第４項に定める

委員で構成し、総合的、専門的な見地から計画を策定するための諮問

機関として、設置するものでございます。 

議案第１４号、議案名が安芸高田市国民保護対策本部及び緊急対処

事態対策本部設置条例でございます。提案理由の説明を申し上げます。 

本案は、国民保護法第３１条、第１８３条の規定に基づき、安芸高

田市の区域にかかる、国民の保護のための措置の総合的な推進の事務

をつかさどる事項を定めるものでございます。安芸高田市国民保護対

策本部及び緊急対処事態対策本部は、武力攻撃が迫り、もしくは現に

武力攻撃が発生したと認められる地域、または要避難地域として認め
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られる場合に設置するもので、国民保護法第２８条、第４項から６項

に定める本部員で構成するものでございます。 

議案第１５号、地方公共団体の特定の事務の郵便局における取り扱

いに関する規約の一部を改正する規約でございます。提案理由の説明

を申し上げます。 

地方公共団体の特定の事務の郵便局における取り扱いに関する規約

に基づき、住民票などの交付事務を現在市内の５郵便局に事務委託し

ておるところでございます。 

本案は、平成１８年度から甲田支所管内の小田郵便局を追加いたし

ますことに伴い、規約の一部を改正するもので、地方公共団体の特定

の事務の郵便局における取り扱いに関する法律、第２条第２項の規定

により、議会の議決を求めるものでございます。 

議案第１６号、安芸高田市人権尊重のまちづくり条例でございます。

提案理由の説明を申し上げます。 

本案は、安芸高田市の将来像を、人輝く・安芸高田の実現を目指し

人権の尊重をまちづくりの基底に置き、すべての人が、人の人権が尊

重される社会の構築に向けて、市、市民、事務所の責務を明らかにす

るとともに、人権施策を総合的に推進するため条例を制定するもので

す。 

この条例の制定につきましては、合併前に部落差別をはじめ、あら

ゆる差別をなくすことを目指す条例や、人権尊重のまち宣言を４町が

制定するなど、すべての町において人権尊重のまちづくりが進められ、

６町合併協議会、福祉保健部会で新市においても、新たな条例の創設

を目指していたところでございます。 

議案第１７号、安芸高田市児童館条例でございます。提案理由の説

明を申し上げます。 

本案は、市が設置しております３カ所の児童館にかかる設置及び管

理を定めた条例について、児童館の業務委託、保護者負担金及び利用

時間の変更を全般的に見直し、条例の全部を改正するものでございま

す。 

議案第１８号、安芸高田市放課後児童クラブ条例でございます。提

案理由の説明を申し上げます。 

本案は、市が設置する放課後児童クラブの設置及び管理について、

定めるものでございます。 

主な内容といたしましては、市内７カ所の放課後児童クラブの名称

及び位置、休会日及び利用時間及び保護者負担金等を定めるものでご

ざいます。  

議案第１９号、安芸高田市養護老人ホームの一部を改正する条例で

ございます。提案理由の説明を申し上げます。 

本案は、市が設置をいたしております養護老人ホームについて、平

成１８年４月１日を施行日として、老人福祉法が改正され養護老人ホ
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ームの措置事由が変更されますことから、安芸高田市養護老人ホーム

高美園で行います事業のうち、入所措置基準を改正するものでござい

ます。 

議案第２０号、安芸高田市向原総合福祉センター条例の一部を改正

する条例です。提案理由の説明を申し上げます。 

本案は、市が設置いたしております安芸高田市向原総合福祉センタ

ーについて、介護保険制度が改正され、平成１８年４月１日から介護

予防を重視したシステムに転換いたしますことから、向原総合福祉セ

ンター条例の一部を改正するものでございます。 

改正の主な内容といたしましては、要支援１、２と認定される方を

対象として行います新予防給付の事業を加えるものであります。 

議案第２１号、安芸高田市老人デイサービス条例の一部を改正する

条例でございます。提案理由の説明を申し上げます。 

本案は、市が設置をいたしております安芸高田市老人デイサービス

センターについて、介護保険制度が改正され、平成１８年４月１日か

ら介護予防を重視したシステムに転換いたしますことから、老人デイ

サービス条例の一部を改正するものでございます。 

改正の主な内容といたしましては、要支援１、２と認定される方を

対象として行う新予防給付の事業を加えるものでございます。 

議案第２２号、安芸高田市在宅介護支援センター条例の一部を改正

する条例でございます。提案理由の説明を申し上げます。 

本案は、市が設置いたしております在宅介護支援センターについて、

介護保険制度が改正されまして、平成１８年４月１日から地域包括支

援センターを設置いたしますことから、現在の在宅介護センターの役

割を変更するものでございます。 

変更の主な内容といたしましては、在宅介護支援センターを地域包

括支援センターの地域相談拠点と位置づけ、６５歳以上のすべての高

齢者並びにその家族を対象とした事業を行う組織に変更するものでご

ざいます。 

議案第２３号、安芸高田市ふれあいセンターこうだ条例の一部を改

正する条例でございます。提案理由の説明を申し上げます。 

本案は、市が設置をいたしております安芸高田市ふれあいセンター

こうだについて、介護保険制度が改正され、平成１８年４月 1 日から

介護予防を重視したシステムに転換いたしますことから、ふれあいセ

ンターこうだ条例の一部を改正するものでございます。 

改正の主な内容といたしましては、要支援１、２と認定される方を

対象として行う、新予防給付の事業を加えるものでございます。 

議案第２４号、安芸高田市介護保険条例の一部を改正する条例でご

ざいます。提案理由の説明を申し上げます。 

本案は、安芸高田市介護保険条例について、第３期介護保険事業計

画期間の介護保険料を定めるものでございます。現在、介護保険料の
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段階を５段階設定しておりますが、低所得者対策として現在の第２段

階をさらに２分割し、６段階の設定とするものでございます。また、

保険料につきましては、現在の年額基準額３９，６９６円を、年額基

準額５２，８００円に改正するものでございます。また、附則におい

て保険料の特例を定め、激変緩和措置を定めるものでございます。 

議案第２５号、市道の認定について、県道改良について不用となっ

た旧県道の市道認定でございます。提案理由の説明を申し上げます。 

本案は、国道及び県道の新設や改良事業により、旧道として残りま

した旧国道、県道を元の管理者である広島県から安芸高田市に引き継

ぐことになっておりますので、関係の６路線を市道に認定するもので

ございます。 

議案第２６号、市道の廃止についてでございます。これは、県道昇

格による市道の廃止でございます。提案理由の説明を申し上げます。 

本案は、県において、一般県道山手吉田線を一般県道上入江吉田線

に名称変更されるとともに、管理区域においても変更されたことに伴

いまして、市道除上入江線が市道から、県道へ昇格となりましたこと

から、県道と重複をいたしておりました当路線を、市道廃止するもの

でございます。 

議案第２７号、安芸高田市営住宅条例の一部を改正する条例でござ

います。 

本案は、平成１７年度に美土里町桑田地区へ公営住宅２棟４戸を建

設いたしましたこと、また、甲田町堂の口住宅の２棟４戸が完成し、

当住宅へ移転をいたしましたことから、上小原地区の寿住宅５棟１０

戸を廃止するものでございます。このことに伴いまして、第３条関係

別表へ住宅の名称及び位置をそれぞれ追加及び削除し、併せて美土里

町北住宅の位置につきまして、訂正をさせていただくものでございま

す。 

議案第２８号、安芸高田市公共下水道条例の一部を改正する条例で

ございます。提案理由の説明を行います。 

本案は、安芸高田市公共下水道条例の使用料を算定方式について、

一部改正をするものでございます。このことにつきましては、合併前

の合併協定書に基づいて、下水道使用料を３年目に統一することとし

て、準備をしてまいりました。市民の皆さんに啓発を進めてまいりま

したが、使用料の算定方法といたしましては、実態にあった使用水量

の把握をすることで、よりご理解が得られるということから、今回使

用水量の確認方法などについて条例の一部を改正するものでございま

す。 

議案第２９号、安芸高田市下水道事業受益者負担金及び分担金徴収

条例の一部を改正する条例でございます。提案理由の説明を申し上げ

ます。 

本案は、甲田町下小原において、平成１８年４月からコミュニティ・
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プラントの使用を開始いたしますことから、安芸高田市下水道事業受

益者負担金及び分担金条例に、コミュニティ・プラント整備事業名を

加えて負担金の徴収をするものでございます。 

議案第３０号、安芸高田市農業集落排水処理施設の設置及び管理条

例の一部を改正する条例でございます。提案理由の説明を申し上げま

す。 

本案は、先ほどの議案第２８号と同様に、下水道使用料の統一に伴

います使用料の算定方法につきまして、農業集落排水施設の使用水量

の確認方法について、管理条例の一部を改正するものでございます。 

議案第３１号、安芸高田市浄化槽整備施設の設置及び管理に関する

条例の一部を改正する条例でございます。提案理由の説明を申し上げ

ます。 

本案は、先ほどの議案３０号と同様に、下水道使用料の統一に伴い

ます使用料の算定方法につきまして、浄化槽整備施設の使用水量の確

認方法について、管理条例の一部を改定するものでございます。 

議案第３２号でございます。安芸高田市コミュニティ・プラントの

設置及び管理条例の一部を改正する条例でございます。提案理由の説

明を申し上げます。 

本案は、先ほどの議案第３１号と同様に、下水道使用料の統一に伴

います使用料の算定方法につきまして、コミュニティ・プラントの使

用水量の確認方法について、管理条例の一部を改定するものでござい

ます。 

議案３５号、安芸高田市美土里緑の交流空間設置及び管理条例の一

部を改正する条例でございます。提案理由の説明を申し上げます。 

議案第３５号から議案第４０号までは、主に指定管理者の利用料金

制の実施に伴いまして、それぞれの設置管理条例の一部を改正しよう

とするものでございます。関連がございますので、３５号から４０号

まで一括して説明をさせていただきます。 

まず、議案第３５号、安芸高田市美土里緑の交流空間設置及び管理

条例の一部を改正する条例でございますが、本案は、指定管理者制度

の導入に伴い、使用料を利用料金制へ変更するため、条例の一部を改

正するものでございます。 

議案３６号でございます。安芸高田市向原若者定住環境整備施設設

置及び管理条例の一部を改正する条例でございます。提案理由の説明

を申し上げます。 

本案も指定管理者制度の導入に伴いまして、使用料を利用料金へ変

更するため、条例の一部を改正するものでございます。 

議案３７号、安芸高田市社会体育施設等設置及び管理条例の一部を

改正する条例でございます。 

本案は、指定管理者制度の導入に伴いまして、指定管理者に管理を

代行させる社会体育施設について、使用料を利用料金制に変更するた



 144

め、条例の一部を改正するものでございます。なお、該当いたします

施設は、美土里町総合運動公園でございます。 

議案第３８号、安芸高田市吉田運動公園設置及び管理条例の一部を

改正する条例でございます。提案理由の説明をさせていただきます。 

本案も指定管理者制度の導入に伴いまして、使用料を利用料金制へ

変更するため、条例の一部を改正するものでございます。 

議案第３９号、安芸高田市吉田サッカー公園及び吉田温水プール設

置及び管理条例の一部を改正する条例でございます。提案理由の説明

を行ないます。 

本案も、指定管理者制度の導入に伴いまして、使用料を料金制へ変

更するため、条例の一部を改正するものでございます。また、サッカ

ー公園人工芝は、グランドの市外利用者の利用について、これまで２

倍としておりましたものを３倍に改めるため、別表備考中にただし書

きをするものでございます。 

議案第４０号、安芸高田市Ｂ＆Ｇ海洋センター設置及び管理条例の

一部を改正する条例でございます。提案理由の説明を申し上げます。 

本案も指定管理者制度の導入に伴い、使用料を利用料金制へ変更す

るため、条例の一部を改正しようとするものでございます。 

以上でございます。 

○松 浦 議 長   これをもって、提案理由の説明を終わります。 

お諮りいたします。 

ただいま議題となっております２９件については、質疑を省略いた

したいと思いますが、これにご異議ござませんか。 

   〔異議なし〕 

○松 浦 議 長   ご異議なしと認め、質疑は省略いたします。 

          よって、ただいま議題となっております、議案第３号、安芸高田市

事務分掌条例の一部を改正する条例の件から、議案第４０号、安芸高

田市Ｂ＆Ｇ海洋センター設置及び管理条例の一部を改正する条例の件

までの２９件については、お手元の議案付託表のとおり、それぞれ所

管の常任委員会に付託いたします。 

◯松 浦 議 長   以上をもって、本日の日程を終了いたし散会いたします。 

次回は、３月８日午前１０時に再開いたします。 

ご苦労でございました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後５時１６分 散会 
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